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序章　本研究の目的と方法

第1節　研究の目的

本研究は､中国と日本の大学生に対する質問紙調査をもとに､両国の経済的価値観の構

造とその規定要因を比較し､それに基づいて中国人の経済的価値観の育成-の示唆を得る

ことを目的とする｡

中国では､ 1970年代末以降の｢改革開放｣政策によって,経済体制は高度に集中する計

画経済体制から社会主義市場経済体制に転換してきた｡現在の中国の経済体制は,市場経

済体制に社会主義の大名義を付けているものの､既に､経済活動の市場化,市場競争の公

正化､経済的主体の独立化,マクロ･コントロールの間接化,市場行為の法制化などの資本

主義市場経済の一般的特徴を持っている.

このような世界的に注目されるほど急速な経済体制の変革は,人々の価値観に大きな変

化をもたらした｡張宇(1994)が指摘するように,価値観の変化に関する1つの主要な特

徴は,経済発展に不利であった今までの停滞,閉鎖,迷信,悪平等意識などの価値観に,

自由な競争,効率､変化,開放,自由,合法的営利などという市場経済の基本的法則が取

って代わることである｡しかし,市場経済の法則は西洋文化の個人主義を土台としており,

その変化過程の中で,集団主義を主な特徴とする伝統の儒教文化に基づいて形成された価

値観は激しい衝撃を受けている｡価値観における｢集団｣と｢個人｣､ ｢義｣と｢利｣, ｢理｣

と｢欲｣, ｢徳｣と｢力｣との関係に対して,･価値判断の体系は混乱状況を起こしてきた｡

拝金主義や極端な利己主義の傾向はその現れである(董志凱1995),価値判断の体系の混

乱状況は､中国の経済発展の持続において重大な問題となっている｡経済発展に有利な儒

教的価値を受け継ぎ,そして､いかに西洋の市場経済的価値と結びつけるかは,現在の中

国における新しい価値観体系の構築に関して直面する重要な課題である｡

価値観には様々なものがあるが,本研究では､このような中国社会の現状を考慮して経
ft

済の変動と密接に関わる経済的価値観を分析することにした｡では､経済的価値観はどの

ように考えたらよいのであろうか｡これまで経済的価値観について厳密で明確な定義は見

あたらない｡にもかかわらず, perry (1926)は､価値観を改治的,経済的､宗教的､認知

的､審美的の6つに分類している　Allport, Vernon&Lindzey (1960)も,価値観を社会

的､政治的､経済的,理論的,審美的,宗教的という6つに類型化している｡また,0'Brien
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& Ingels (1987)の経済的価値観の測定尺度(Economic Values Inventory)は,経済分野

における諸事物を内容としている｡

これらより､まず,少なくとも,経済的価値観は一般に､相互に関連がある社会諸分野

のうち経済分野に関わる価値観であるといえる｡次に,見田によると,価値は主体の欲求

をみたす,客体の性能である｡個々の主体の,多くの客体に対する,明示的もしくは黙示

的な価値判断の総体によって,その主体の価値観が構成される(見田, 1966)｡なお､人々

(主体)は経済事物(客体)に対して価値があるのかを判断する際に､個人的な暗黙の前

提があり,それは内面化された所属社会集団の理念,規範などによって左右される(場知

賀, 1993)｡従って､経済的価値観とは,相互に関連がある社会諸分野のうち経済分野に関

わる価値観であり,ある社会集団の人々が持っている暗黙の前提､理念,規範によって形

成された経済の事象に対する価値判断である,と定義できよう｡

さて, 20数年間の経済体制の改革を経て,現在の中国人はどのような経済的価値観を持

っているのだろうか｡西洋の市場経済システムの導入に伴い,西洋的価値観が浸透しつつ

ある現在､人々は経済的価値観における西洋的価値と儒教的価値に対してどのような認知

構造を形成しているのだろうか｡また,それを規定している要因は何なのだろうか｡ ･これ

らを明らかにすることは,新しい市場経済に応じた経済的価値観を再編する作業の第一歩

になると考えられる｡

中国人の経済的価値観を把握するためには世代ごとに分析や考察の対象とするべきだが,

本研究では,中国の経済体制の改革とともに成長してきた大学生を主要な研究対象とした｡

大学生は,知識を持ち,社会変革に敏感であり,現時点での経済的価値観の主要な特徴が

最も鮮明に反映される世代である.家庭と学校での教育を一貫して受け続けてきた大学生

の経済的価値観とその形成要因を把握することにより､今後の中国における家庭･学校教

育を考えるうえで示唆が得られると思われる｡

中国の経済体制の改革以降,大学生の経済的価値観はどのように変化しているのだろう

か｡これについて､劉慶龍(1995)は,社会的利益を重視するという｢社会本位｣から個

人的利益を重視するという｢個人本位｣ -と変化し､また,社会主義市場経済体制の確立

を強く肯定し､競争意識が高まっている､と述べている｡彼の研究は,大学生の経済的価

値観の変化に現れたいくつかの主要な趨勢を客観的に論じしている｡しかしながらこのよ

うな結果は､ ｢伝統から近代-｣という一元的な分析軸に基づいて見出されたものであり,

伝統的な儒教文化の諸価値に対する関心が欠けているといえよう｡では,中国で経済体制
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が伝統型から近代型-と急速に変化する中で､大学生の経済的価値観における西洋的な市

場経済的価値と儒教的価値はどのような位相にあるのだろうか｡現在の中国では､これに

関する実証的･系統的な研究はほとんどない｡

中国人大学生の経済的価値観の特徴を明らかにするには,他の社会と比較するのがよい｡

同じ儒教文化圏に属する日本,香港､シンガポール､台湾､韓国の5つの国と地域は,こ

こ数十年の間に驚くほど急速に経済成長を遂げ, ｢ファイブ･ドラゴン｣と呼ばれている(1)

これらの国や地域は､同じ儒教文化圏に属し,受容した西洋文化と伝統の儒教文化を統合

させ､経済発展に適応した新たな価値体系を形成してきたといえる｡本研究では特に｢フ

ァイブ･ドラゴン｣の中でも日本を主要な比較の対象として設定する｡日本の成熟した国

家主導型の市場経済体制は､中国の市場経済体制-の転換の模範とされている(凌星

光, 1995)｡また日本は,伝統的価値の中で不可欠と思われる要素を残しつつ,新しい生産

技術が機能できるように新たな文化的統合を最もうまく成し遂げた国である

(Hofstede, 1980､訳書, 1984),このような経済･文化背景を持つ日本人大学生と比較する

ことにより､中国人大学生の経済的価値観の特徴はより鮮明に捉えられると考えられる｡

第2節　儒教文化圏における経済的価値観

1.経済発展の儒教文化の役割

(1) ｢儒教文化圏｣仮説

日本を始め東アジアの韓国,台湾,香港,シンガポールの5つの国と地域は,ここ数十

年の間に驚くほど急速に経済成長を遂げ､ ｢ファイブ･ドラゴン｣と呼ばれている

(Hofstede, 1991,訳書, 1995),これらの国と地域の経済発展の原因は何なのだろうか｡

それを探るために､様々な仮説が提出された｡例えば､赤松要の｢雁行形態論｣､アムズ

デンの｢制度モデル｣, ｢後発性利益｣仮説,開発主義アプローチなどの仮説は,経済的側

面に注目したものである(2)すなわち,これらの仮説は､ ｢ファイブ･ドラゴン｣の経済発

展の原因において,近代資本主義経済システムの確立､そして,資本の動員､労働者の熟

練化､企業家の養成,新技術の開発､後発性の利益の内部化などの経済的諸要素に主に着

目したものである｡しかし､以上の諸要素は,どの社会でもなしうる訳ではないのに,な

ぜ東アジアで可能となったのか､また西洋の工業化過程がまず東アジアに波及したのはな
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､ぜか,これらの問題を十分に説明することができず,経済分析上の仮説として限界がある

と言えよう｡

これに対して, ｢儒教文化圏｣仮説は,東アジアの経済発展に関する経済分析仮説の妥当

性を一応容認した上で,社会文化要素に着目する視角から生まれてきた. ｢儒教文化圏｣仮

説は,単なる経済的側面に分析対象を限定せず,儒教文化圏に属する東アジアの社会文化

要素に何らかの共通点があるのではないかとの基本的認識に基づく仮説である(Reg &

Warren, 1982,~訳書, 1989)0

そもそも儒教と近代化のモデルとの関係については､マックス･ウェーバーが先駆的な

東一人者とされてきた.彼の有名な著書『プロテスタンティズムの倫理と資本主義の精神』,

および｢儒教とピューリタニズム｣の一章を含む著書『儒教と道教』の中には次のような

知見がある｡すなわち,宗教を核心とした民族文化は,その民族の社会経済発展と内在的

な連係がある｡プロテスタンティズムに象徴される禁欲主義,とりわけ｢現世拒否｣とい

うピューリタニズムのきびしいエートスを有する西洋においてこそ､近代化･工業化が達

成された｡それに対して､営利を是認し現世を楽観的に肯定する儒教的合理主義は､その

達成に結実しにくい(中嶋嶺雄1989,童鷹, 1997),

ところが東アジアの急速な経済成長は,ウェーバーの予測を超えてきた(｡この背景の下

で生まれた｢儒教文化圏｣仮説は,ウェーバーの｢文化と社会経済発展との内在的な連係

がある｣という結論に賛同する一方で,儒教文化と経済発展との関係について,ウェーバ

ーに反論している｡つまり,儒教文化も経済発展に重要な役割を果たしていると主張して

いるのである｡

(2)儒教文化の役割

儒教文化臥どの点が,どのようにして､東アジアの経済発展に繋がったのであろうか｡

これについて,金日坤(1992)は最も体系的で包括的な分析を展開した｡

彼は､儒教文化を,儒教思想が歴史的に展開され,人々に伝承されてきた,集団的な生

活能力であり,現実の社会生活で,集団として人間が生きていく方式だと規定する｡つま

り,彼は､儒教を宗教として見るのではなく,人間関係の倫理と道徳を強調する1つの思

想とみなす｡儒教による政治と倫理道徳が実際に長期間適用された経験を持つ社会で,儒

教文化が今日生きているとみなすのである｡

儒教のどの点が生きているのであろうか｡金目坤が指摘する基本思想は次の4点に要約
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される｡すなわち, ①天地･自然と人間の調和感, ②徳治主義の政治理念と社会組織の原

理, ③忠孝一致など,家族集団主義の倫理, ④農本主義に偏っている経済観,がそれであ

る(金日坤1992, 68-102貢)｡

それでは､このような儒教思想が,どのようにして,東アジアの経済発展につながった

のであろうか｡金目坤は､まず､経済活動は,人間集団によって行われるため,そこには

集団としての秩序が不可欠だと述べ､続いて､集団文化と経済文化とを区別した｡それら

に基づいて､彼は,次のように分析している｡集団文化は種々のレベルでの集団組織にお

ける人間の集団的な活動能力を意味する｡欧米では､集団文化が乱れたため経済力の停滞

が生じたのに対し､東アジアでは,儒教的家族主義による集団文化が健全なため,経済文

化という経済活動の場での秩序が健全になり経済発展に成功した(金日坤, 1992, 139-155

頁)0

さらに彼は,これを次のように具体的に説明している｡例えば､企業経営の中に家族集

団主義が充分に現れている｡すなわち,第1に,企業は拡大された｢イエ｣とみなされ,

それは- ｢血縁のイエ｣と国家との中間レベルに位置づけられる｡第2は,欧米の機能共同

体としての企業に対して､東アジアではそれは運命共同体だということである｡第3には,

労使協調と相互共生主義の経営が行われていることである(金日坤, 1992, 156-167頁)0

つまり､ ｢儒教文化圏｣仮説は,東アジアの経済発展における社会文化の要素の重要性を

強調し,儒教の集団主義的な倫理道徳における人間による相互規制と自分自身の心のコン

トロールが経済活動の秩序を健全にすることができると主張している｡金日坤は,このよ

うな儒教の倫理と道徳を現代的に復活し,経済活動の場において活かすことを儒教的資本

主義の精神と呼ぶ｡

(3)西洋の資本主義システムと儒教文化との接合

金日坤は,この儒教文化が自主的に近代化を推進したのではなく､儒教文化圏諸国は欧

米の個人主義文化を土台とした資本主義システムを導入し,これを儒教の集団主義と接合

することによって経済発展に成功したのであったと強調している(金日坤, 1992, 253-254

頁)0

儒教文化と欧米文明の接合､すなわち両者の調和による経済発展の状態は,図0- 1の

ように示される｡
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図0-1儒教文化と欧米文明の調和

出所:金日坤『東アジアの経済発展と儒教文化』ユ992､ 255頁｡

金日坤は,この儒教文化と欧米文明の調和を次のように解釈している｡儒教文化の国は,

集団主義の文化を持ち,家族集団主義の倫理と秩序を活かしながら､国家意識を高揚させ

て経済の発展を推進した｡一方,個人主義文化による欧米の近代資本主義の制度は,欧米

先進国の経済発展をもたらし,それと関連する国際的な経済環境を作っている｡東アジア

諸国では､欧米的な経済･経営のシステムを学び導入しているが,この制度や組織の運営は,

最も合理的かつ効率的に行わなければならない｡しかし,そのシステムを現実に動かして

いる人々の運営,すなわち集団管理においては,伝統的な倫理と秩序による相助的･共生

的な人間関係を活かしている(金日坤, 1992, 254頁)0

一見,儒教文化と欧米文明はお互いに矛盾するようにみえるが,金目坤は､両者の調和

が成立できると主張している｡つまり,文明としての制度や組織の運営における合理性,

効率性の追求と,そこで働いている人々の文化としての相助的､共生的な人間関係は,充

分両立されうる｡前者は､制度･組織という外形であり客観的な事柄であり,後者は､実

質的であり主観的な人間の問題であるから,両者の調和は成立するのである(金目坤, 1992,

254貢)0
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このように,両者の調和がある経済活動を行う場合､一方では市場原理の適用と開放性

が保障され,他方で､共同体原理の伝承と伝統性の維持が可能になり,経済は,正しく健

全な秩序を保ちながら､引き続き発展していくことができるのである0

2.文化的統合とその形成過程

外来のシステムは異文化から生まれたものである｡欧米文明の産物である資本主義と民

主主義のシステムも,個人主義の文化から生まれたものであった｡東アジア諸国がこの外

来のシステムを導入したときに,当然異文化と伝統文化の間に葛藤が起きた｡

どのような文化的葛藤が起きたのか｡金目坤は､次のように指摘している｡すなわち,

①中央集権体制という儒教の政治理念は,個人q)自由と平等による民主主義の思想と葛藤

を起こした｡ ②忠孝一致という人間関係の秩序原理は,個人の尊厳性とか自立性を重視す

る個人主義の行動原理と摩擦を起こした｡ ③農本主義の経済観は,私有,営利､自由が保

障される経済秩序,工業､商業を含めた産業発展観-の転換をしなければならなくなった

(金目坤, 1992, 123-124頁)｡

東アジア諸国,特に日本の経済発展は､単なる資本主義システムと儒教文化の接合だけ

でなく,人々の価値観においても以上の文化的葛藤を解消し,西洋文化と儒教文化を統合

できたことによるといえよう｡

文化的統合は,ある種の文化-の同化ではなく,異文化と白文化の良いところと悪いと

ころを知った上で取捨選択し,両者の肯定的な文化的価値を統合していくことである｡金

釈(1992)は異文化の受容において四つのタイプがあると述べている｡そして,黒木(1996)

はこの異文化受容の四つのタイプに当てはまる白文化変容のプロセスは四つの可能性があ

ると指摘している｡

(1 )異文化受容の四つのタイプ

異文化受容は,それを受け入れる社会における人々の心情倫理と親和しない限り定着で

きない｡異文化と白文化に対して､好意的あるいは否定的,いずれの態度をとるかで図0

-2のよう.に四つに分類できる(金沢, 1992, 86頁)0
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図0-2　異文化受容の四つのタイプ

金沢吉展,･ 1992 『異文化とつき合うための心理学』 86頁をもとに整理

第1のタイプは｢統合｣である｡統合は,異文化と白文化の良いところと悪いところを

知った上で取捨選択し､両者の肯定的な文化的価値を統合していくことである｡

第2のタイプは｢同化｣である｡同化は,異文化がとても素晴らしく見えるが,反対に

白文化には嫌悪や失望といった否定的感情を抱く場合である｡このとき､異文化を白文化

が取り込むと同化になり､このプロセスを内面化という｡

第3のタイプは｢分離･拒否｣である｡分離･拒否は,白文化に対しては好意的である

が,異文化を分離したり拒否したりするという否定的態度である｡白文化中心的態度はこ

れに当たる｡

第4のタイプは｢周辺化｣である｡周辺化は､異文化にも白文化にも否定的な態度であ

る｡しかし､この周辺的感度は,いずれかの文化にコミットするまでの過渡期のものであ

るとされる｡

(2)白文化変容プロセスの四つの可能性

異文化と白文化に対する態度はいつも同じではなく,移り変わっていく｡黒木(1996)

は,図0-2の異文化受容の四つのタイプをもとに,図0-3に示すように,異文化を受

容して自文化が変容してゆくプロセスには4つの可能性があるという｡
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図0-3　自文化変容プロセスの四つの可能性

出所:黒木雅子､ 1996, 『異文化論-の招待』 48貢｡

第1の可能性が｢白文化中心主義｣である｡これは自文化を維持したまま単一文化を志

向する｡この白文化中心主義は､図0-2の3の｢分離･拒否｣が当てはまる｡白文化が

本来的に優位だと考え,自文化を検証したり変容させる可能性はない｡白文化中心主義と

は､それぞれの文化の価値を判断するときに白文化のものさしを使うことである｡

第2の可能性が異文化-の｢同化｣である｡これは単一文化志向である限り,排他性が

伴うのである｡

これに対して,それぞれの文化の価値や意味は単一の基準に照らして判断しえないと理

解することが､第3の可能性の｢文化相対化｣である｡単一文化志向とは反対の多文化志

向は､脱中心化ということもできる｡つまり,異文化や白文化に中心をおくのではなく､

両方とも多様性の中の一つであることと考え,複数性を認識することである｡文化相対化

は,ある文化を理解するには他の文化の基準を当てはめることはできないという原理に基

づいたものである｡

文化相対化は､ 2つの可能性をはらんでいる｡その一つは,ニヒリズムである｡白文化

と異文化との接点を見出すことのない周辺的な状況である｡これは図0- 2の4の周辺化

が当てはまる.このような文化相対化は文化や価値の相対性を強調するが,一方で現状維

持に貢献している｡そこでは,自文化と異文化はどのように折り合いがつけられるのかと

いう問題が残されたままである｡
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文化相対化のもう一つの可能性は｢多文化意識｣である｡それは,文化の複数性を認め

｢違い｣を知るだけでなく, ｢違い｣から学び,そして白文化を変容する｡このことによ

って文化的統合がもたらされる｡これは図0-2の1の統合のタイプに当てはまる｡

さて,多文化意識の文化的統合は､どのようなプロセスを経ているのか｡以下では, Sue

(1981)のマイノリティアイデンティティ発達モデルを参考しながら,それを明らかにし

よう｡

(3)文化的統合の形成過程

多文化意識の文化的統合の形成過程には, Sue (1981)のマイノリティアイデンティティ

発達モデル(Minority Identity Development, MID)が参考になると考えられる｡表o- 1

は,このMIDモデルを示している｡

表o-1マイノリティアイデンティティ発達モデル(MID)

段階1.同調

この段階は自分の文化に対しては否定的に.主流文化に対しては好意的態度を持つ｡主流文化があこ

がれや同一化の対象となり､行動の指針となる｡

段階2.不協和

混乱と葛藤の段階｡同調段階で受け入れた価値観や考え方に疑問を持ちはじめ.自分の中で対立する

態度を解決しようとする｡

段階3.抵抗と没入　′

主流文化-の憎しみと不信が強くなり主流文化を拒否する｡自分の文化､歴史,伝統に触れようとす

る｡この段階では個人の行動の指針を白文化に求める｡

段階4.内省

所属するマイノリティ集団に対する責任と忠誠心を感じる一方で.自分の主体性のバランスをどう取

っていくかということで葛藤する｡奪われたグループのアイデンティティと白文化中心主義,そして主

流文化の完全な否定を問いはじめる｡

段階5.協同的統合と覚醒

文化的アイデンティティをしっかり持ち,柔軟性と自制心を広げる｡段階4で抱えていた葛藤や不満

は解決され,柔軟性とコントロールに幅ができる｡他のマイノリティや主流文化を客観的に見ることが

できるようになり,これまでの経験に基づいて.文化的価値を取捨選択する｡あらゆる形の抑圧をとり

除きたいという気持ちが,行動の重要な動機となる｡

出所: Sue (1981)のMIDをもとに作成｡

段階1の｢同調｣は,異文化のすべてが素晴らしく見え､心理的距離は近づき,異文化

を模倣する｡しかし,時間がたっと､素晴らしく見えたものも色槌せてくる｡そして徐々

に異文化に対して疑問と不信感を持ち､反対に白文化-の見直しが起こる｡このプロセス

には､段階2の｢不協和｣,段階3の｢抵抗と没入｣,段階4の｢内省｣が当てはまる｡
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二つの文化でe)経験に基づいて,文化的価値が取捨選択できるようになるのは､段階5

の｢協同的統合と覚醒｣ (自文化と異文化の統合)である｡この文化的統合の段階において

自文化を再発見していく可能性がある｡文化的統合の形成とは,異なる文化の間が相互的

に対立や排斥するのではなく,異なる文化で効率的に活動できる状態になると考えられる｡

しかし,この文化的統合のプロセスは直線的に進むのでなく､社会的,個人的な要因の

影響を受け､異文化に近づいたり､反対に白文化に近づいたりするものである｡文化的統

合の形成は､異なる文化の価値を正しく見出しながら､不断に調整しながら進んでいくの

である｡

3.　問題設定への示唆

経済発展の｢儒教文化圏｣の仮説と文化統合の理論は,本研究の問題設定に重要な示唆

を与えてくれる｡

第1に,経済発展における儒教文化の役割の大きさを考慮すると､日中大学生の経済的

価値観を把握する際に,経済と関わる西洋的価値と儒教的価値の2つの側面を共に考慮し

なければならないことが浮かび上がってくる｡

欧米の近代化モデルによって史上最高ともいわれる欧米文明を築いたのは,欧米人が有

する個人主義の文化であった｡その個人主義的文化によって生まれてきた経済論理である

合理性と効率性の追求という西洋的価値は普遍性を持っている｡経済システムとしての私

有,営利,自由の法制的保障,そして市場経済の原理を働かせる合理性と効率性の徹底的

な追求なくしては,いかなる社会も経済の発展に成功することは不可能だからである｡

東アジア諸国は,このような西洋的価値を受け入れ,そこに儒教文化における相助性と

共生性という儒教的価値と結合させて,経済発展の軌道に乗っていたのである｡

そこで,同じ儒教文化圏に属する日中大学生の経済的価値観を比較する際に､西洋的価

値と儒教的価値をともに取り上げる必要性が伺われる｡

第2に,文化的統合とその形成過程において,日本と中国の大学生は,経済的価値観に

おける西洋的価値と儒教的価値に対してどのような認知構造を形成しているのか｡これを

明らかにする必要がある｡

西洋の個人主義的文化と儒教の集団主義的文化は相違点が多く,西洋文化の受容は,当

然儒教文化との衝突を起こしてくる｡その衝突の結果､西洋文化に同化するか,拒否する
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か,あるいは統合するかという可能性が生まれる｡その中で,東アジアにおける｢ファイ

ブ･ドラゴン｣と呼ばれている国と地域は,西洋文化を受容しながらも､伝統の儒教文化

を積極的に受け継ぎ,そして,両者を有効的に統合して､経済発展の軌道に乗っていった｡

特に､日本では, ｢営利｣の思想を肯定し町人階級に影響を与えた江戸時代中期の新しい

儒教流派･石門心学を学び,朱子学流の儒教解釈を排して｢仁義｣と｢富貴｣を両者相容

れるものとして『論語』を積極的に読みかえたという日本実業界の先駆者･渋沢栄一(1985)

は注目される｡その名著『論語と算盤』に見られる｢義利両全｣ ｢致富経国｣の実業思想は,

儒教文化圏の諸国の今日的な文化枠組の中で改めて光が当てられねばならないだろう｡

一方,中国では､西洋の近代化モデルを学ぶ過程の中で､儒教文化は1919年代の｢新文

化運動｣､ 1966年から10年間続いた｢文化大革命｣の時期に激しい批判が浴びせられた｡

1970年代末からの｢改革開放｣の初期にも,遅れた中国経済に対する反省は儒教文化を再

び否定した｡批判者たちは儒教文化の社会至上主義や｢中庸の道｣や利を軽んじる価値観

などが､中国の発展を遅らせた根本的な原因であり,今日の中国社会にとって有益な価値

が少しもないという結論を下した(張帝,2000),改革の急進派には｢全面的な西洋化｣と

いった文化転型論が見られた｡

1990年代に入ると,中国の経済,政治のいずれもが大きく変化した｡政府は政治上では

現在の中国が社会主義発展の初期段階にあると宣言し,経済上では社会主義市場経済体制

の樹立を明言し私有経済の合法化も認めた｡これと同時に,社会思潮も変化した｡つまり,

｢全面的な西洋化｣の文化転型論は様々の面から否定され, 1990年代中期以後に儒教文化

ブームが現れたのである｡

このような西洋の近代化を学ぶ過程の中で儒教文化に対して批判したり,反省したりす

るのは,文化価値体系を構築してゆく途上にある現在の鮮明な特徴である｡

日本と中国におけるこのような文化変容の過程において,両国の大学生は西洋的価値と

儒教的価値に対してどのような認知構造を形成しているか,そして両者はどのような関係

にあり,どのような文化的統合の形成段階に当たっているのか｡これらの問題を明らかに

するために,本研究では,儒教文化圏の中での経済的価値観を,儒教的価値の特徴が充分

に現れている市場経済システムに対する認識(以後､これを｢市場経済観｣と呼ぶ)と､

金銭倫理に対する認識(以後,これを｢金銭観｣と呼ぶ)の2つの側面から､検討する｡ I

儒教文化圏に属する各国と地域の経済は市場経済システムの下で展開している｡この市

場経済システムは､西洋の市場経済の合理性と効率性だけでなく,儒教文化の相助性と共
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生性が結合して形成されたものである(金目坤1992),このような市場経済システムにお

ける西洋的価値と儒教的価値に対する認識は,儒教文化圏の市場経済観といってよいであ

ろう｡

金銭は,交換の媒体として､経済に関する諸事象の相互作用の共同的特徴である｡だが,

金銭は生まれてきてから,単に経済学的意味での各機能を超え,人々の経済活動の本質と

動機を反映するものとなってきた(Furnham, 1998),この意味で､金銭観は,異なる社会制

度･文化によって拡大された社会的な金銭倫理に対する価値判断になる｡西洋文化を受容

した儒教文化圏の金銭観は,西洋的金銭倫理と儒教的金銭倫理に対する認識を再編したも

のである｡

市場経済観と金銭観をこのように把握することにより,日中両国の大学生の経済的価値

観の中での西洋的価値と儒教的価値の位相の最も基本的な特徴をとらえることができると

考えられる｡

さて,市場経済観に関する西洋的価値と儒教的価値,金銭観に関する西洋的金銭倫理と

儒教的金銭倫理は､具体的にどのような特徴を持つのか｡第3節では,経済的価値観に関

する先行研究を踏まえ､それらの特徴を析出する｡

第3節　経済的価値観に関する先行研究

1.市場経済観における西洋的価値と儒教的価値

(1 )西洋的価値の特徴

西洋民主主義社会では,個人の自由と平等は政治的社会的な基本原則である｡それが経

済的に変形され,自由､営利,私有という近代資本主義市場経済の三大基本原理となって

きた(金日坤,1984), ｢自由は､消費選択の自由,職業選択の自由などの経済活動の自由に

なり,また営業活動の自由になる｡そして,平等は,経済活動の自由の成果が自分の私有

になるという分配の原理になる｡分配が､権力あるいは支配関係によって,不当に集中さ

れることは､個人を平等に扱わないことと意味している｡だから,私有は,自由競争によ

る分配という原理において,個人に平等を与えることになるのである｣ (金目坤, 1984,31-32

頁)0

このような市場経済社会では､どのような経済的価値観が要求されるのか｡アメリカに
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おける経済的価値観に関する実証的な研究を踏まえて整理してみよう0

全米経済教育合同協議会(JCEE)は, 1979年に28項目の経済的価値観に関するスケール

(SEA)を作った｡このスケールは､経済学の学習に対する態度と経済的価値観の成熟性と

いう二つの部分から構成されている｡経済的価値観の成熟性の中には,価格,福祉等に対

する政府の役割,仕事倫理,銀行,税金などの内容が含まれる｡

stephenL.J.&JerryB. (1985)は,資源の私有制,自由市場,競争､制限された政府と

いう資本主義の特徴に基づいて,アメリカにおける経済に関する保守主義(conservatism)

の本質を4つの要素で概括した｡すなわち､ A.経済体制の公有制よりも私有制が優れてい

る｡ B.競争は,私人権力の乱用を抑えられる｡ C.競争は､効率と進歩を促進する｡ D.資源

の集権的配分より,分権的･市場的配分がよい,である｡彼らは､アメリカの大学生を対

象とし,この4つの要素から構成された経済的価値観について実証的な研究を行った｡大

学生は､経済学教育を受け､私有制,市場的配分を高く評価し,競争は私人権力の乱用を

抑え,効率と進歩を促進すると信じる,という結果が得られた｡

o'Brien&Ingels (1987)は,市場経済システムと経済知識の構造に基づいて,経済的

価値観の測定尺度(Economic Values Inventory, EVI)を作成した｡このEVIという尺度

は, 8つの下位尺度によって構成されている｡すなわち, A.市場経済システム(欲求と稀

少な経済資源の選択,貯蓄の重要性､社会にビジネスの貢献,競争と自由な職業選択の必

要性など)､　B.ビジネスに対する信頼感(ビジネスは,サービス,商品を供給する善意

のシステムである),　C.経済システム対する疎遠と無力感, D.社会福祉に対する政府の

役割と責任,　E.価格の調節について政府の役割と責任,　F.労働組合(Unions)に対する

評価､　G.労働者の待遇(従業員と労働者が,公正的待遇を受けているかどうかを判断す

る)､　H.分配現状に対する満足度,である｡

彼らは､このEVIという尺度に関する実証的研究を行い,人々はアメリカの自由市場経

済システムを高く･支持し,ビジネスに対する信頼感を持っているという結果が得られた｡

さらに, EVIにおける｢市場経済システム｣という下位尺度にみられる市場経済観に関す

る西洋的価値の主要な特徴は以下の通りである｡ ①企業の自主性, ②自由琴争, ③競争の

下での資源分配, ④努力と職業の自由選択の仕事倫理, ⑤利益の最大化追求, ⑥市場経済

発展に対する資本蓄積としての貯蓄,の6つである｡

(2)儒教的価値の特徴
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｢ファイブ･ドラゴン｣と呼ばれている国と地域は,全て儒教文化圏に属していること

から,儒教文化と経済成長との間に関連があるのではないかと示唆されてきた(Kahn, 1979)｡

この間題に対して, ｢儒教文化圏｣仮説は,理論的に論じ,儒教文化圏の市場経済の発展に

は､西洋の市場経済的価値を追求しながら,儒教文化が重要な役割を果たしていると主張

している｡

近年､それに関して実証的な検討がなされてきた　Hofstedeは,国民文化あるいは価値

観の違いは5つの次元で表すことができると指摘している(Hofstede, 1991,訳書, 1995),

この5つの文化次元とは､権力の格差(小一大),集団主義対個人主義,女性らしさ対男性

らしさ,不確実性の回避(弱一強),長期志向対短期志向､である｡このうち,長期志向対

短期志向という次元は､ ｢東洋的｣思考に基づいて作られた価値観調査の結果から導き出さ

れたもので, ｢儒教的ダイナミズム｣と名づけられた｡この次元における｢長期志向｣は,

以下の4つの側面がある｡

①持続性(忍耐) :目標を達成すべく強く努力すること｡

②地位に応じた序列関係と序列の遵守:調和がとれて安定した上下関係があり,役割が

相互に補われること｡

③倹約:投資するときに利用できる資本が蓄えられること｡

④恥の感覚:交際に気を使い,約束を果たすこと｡

彼は, 23カ国の｢長期志向｣という次元のスコアを順に並べたところ,中国,香港,台

湾,日本,韓国､シンガポールなどの国と地域が上位を占め､しかも,それは世界銀行が

報告した1965年から1987年までの経済成長のデータと強く相関していた｡この結果は,

いくつかの特定の儒教的価値が経済成長と結びついていることを示している｡

この｢長期志向｣の次元にある儒教的価値が人々の市場経済活動に結びつくと,どのよ

うな特徴が現れるのだろうか｡これまでの研究をまとめると次のようになろう｡

まず,勤労である｡儒教文化圏では,欧米の労働を苦痛だけで考える風潮とは異なり､

米作農業の歴史による勤勉性の伝統がある(金日坤, 1984, 1992),次に,忠誠心や企業集団

-の帰属である｡その根底にあるのは儒教文化の忠孝と家族意識である(水島他, 1973),

第三に,協調的な競争である｡儒教文化における｢調和　と｢仁政｣の観念は､人間関係

について､直線的に折衝したり衝突したりすることや,企業と商人が独占的な利益を窓に

することは認められなかった｡日本ではその観念は｢共存共栄｣という理念に変形され,

協調的な競争に関する制度的枠組みが定められた(武田, 1999),最後に,勤倹で貯蓄の高
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さである.浪費は罪であり,一生懸命勤労し,しかも節約することによって生活が成り立

っていく｡それは儒教の生活倫理であり,勤倹の精神と貯蓄行動はからみあいながら展開

している(水島他, 1973),

つまり,勤労,忠誠心や企業集団-の帰属,協調的な競争,働倹で貯蓄の高さの4つは,

市場経済観に関する主な儒教的価値であるといえる｡

2.金銭観における西洋的金銭倫理と儒教的金銭倫理

(1 )西洋的金銭倫理の特徴

西洋社会では､宗教改革以来,お金を獲得すること,追求することは､神の意思に沿っ

たことであり,大義名分を持ってできる肯定的なこととして倫理化された(Weber,1904 ;

山村,1974),また,アメリカ社会においては､金銭的に成功するために努力することが人

間の道徳的な義務とみなされ,金銭的に成功することが最大の成功であると考えられてい

る(Merton, 1949),

このような文化背景の下で,西洋社会では人々の金銭観においてどのような金銭倫理の

特徴が現れるのか｡以下では､欧米における金銭観に関する実証的な研究を踏まえ,その

西洋的金銭倫理の具体的な特徴を検討してみよう｡

Wernimont&Fitzpatrick (1972)は,異なる職業集団に属する人々が金銭概念として

どのような認識を持っているのかを調べるために, 40の形容詞対で構成されたMSD

(modified semantic differential)というスケールを用いて,因子分析を行い,次にあげ

る7つの因子を抽出した｡

Fl･恥ずかしい失敗(shameful failure) :金銭は失敗,堕落の根源である.

F2･社会的容認(social acceptability) :金銭は,社会的容認を得る必要条件であるo

F3･蔑視の態度(pooh-poohattitude) :金銭は無力であり,重要ではない.

F4･道徳的悪(moralevil) :金銭は罪悪を意味する｡

F5･適度な安全感(comfortable security) :金銭は,経済的価値を持ち,人に安心感を

保証する｡

F6･社会的不受容(socialunacceptability) :金銭がなけれ玖社会的容認を得られなし,.

F7･保守的ビジネス観(conserva血e businessvalues) ‥金銭は秘密がなく､神聖ではなし,.

彼らは､ 11グループ(科学者,管理者,大学生､看護婦,秘書など)の人々の間に､仕
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事の経験,､社会経済的レベルによって､金銭に対する認識に違いがあるという事実を明ら

かにした｡しかし,金銭は､失敗,堕落の根源や蔑視するべきもの罪悪を意味するもので

はなく,社会的容認を得る必要条件であり､人に安心感を保証するものであることが各グ

ループに認められている,という結果も得られた｡

yamauchi&Templer (1982)は,心理測定尺度としての金銭観スケールを作り,因子

分析で､ 62項目から,次の5つの因子を抽出した｡

Fl.権力･威信(power-prestige) :金銭は社会的権力を持ち,成功の象徴である.

F2.保有･将来(retention-time) :将来,老後のために､金銭を計画し,貯蓄する｡

F3.疑惑(distrust) :買物の際に,療曙したり,損をしたりしないかどうかを疑う.

F4.質(quality) :買物の際に,品物の質を重視し,ブランド品を買う.

F5.不安(anxiety) :どうしても特価品やセール晶を買ってしまう.金銭が少なくなる

と,神経質になる｡

彼らは,その中から､ Fl, F2, F3,およびF5を構成する29の項目で,金銭観スケー

ル(MAS)を構成した｡分析の結果,金銭の｢権力･威信｣ ｢保有･将来｣という2つの

因子は,人々の経済活動の動機と密接に関連していることを明らかにした｡

Furnham (1984)は,イギリス人の金銭に対する信念,行動を明らかにするために,

60項目の金銭に対する評価尺度を作り(MBBS),因子分析で､次の6つの因子を抽出して

いる｡

Fl.執着(obsession) :いろんなことで､金銭のことが気にかかるo

F2.権力(power/spending) :金銭を使うことは､権力を意味する.

F3.保有(retention) :慎重に金銭を使う態度o

F4.安全･保守性(security/conservative) :安全･保守的な金銭の使い方｡例えば,ク

レジットカードよりもむしろ現金を使う｡

F5.不足(inadequacy) :常に金銭が足りないと感じる.

F6.努力･能力(effort/ability)金銭を獲得するのは､努力･能力次第であるo

彼の分析によれば,イギリスの人々は､安全･保守的な金銭の使い方を最も賛同してい

る｡また､プロテスタントの仕事倫理を持つ人々は,金銭観における｢執着｣ ｢保有｣ ｢安

全･保守｣ ｢努力･能力｣の側面を強く支持していることがわかった｡

Tang (1992)は､ Maslow (1954)の欲求の階層理論､ Wernimont&Fitzpatrick (1972)

の金銭に対する肯定的否定的態度､ Furnham (1984)の金銭のマネージメントあるいはコ
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ントロール,し及びYamauchi&Templer (1982), Furnham (1984)の金銭のパワー,金銭に

対する執着態度,という先行研究の結果に基づいて, 50の質問項目を設定し､その内の

30項目から, 6つの因子を抽出し､金銭倫理スケール(MoneyEthicScale)を構成した｡

6つの因子は,以下の通りである｡

Fl.善(Good) :金銭はよいものであり､肯定すべきである.

F2.邪悪(Evil) :金銭は悪い,無価値､邪悪なものであり､否定すべきである｡

F3.成就(Achievement) :金銭は,業績･成功の象徴であるo

F4.尊敬･自尊(Respect/self-esteem) :金銭があれば他人に尊敬され､自尊感情も高い.

F5.計画･慎重(Budget) :計画･慎重に金銭を使う.

F6.自由･権力(Freedom/power) :金銭は自由をもたらす.金銭は権力を意味する.

彼は,人の金銭倫理に対する認知は, 3つにカテゴリー化されると指摘した｡すなわち,

情感(Fl.F2.),認識(F3. F4. F6.)､行動(F5.)の3つであるoさらにTang (1995)

は,このスケールにおける30項目のうち12項目を用いて縮短版の金銭倫理スケールを作

った.この縮短版のスケールには,成功(Success),計画･慎重(Budget),邪悪(Evil)

の3つの因子が含まれている｡分析の結果､人々は,金銭は邪悪なものではなく,成功の

象徴であり､計画･慎重に使うべきものであると認めている傾向があった｡

以上の測定尺度のうち､特にYamauchi & TemplerのMAS, FurnhamのMBBS､

TangのMESは､信頼性と効用性が認められ金銭観に関心がある多くの研究者に応用され

ている.しかし､ Tang (1992)によれば, Wernimont & Fitzpatrick, Yamauchi &

Templerの研究は,特定の組織的行動の分野に限られるものである.また, Furnham

(1984)によれば, Yamauchi&Templerの研究は､金銭に関する一般的な社会的信念や

態度の研究よりも､むしろ金銭観の精神病理的な側面に関心があり､それに対して､

Furnham, Tangの研究は,一般的､社会的な金銭倫理を強調している｡

Furnham (1998)は,一般的,社会的な金銭倫理に関しては,先行研究の各金銭観ス

ケールの構造に共通点があると指摘した｡それは次の3つである｡すなわち, ①金銭に対

する否定的あるいは肯定的な情感､ ②金銭の社会的権力や成功に対する評価, ③金銭のマ

ネージメントあるいはコントロールの行為である｡

このような情感､認知,行為という3つのカテゴリーからなる金銭倫理の要素は､西洋

社会における金銭観の測定の重要な指標となっている(Tang, 1992, Furnham, 1998),

さらに,以上の諸実証的研究によれば,西洋社会では,人々は金銭に対する肯定的な情感
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を持ち,金銭の社会的権力や成功などを高く評価し,金銭をマネージメントあるいはコン

トロールをするべきであると考えていると結論される

(2)儒教的金銭倫理の特徴

西洋文化的なバイアスに基づいて作成された以上の金銭観スケー/しの中には,儒教文化

における金銭倫理の主要な特徴が含まれていないようである｡以下では,中国と日本にお

ける先行研究を踏まえ､儒教的金銭倫理の特徴を析出することを試みる｡

中国の場合は,魂常海(1996)が指摘するように,中国人の支配的な考え方で倫理道徳

の核心となっている儒教は, ｢君子は義に境り､小人は利に愉る｣ (孔子), ｢仁義があれば､

利をいう必要はない｣ (孟子)と主張し,経済的価値をしばしば軽視した｡従って,人が物

質利益を追求すれば､どうしても｢仁義｣の修養と矛盾が生じやすくなる｡

しかも,高度集中した社会主義経済体制では, ｢滅私奉公｣の精神を提唱しており,個人

利益や金銭を重視･追求する人は､思想的に低い者とみなされる｡また, ｢万般皆下品,唯

有読書高｣ (すべての職業は下品であり､ただ一つ学問に従事することが高尚である)とい

う伝統的な考え方や｢官本位｣という立身出世の標準により,従来から商人の社会的地位

が低く,金銭的な成功はあまり高く評価されていない｡

なお,李徳順(1994)によれば､儒教の道徳的評価基準でみれば､金銭は邪悪のもので

あり,蔑視すべきものである｡しかし,現実の経済的評価基準でみれば,生活には金銭が

かなり重要な役割を果たし,お金がなくては生活ができない｡このような2つの評価基準

は,しばしば対立している｡

日本の場合も,山村(1974)の指摘のように,江戸時代から,儒教,特に朱子学は支配

的な考え方であった｡その朱子学の考え方は,性と金銭が人欲として,価値が低く,醜い

ものであり､人の道としての人倫とは関係のないものである｡つまり,金銭,性の欲望は､

倫理化されてなく､蔑視すべきものである｡また,彼は,日本社会も中国と同じく｢身を

立て,名を上げるという｢立身出世｣の考え方があるわけですが､その場合は金銭的に成

功するよりは､いってみれば社会･政治的領域で成功し,高い地位に登ることが第一等の

成功とみなされる傾向が強い｣と述べている(山村､ 1974, 176頁)｡なお､金銭は両面

悼(邪悪のものであるが,生活における重要なものである)を持つものであり,金銭に対

しては､建前としては軽視し,避けようとするが,本音としては逆にそれに対するフェチ

シズムがみられる(山村,1974､西村,1990),
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山村(1974)と浅野(1996)の研究を踏まえると,このような伝統的な儒教的考え方を

受け継ぐ今日の日本社会では､金銭に関して次のような特徴があるといえよう｡ ①金銭に

非常にこだわり,金銭というものに対して相反する感情を持ち,アンビバレントな態度を

とる｡ ②金銭的な成功をあまり評価しない｡ ③金銭に対する評価には建前と本音を使い分

ける｡

千石(1998)の日米における高校生の金銭観に関する実証的な比較研究の結果は､以上

の特徴を確認している｡彼は､次のような5つの要素からなる金銭観に関する26項目の質

問を用いて,日米比較研究を行った｡すなわち, ①伝統的な金銭観､ ②金銭万能ないし拝

金主義的金銭観, ③愛情を価値とする精神主義的金銭観, ④有名ブランドのような記号的

金銭観, ⑤権力と結びつく権力主義的金銭観,の5つである｡その結果､日本とアメリカ

の高校生の金銭観には次のような違いがあった｡日本では､伝統的な金銭観は金銭観の構

造の中に一つの次元として存在しているのに対し,アメリカでは検出されなかった｡また,

日本では､権力主義的金銭観において建前と本音が違う傾向があった｡

以上の中国と日本の先行研究により,中国における金銭観に関する実証的な研究があま

り行われていないものの,同じ儒教文化に影響を受けたため,金銭観において中国人でも

日本人と同じような特徴を持つと推測できよう｡

中国人と日本人の金銭観に関する儒教的金銭倫理の特徴は,以上の先行研究を整理すれ

ば,次の2点にまとめることができる｡すなわち, ①金銭よりは､義理･学問･昇進とい

う倫理･社会･政治領域を最も大切にする傾向､ ②金銭に対する道徳的評価基準と経済的

評価基準の二元化傾向､である｡

3.市場経済観と金銭観の形成要因

( 1 )市場経済観に影響を及ぼす要因

中国と日本では,市場経済観に影響を及ぼす要因に関する実証的な研究は管見の限り見

あたらない｡以下では､欧米における実証的な研究を踏まえ,青少年の経済的価値観に影

響を及ぼす要因を整理しよう｡

まず,経済教育とそれによって獲得した経済知識は､経済的価値観に影響を及ぼす重要

な要因である｡

全米経済教育合同協議会(JCEE)は,経済的公民を育成しアメリカの経済システムを支持
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する経済的価値観を育成するために､幼稚園から大学までの経済教育の普及を提唱してい

る｡しかも､全米経済教育合同協議会の研究者たち(1979)は,実証的研究により,経済

学の学習態度は経済的価値観の成熟性に大きな影響を与えていると指摘した｡

whitehead(1986)は,経済学教育の実施が､資本主義の経済所有制と経済システムに対す

る態度の形成にどのような影響を与えているかを明らかにするために､大学生を対象とす

る実験研究を行った｡その結果､経済学教育を受けた実験グループの大学生は,コントロ

ールされたグループの大学生よりも,資本主義の経済所有制と市場経済システムを強く支

持する傾向にあった｡

o'Brien & Ingels (1987)は, EVIの尺度を作成し,高校生を対象としての研究を行っ

た｡その結果,生徒は経済学の知識の理解が正しければ正しいほど自由市場経済システム

を強く支持する傾向があった　Furnham (1996)は,このEVIの尺度を使って,イギリスの

生徒を対象とした研究を行い, 0'Brien & Ingelsの結果と一致した結果を得た.

次に,家庭の社会的経済的地位あるいは社会階層が,経済的価値観に影響を及ぼす第2

に重要な影響要因である｡

o'.Brien&Ingels (1987)の研究によると,経済的価値観に影響を与えるもう一つの要

因は家庭の社会的･経済的地位である｡つまり,生徒は家庭の社会的･経済的地位が低け

れば低いほど,市場経済システム対する疎遠と無力感があり,ビジネスに対する信頼感が

弱く,分配状況に対する満足度も低いのである｡イギリスにおける下位の社会階層に属す

る生徒も以上の結果とほぼ一致している(Furnham, 1996),

第3に,性や経済的経験といった個人的な要因が経済的価値観に影響を与える0

Furnham (1996)の指摘によれば,女性よりも男性の方が,価格に対して政府の制限役割

を反対し､労働者の待遇に対して不満である｡経済的経験がある人は,ビジネスに対する

信頼感を持つ傾向がある｡

(2)金銭観に影響を及ぼす要因

wernimont&Fitzpatrick (1972)は､ 11グループ(科学者,エンジニア､マネジャー,

大学生,看護婦､秘書など)の人々の間で,仕事の経験や社会経済的レベルによって,金

銭に対する認識に違いがあるという事実を明らかにした｡例えば､高度な技術を有する仕

事に就き､高い社会経済的レベルに属するグループの人々(例えば,科学者,エンジニア

など)は,金銭に肯定的な態度を持っている一方,金銭は社会的容認を得るための必要な
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条件であると認めていない｡

Furnham (1984)は,年齢､性別,学歴,収入が金銭観に影響を与えると指摘した｡

若者は金銭の社会的パワーを強く認めているが,金銭を慎重に使うべきという意識が欠け

ている｡男性は金銭に執着する傾向があるが､保守的な金銭意識があまりない｡低学歴と

低収入の人は,金銭に執着し,金銭の社会的パワーを強く認めている｡

Tang (1992)は,学歴が金銭観にどのように影響しているのかには触れていないが､

年齢､性別,収入などの要因について､ Furnham (1984)の研究とほぼ一致する結果を

得た｡

日本では､山村(1974)は､学歴と性は､儒教的金銭倫理に対する態度との関連がある

と指摘した｡つまり,女性よりも男性のほうが,また学歴が高いほど,金銭に対してこだ

わり,アンビバレントな態度をとるといっている｡また､千石(1996)の研究によると,

身性のほうが拝金主義的傾向を強く持っているo

以上の先行研究より,金銭観に影響を及ぼす主な要因としては,主に性,年齢,学歴,

職業,収入があるとまとめられよう｡

本節では,経済的価値観と金銭観に関する先行研究を踏まえて,市場経済観に関する西

洋的価値と儒教的価値の特徴,金銭観に関する西洋的金銭倫理と儒教的金銭倫理の特徴を

それぞれ析出し,市場経済観と金銭観に影響を及ぼす要因を考察した｡以下,それを要約

すると次のようになろう｡

1.市場経済観に関する西洋的価値と儒教的価値の特徴

西洋的価値の主要な特徴は, ①企業の自主性, ②自由競争, ③競争の下での資源分配､

④努力と職業の自由選択の仕事倫理､ ⑤利益の最大化追求, ⑥市場経済発展に対する資本

蓄積としての貯蓄,の6つがある｡

儒教的価値の主要な特徴は, ①勤労, ②忠誠心や企業集団-の帰属, ③協調的な競争､

④勤倹で貯蓄の高さ,の4つがある｡

2.金銭観に関する西洋的金銭倫理と儒教的金銭倫理の特徴

西洋的金銭倫理の特徴は, ①金塵副手対する肯定的な情感, ②金銭の社会的権力や成功に

対する評価, ③金銭のマネージメントあるいはコントロールの行為,の3つである｡

儒教的金銭倫理の特徴は､ ①金銭よりは､義理･学問･昇進という倫理･社会･政治領

域を最も大切にする傾向,②金銭に対する道徳的評価基準と経済的評価基準の二元化傾向,
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の2つである｡

以上の諸特徴は,本研究で日本と中国の大学生の市場経済観と金銭観に関する測定尺度

を作成する際に重要な要素になる｡

3.市場経済観と金銭観に影響を及ぼす要因

市場経済観に影響を与える要因としては､経済教育とそれによって獲得した経済学知識､

家庭の社会的･経済的地位あるいは社会階層,性､経済的経験などがある｡

金銭観に影響を与える要因としては,主にジェンダー､年齢,学歴,職業,収入などが

ある｡

日本と中国の大学生の市場経済観と金銭観に影響を及ぼす要因を検討する際に,以上の

要因は重要な要素となる｡

第4節　研究課題と方法

1.研究課題

以上,第2節では,経済発展の｢儒教文化圏｣の仮説は,日本と中国の大学生の経済的

価値観を把握する際に,経済と関わる西洋的価値と儒教的価値の2つの側面を共に考慮す

る必要があると述べてきた｡また､文化的統合とその形成の理論の観点からは,日本と中

国の大学生は､経済的価値観における西洋的価値と儒教的価値に対して､どのような認知

構造を形成しているのかを検討する必要があると指摘した｡これらの問題を解明するため

に,儒教的価値の特徴が充分に現れている市場経済観と金銭観の2つの側面を分析しなけ

ればならない｡

第3節では,市場経済観に関する西洋的価値と儒教的価値,金銭観に関する西洋的金銭

倫理と儒教的金銭倫理は,具体的にどのような特徴を持ち､それはどのような要因によっ

て形成されているかを先行研究を踏まえながら検討してきた｡

そこで,本研究では､市場経済観における西洋的価値と儒教的価値の特徴,及び金銭観

における西洋的金銭倫理と儒教的金銭倫理の特徴に基づいて､市場経済観と金銭観の測定

尺度を作成した上で,以下のような課題を分析することにする｡

第1に,日本と中国の大学生の市場経済観と金銭観の構造を分析し､両国の共通点と相

違点を検討する｡具体的には､西洋的価値と儒教的価値は市場経済観の中で,西洋的金銭
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倫理と儒教的金銭倫理は金銭観の中で,それぞれどの程度存在しており,西洋的な価値や

倫理と儒教的な価値や倫理がどのように関連しているかを明らかにする｡

第2に,日本と中国の大学生の市場経済観および金銭観の形成に影響を及ぼす要因を明

らかにする｡本研究では,先行研究で指摘された各要因だけでなく,大学生の学年や学部,

出身地域などの要因を加えて､それらが日本と中国の大学生の市場経済観と金銭観の形成

にどのような影響を与えているかを検討する｡

第3にこ　日本と中国における学校の経済教育と家庭の金銭教育を検討するo

本研究では,日本と中国の大学生の｢経済学理解力テスト｣の結果を分析し,さらに日

本と中国の学校(主に高校)における経済教育の目標と学習内容を比較検討することによ

り､中国人の市場経済観の育成のために必要な経済教育カリキュラムの改善ポイントを明

らかにする..また,日本と中国における家庭の金銭に関する親のしつけのパターンとその

形成要因を検討し,さらに親のしつけのパターンと大学生の金銭観との関連を明らかにす

る｡それを通して,中国人の健全な金銭観の育成のために必要な家庭の金銭教育の改善-

の示唆を得る｡

第4に,以上の分析結果に基づいて､儒教文化圏における日本と中国の大学生の経済的

価値観の相違点を総括し､さらに中国人大学生の経済的価値観の育成-の示唆を得る｡

2.研究方法

本研究では,市場経済観における西洋的価値と儒教的価値の特徴､及び金銭観における

西洋的金銭倫理と儒教的金銭倫理の特徴に関する質問項目を構成し,質問紙調査に基づく

経済的価値観の実証的な研究を行う｡調査は2回実施した｡

(1)調査対象と調査方法

第1回調査

第1回調査は, ｢中国の大学生の金銭観に関する調査｣である｡調査対象は,中国の北京

直轄市と大連市に位置する4つの大学に在学する大学生である｡ 4校のうち, 2校は国立

総合大学であり, 2校は国立理工大学と国立師範大学である｡調査時期は､ 1999年6- 7

月である｡本調査は,質問紙をそれぞれの大学の授業で配布し,その場で回収した｡配布

した質問紙は700部である｡有効回収部数は506部であり,有効回収率は72. 3%であった｡
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回答者の大学別･性別･専門分野別の構成は表0-2に,大学別･学年別の構成は表0-

3に示している｡

表o-2　回答者の属性:中国の大学別･性別･専門分野別(第1回調査)

A 大学 B 大学 C 大学 D 大学 全体

悼

別

男性 48.4 (46) 80.2 (69) 18.9 (37) 82.2 (106) 51.0 (258)

女性 ■ 5 1.6 (49) 19.8 (17) 81.2 (159) 17.8 (23) 49.0 (248)

合計 100.0 (95) 100.0 (86) 100.0 (196) 100.0 (129) 100.0 (506)

専 理工 45.3 (43) - -
100二0 (129) I 100.0 (172)

i

門 人文 54.7 (52)
…
…100.0 (86)
II

100.0 (196)
I,II～i

;2…100.0 (334)

合計 100.0 (95)
i‡…100.0 (86)

i
100.0 (196)

…蔓100.0 (129)
iノI

ーi 100.0 (506)
!

注: ()の中は人数である｡

表o-3　回答者の属性:中国の大学別･学年別(第1回調査)

i
A 大学 至

f

I
ーB 大 学 …
i
I

C 大 学
≡

i P 大 学 …

I

全 体

学

午

1 年
…

2 3.2 (22 ) ≡4 1 .9 (36) I 50 .5 (99 )
i J
…
重
i

3 1. 0 (15 7)

ー≡

■2 年 6 5ー2 (62 )
i

…45 .3 (39)
iI

圭28 .6 (5 6)

i
I

!
3 1.0 (4 0) 蔓38 . 9 (19 7)

3 年 ll -6 (ll) 董12 .8 (l l)

壬

…20 .9 (4 1)

I

…58 .1 (75)

i

2 7. 3 (138 )

4 年 ー

…

ー事
,

i
∫
I
I

≡暮…10 .9 (14)

…

2 .8 (14)

合 計 10 0.0 (9 5)
レ o o .0 (86 )

i

…妻100 .0 (196 )

毒

;i蔓10 0. 0 (129 ) 100 .0 (50 6)

注: ()の中は人数である｡

第2回調査

第2回調査は,調査A票と調査B票の2つの部分から構成された質問紙を用いて,日本

と中国で行った｡

調査A票は｢大学生の経済的価値観に関する調査｣であり､市場経済観と金銭観の2つ

の部分からなる｡

調査B票は､ 30設問の｢大学生の経済学理解力テスト｣である｡

中国での調査は､ 2001年2- 3月に､北京直轄市と大連市に位置する6つの大学に在学

する大学生を対象として実施した｡ 6校のうち, 4校は国立総合大学であり､ 2校は国立
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理工大学と国立師範大学である｡質問矧まそれぞれの大学の授業で配布され,その場で回

収した｡配布した質問紙は合わせて1000部,有効回収部数は733部であり,有効回収率は

73.3%であった｡

日本での調査は, 2001年7, 8, 9月に実施した｡調査対象は,西日本における2つの

大学に在学する大学生である｡ 2校は,国立総合大学と私立総合大学である｡質問紙はそ

れぞれの大学の授業で配布され､その場で回収した｡配布した質問矧ま700部,有効回収

部数は337部であり,有効回収率は48.1%である｡

中国と日本の回答者の属性は,表0-4と表o-5のとおりであるo表0-4は,回答

者の性別と出身地域の構成を,表0 - 5は､回答者の所属学部と学年の構成を示している｡

表o-4　回答者の属性:性別と居住地域(第2回調査)

性別
;

中国 …
I
日本 出身池

i
中国 蔓 日本

男性 53.5 (392)

(

董 55.2 (186)

…;

都市
:274.9 (549) 毒
≡
63.2 (213)

女性 ､
i
… 46.5 (341)

I… 44.8 (151) 農村 i
25.1 (184) 董 36.8 (124)

(

合計
Ii葦 100.0 (733)
≡≡

壬
蔓 100.0 (337) 合計 100.0 (733) 100.0 (337)

注: ()の中は人数である(表0-5も同様)

表o-5　回答者の属性:学部と学年(第2回調査)
■学由

■中国 日本 学年 ､ 中国 日本 ●

理 ●工学部
4 2 .0 (30 8) …

16.6 (5 6) 1 年 26 .3 (19 3) 28 .6 (9 6)

人 文 系 壬 11 .0 (8 1)

i

II
… 2 7.0 (9 1 )

‡

2 年 22 .4 (1 64)
i)
25 .9 (8 7)

経 済 学部 Z… 33 .6 (24 6)
I

i量 30. 0 (10 1)

I

3 年 16 .5 (121) 28 .0 (94 )

医学 部
≡

≡
≡
I

… 7 .7 (26 )

‡

4 年
壬
蔓 34 .8 (2 55) 1 7.6 (5 9)

教 育 学部
Ii
13 .4 (98 )

!

18 .7 (63
I蔓■

I

合 計
≡i
… 100 . 0 (733 )

,i

100 .0 (33 7) ■合 計 10 0.0 (733 ) 1 00. 0 (33 7)

注:中国の人文系は外国語学部と政法学部を含む｡日本の人文系は文学部と法学部を含む｡

(2)調査の内容

第1回調査

第1回調査は｢中国大学生の金銭観に関する調査｣で,主な内容は以下の通りである｡
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フェイスシートには､性別､出身地域,所属大学･学部･学年,親の職業･学歴,家庭

の暮らし向きの自己評価などを含んでいる｡

金銭観に関する質問項目は30項目である｡そのうち23項目は,西洋的金銭倫理の3つ

の特徴(①金銭に対する肯定的な情感, ②金銭の社会的権力や成功に対する評価､ ③金銭

のマネージメントあるいはコントロールの行為)に基づいて作成された｡残り7項目は,

儒教的金銭倫理の2つの特徴(①金銭よりは,義理･学問･昇進という倫理･社会･政治

領域を最も大切にする傾向, ②金銭に対する道徳的評価基準と経済的評価基準の二元化傾

向)が表れるような内容で構成されたものである｡

表o - 6は,以上の西洋的金銭倫理と儒教的金銭倫理の特徴に対応した30項目の質問

内容を示している｡ 30項目それぞれについて,どの程度当てはまるかを質問し､ ｢4.よ

く当てはまる｣ ｢3.やや当てはまる｣ ｢2.あまり当てはまらない｣ ｢1.全く当てはまら

ない｣の4段階で評定させ､そのうちから1つを選択させた｡

表o-6　金銭観に関する30の質問項目
西洋的金銭倫理に関する問題群(23項目)
1.お金は,成功の象徴である
2.お金は,私の人生で最も重要なもの(目標)である
3.お金があれば,名誉を得ることができる
4.お金があれば,社会で人々から尊敬される
5.社会的地位があるかどうかは.お金の有無にかかっている
6.お金があれば,多くの友だちができる
7.お金は,あなたの能力や才能があることを示してくれる
8.お金のある人は,お金のない人より幸福になる可能性が高い
9.お金は,権力を意味している
10.お金は,人の功績を表している
ll.お金があれば､何でも買える
12.お金は､どんなものにでもなれる機会を与えてくれる
13.お金は,自主性や自由を与えてくれる
14.お金は,貴重なものである
15.お金のなる木はない
16.お金は,大切なものである
17.お金は恥ずかしいものである
18.お金は､役に立たないものである
19.お金を使うことはお金をなくす(浪費)ことと同じである
20.お金が関係してくると､何事も汚れたものになる
21.お金は､邪悪なものである
22.とても慎重にお金を使う

23.充分にお金を計画的に使う

儒教的金銭倫理に関する問題群(7項目)
24.お金のことを気にせず､学問に打ち込むべきである

25.個人の経済的利益を考えず､国家,集団に尽くすべきである
26.お金より義理を大切にするべきである
27.金銭的な成功より社会･政治的領域での成功を優先させて追求するべきである
28.お金はとても重要だと思うが,お金を重視する人間だと思われたくない
29.お金に対して,いつも重視すると同時に軽視する気持ちがある
30.お金と人間関係との間に関係があることを､どうすればよいか分からない
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第2回調査

第2回調査の質問紙は､調査A票と調査B票の2つから構成されている｡

調査A票は｢大学生の経済的価値観に関する調査｣で､主な内容は以下の通りである｡

フェイスシートには､性別､居住地域､所属大学･学部･学年,親の職業･学歴､家庭

の暮らし向きの自己評価,アルバイトの経験の有無､経済学の履修経験などを尋ねている｡

金銭観に関する質問は16項目からなる｡ 16項目は､第1回金銭観に関する調査におけ

る30項目を整理して､西洋の金銭倫理と儒教的金銭倫理の特徴により構成された,短縮版

の金銭観の測定尺度である｡表0-7は､第1回調査における30項目のなかからこの短縮

版の16項目のどれが選択されたかを示している｡

表0-7　　短縮版の金銭観の測定尺度(16項目)

■西洋の金銭倫理に関す る問題群 (11 項 目)
1､ 3 ､ 5､ 9 ､ 10 ､ 14､ 17､ 18 ､ 2 1､ 2 2 ､ ,2 3

儒教的金銭倫理に関す る問題群 (5 項 目) 24 ､ ■26 ､ 27 ､ 28 ､ 29

注:数字は表0-6で選択された項目番号である｡

市場経済観に関する質問は19項目ある｡そのうち, 12項目は市場経済観に関する西洋

的価値の特徴(①企業の自主性､ ②自由競争, ③競争の下での資源分配, ④努力と職業の

自由選択の仕事倫理, ⑤利益の最大化追求, ⑥市場経済発展に対する資本蓄積としての貯

普)に基づいて作成された｡ 7項目は儒教的価値の特徴(①勤労, ②忠誠心や企業集団-

の帰属, ③協調的な競争､ ④勤倹で貯蓄の高さ)により構成された｡

表o-8は,市場経済観に関する19項目の質問を示しているo

表o-8　市場経済観に関する19項目

西洋的価値に関する問題群(12項目)

1.経済資源の集権的配分より,分権的,市場的配分の方がよい

2.利益の追求は経済の繁栄に必要な条件である

3･社会はビジネスの貢献に負うところが大きい

4.企業は最大限の自主権を持つべきだ･

5.競争は個人の権力乱用を抑えることができる

6.企業間の競争の結果､物価は安くなる

7.公開･公平･公正な競争しか経済の発展を促進することができない

8.我々の経済は将来のために貯蓄をしようとする人々を必要としている

9.仕事でベストを尽くすことは人々の義務である

10.働きが多ければ報酬が多いという分配原則に従えば､収入格差があっても仕方がない

ll.より高い賃金を求めるのなら,労働者はより懸命に働かなければならない

12.私にとって,自ら好きな職業を自由に選ぶことこそ重要である
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儒教的価値に関する問題群(7項目)

13.企業め待遇次第で転職するという行為はよくない

14.企業の利益のために一生懸命働くことは個人の自己利益の追求とは矛盾しない

15.真面目に努力して働ければ,自然と他人に認められる

16.競争し協力するのは,企業でも個人でもお互いに得をする

17.個人と個人の間では,競争心があっても,それをむき出しにすることは避けるべきだ

18.豊かになっても､勤勉節約は続けなくてはならない

19.自分の将来に備えてできるだけ貯金をすべきだ

家庭における金銭をめぐる親のしつけに関する質問は13項目である｡この13項目は,

清水(1983)の子どもの学業以外の生活面に対する教育的配慮の類型を参考し, ①放任的

なしつけ, ②管理的なしつけ, ③民主的なしつけという3つの要素から構成された｡

表0-9は,この金銭をめぐる親のしつけに関する13項目の内容を示している｡

表o-9　金銭をめぐる親のしつけに関する13項目

1.友達が持っていて,あなたが持っていないものであったら,すぐ買ってくれた

2.流行のものをあなたによく買ってくれた

3.欲しいものをねだったら､すぐ買ってくれた

4.あなたが大学に入ることができたら,欲しいものを何でも買ってあげるとよく言われた

5.あなたに小遣いをよくくれた

6.あなたの小遣いの用途について監督,助言した

7.あなたがお金を無駄に使ったら厳しくしかった

8.お金を節約して.貯金をしたらよく褒めてくれた

9.使った小遣いをしっかり記帳することを求めた

10.あなたがもらったお金については,自由に使うことを許していた

ll.あなたに何かを買うとき,いつもあなたと相談して買ってくれた

12.家計の状況をあなたによく教えてくれた

金銭観に関する質問と同様､市場経済観,金銭をめぐる親のしつけに関する各質問につ

いて､ ｢4.よく当てはまる｣ ｢3.やや当てはまる｣ ｢2.あまり当てはまらない｣ ｢1.

全く当てはまらない｣の4段階で評定してもらった｡

調査B票は, ｢大学生の経済学理解力テスト｣である｡このテスト問題集は,日本の｢経

済教育に関する教材研究部会｣が全米経済教育合同協議会(JCEE)が1981年に作成した大

学レベルの経済学に関する問題集を参考した上で作成したものである0

テスト問題集は, 30設問から構成されている｡ 30設問は,経済項目別(大きくはマク
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ロ経済学とミクロ経済学から各15問)と認知論別(認知･理解･明示的応用,暗示的応用

から各10間)の2つのカテゴリーを考慮したうえで､作成されている｡また､各設問の経

済学的内容のレベルは､おおよそ一般教養の経済学を学んだ学生なら解答できる程度を想

定し,ノ比較的解答しやすいと考えられる設問を選び出した｡

各設問には､ 4つの選択肢のうち1つだけが正解であり,調査対象に正解と思った選択

肢を1つだけ選ぶよう求めた｡各設問とその正解の選択肢は､本論文の最後に添付した第

2回調査の質問紙における調査B票に示している｡

表o- 1 0は, 30設問の混合問題集における経済学の項目分類とそれに対応する設問数

と設問番号を示している｡

表 0 - 1 0 3 0 設 問 の 経 済 学 的 項 目分 類 とそ の 対 応 した 設 問数 ●設 醜 番 号

■経 済学的項 目分類 ■設問数 改問番 号

ミ ク

ロ 経

済 間

題

I
A …基礎的経済問題 ■こ
i

M HW l

3■項 目 1 ､ 15 ､ 18

B 控 望 3 埜 竺機構 3 項 目 2 6､ 29 ､ 30 ,

C …費用 ､ 収入 ､ 利潤極大化 ､ 市場構造 3 項 目 8 ､ 16 ､ 2 1

D i…市場の失敗 ､ 外部性 ､ 政府 の介入 と規制 3 項 目 ′ 2 ､ 9 ､ 17

■E !妻所 得分配 と政府 による所得再 分配 3 項 目 6 ､ 20 ､ 2 4

マ ク

ロ 経

済 間

港

F 蔓マ クロ経 済の測定 4 項 目 3 ､ 4 ､ 10 ､ 22

G
≡量総供給 ､ 生産能力 ､ 経済成長

≡
3 項 目 5 ､ 12 ､ 2 7

H I 壬呈縛需 要に対す る所得 ●支出アプ ローチ と財 政政策 3 項 目 1 1､ 14､ 2 5

…

…■王M…MH-◆…

総需要 に対す るマネ ケリー ●アプローチ と金 融政策 3 項 目 7 ､ 2 3､ 28

IJ …金融 ●財政政策 と経済安定化政策 の諸問題 ■2 項 目
13 ､ 19

<注>

-(1)一般に,香港,シンガポール,台湾､韓国の4つの国と地域が｢四小竜｣と呼ばれてい

るが, Hofstede (1991,訳書1995)は,その4つ国と地域に日本を加え, ｢ファイブ･

ドラゴン｣と呼んでいる｡

(2)この4つの仮説を､長谷川(1995)は先行研究に基づいてまとめている｡
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第1部　市場経済観に関する日中比較
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第1章　大学生の市場経済観の構造

本章では,日本と中国の大学生の市場経済観に関する西洋的価値と儒教的価値の側面に

対する認知を比較し､さらに､これらの価値の間の相互関連を検討し,両国の大学生の市

場経済観の構造を比較検討する｡

第1節　西洋的価値と儒教的価値に対する認知の差

日本と中国の大学生は､市場経済観に関する西洋的価値と儒教的価値をどのように認知

し､両国でどのような違いがあるか｡これを明らかにするために､本研究は,第2回調査

における｢大学生の経済的価値観に関する調査｣ (調査A票)の市場経済観に関する19の

質問から得られたデータを用いて分析する｡各質問は4段階の尺度で回答するようになっ

ている｡

各質問に対する回答の結果は表1 - 1に示している｡まず,西洋的価値に関する質問群

をみてみよう｡両国とも､ 12質問項目すべてについて,平均値は4段階尺度の中点(2.50)

を超えている｡これにより,両国の大学生の全体的には,西洋社会に開発された市場経済

における諸価値について肯定的な評価をしていることがわかる｡

しかし,平均値検定による両国間で有意な差をみると,中国の大学生の肯定的な評価が

目立っている｡ 12の質問のうち, 8つで中国の大学生の平均値は日本の大学生の平均値を

上回っている｡つまり, ｢Al.資源の分権的,市場的配分｣ ｢A3.ビジネスの貢献｣ ｢A4.企業

の自主権｣ ｢A5.競争は権力乱用を抑える｣ ｢A7.公開･公平･公正な競争｣ ｢A9.仕事でベス

トを尽くす｣ ｢AIO.分配の原則により収入格差の容認｣ ｢All.高賃金の条件｣という8つの

質問で､中国人大学生の方が強く肯定している｡

日本人大学生が有意に高いのはただ1つだけであり､日本人大学生の方が,中国人大学

生よりも｢A2.利益の追求｣という側面を高く評価している｡なお, ｢A6.競争の結果,物価

は安くなる｣ ｢A8.将来のための貯金｣ ｢A12.職業を自由に選ぶ｣の3つの側面については､

両国の間に有意な差がみられない｡
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次に,儒教的価値に関する質問群をみてみよう｡儒教的価値については,両国における

様相が異なっている｡すなわち､平均値が4段階尺度の中点(2.50)を下回るものもあり,

両国の大学生を比較すると､中国の大学生よりも日本の大学生の方が肯定している質問が

多く見られる｡例えば､ ｢Bl.企業の待遇次第で転職するという行為はよくない｣ ｢B4.競争

し,かつ協力するのは,企業でも個人でもお互いに得をする｣ ｢B5.個人と個人の間では､

競争心があっても,それをむき出しにすることは避けるべきだ｣については､日本の方が

有意に高く,中国の方が高いのは｢B6.豊かになっても,勤勉節約は続けなくてはならな

い｣だけである｡

表1 -1　市場経済観に関する各項目の平均値検定

西洋的価値に関する問題群

Al:経済資源の集権的配分より,分権的,市場的配分の方がよい

A2 :利益の追求は経済の繁栄に必要な条件である

A3:社会はビジネスの貢献に負うところが大きい

A4:企業は最大限の自主権を持つべきだ

A5:競争は個人の権力乱用を抑えることができる

A6:企業間の競争の結果,物価は安くなる

A7:公開･公平･公正な競争しか経済の発展を促進することができない

A8:我々の経済は将来のために貯蓄をしようとする人々を必要としている

A9:仕事でベストを尽くすことは人々の義務である

AIO:働きが多ければ報酬が多いという分配原則に従えば,収入格差があっても仕方がない

All:より高い賃金を求めるのなら,労働者はより懸命に働かなければならない

A12:私にとって,自ら好きな職業を自由に選ぶことこそ重要である
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儒教的価値に関する問題群

Bl:企業の待遇次第で転職するという行為はよくない

B2:企業の利益のために一生懸命働くことは個人の自己利益の追求とは矛盾しない

B3:真面目に努力して働ければ.自然と他人に認められる

B4:競争し協力するのは､企業でも個人でもお互いに得をする

B5:個人と個人の間では､競争心があっても,それをむき出しにすることは避けるべきだ

B6:豊かになっても,勤勉節約は続けなくてはならない

B7:自分の将来に備えてできるだけ貯金をすべきだ

注:*p<o.o5　**p<0.01 ***P<0.001

以上の分析結果は,概して,中国の大学生は西洋の市場経済的価値に好意的であり,日

本の大学生は儒教的価値に好意的である,ことを示している｡この結果は,我々の通常の

常識的観念を疑うような結果であると言えるかもしれない｡経済が発展し,市場経済の歴
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史も長い日本の大学生よりも､ 20年前まで計画経済体制下にあり市場経済の歴史は短い中

国の大学生の方が､西洋の市場主義的価値を高く評価しているという結果や,儒教文化の

生誕地である中国よりも日本の大学生の方が儒教的価値に好意的であるという結果は,一

見,奇妙である｡

しかし､理解できないわけではない｡中国の大学生が私有制の市場主義経済を肯定する

のは,中国が近年までそれとは逆の財産の公有制をとり,現在､計画経済体制から市場経

済-の改革を急速にすすめていることを反映していること､そして大学生はそれを強く支

持していることを反映していると考えることができる｡既に豊かになった日本人よりも中

国人の方が､ ｢豊かになっても勤勉節約を続けなくてはならない｣と考えるのは,理解でき

る｡なお,日本の大学生が転職を好まないのは,日本企業の終身雇用の慣行を反映してい

ると考えることができる｡また､協力を重視し,競争をむき出しにしないのは､集団の中

での和を.重視する日本社会の特徴を表している,と解釈できよう｡

第2節　西洋的価値と儒教的価値の関連

第1節では,市場経済観における西洋的価値と儒教的価値という2つの側面に分けて個

別に分析したが,本節では,この2つの側面に関する19項目の質問すべてを統一的に分析

してみたい｡それらは,相互に関連しあい,異なる価値であるとは限らないからである｡

はたして,その2つの側面における諸変数の関連において日本と中国に本質的な異同が存

在するのだろうか｡そこで､ 19変数について中国と日本の大学生ごとに､因子分析を行っ

た｡因子抽出法としては主因子法を採用し､また因子軸の回転方法としては,各因子の解

釈が容易になるように斜交回転(プロマックス回転)を採用した｡

1.因子のパターン

以上述べた方法によって分析を行った結果､日本と中国ともに､因子負荷量が0.4を,

固有値が1を超える3因子が抽出された｡日本と中国ごとに因子構造を示したのが表1 -

2である｡

両国とも､第1因子は｢市場の論理｣と命名セきる.両国に共通に含まれる変数は, ｢Al.

資源の分権的､市場的配分｣ ｢A2.利益の追求｣ ｢A3.ビジネスの貢献｣ ｢A4.企業の自主権｣

｢A5.競争は権力乱用を抑える｣ ｢A6.競争の結果,物価は安くなる｣ ｢A7.公開･公平･公正
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な競争｣ ｢A8､.経済発展のために貯蓄の必要性｣ ｢A12.職業を自由に選ぶ｣の9項目である｡

この因子は,主に西洋的な市場経済的価値に関する変数からなっているが､日本ではこれ

に儒教的価値に対応する｢B4.競争し協力するのは,企業でも個人でもお互いに得をする｣

の変数が加わっている｡日本では協力的な競争観念は,すでに西洋の市場経済的価値観と

して現れているといえる｡

表1 -2　市場経済観に関する因子分析(主因子法,プロマックス回転.パターン行列)

場
　
論

市
　
の

m

教
　
価

儒
的
　
値

事
　
理

仕
　
倫

堺
論

市
　
の

理

教
　
価

儒
的
　
値

Al:経済資源の集権的配分よりも,分権的.市場的配分の方がよい

A2:利益の追求は経済の繁栄に必要な条件である

A4:企業は最大限の自主権を持つべきである

A12:私にとって,自ら好きな職業を自由に選ぶことこそ重要である

A3:社会はビジネスの貢献に負うところが大きい

A5:競争は個人の権力乱用を抑えることができる

A6:企業間の競争の結果,物価は安くなる

A8:我々の経済は将来のために貯蓄をしようとする人々を必要としている

A7:公開･公平･公正な静しか経済の発展を促進することができない

Bl:企業の待遇次第で転職するという行為はよくない

B2:企業の利益のために一生懸命働くことは個人の自己利益の追求

とは矛盾しない

B5:個人と個人の間では,競争心があっても,それをむき出しにす

ることは避けるべきだ

B6:豊かになっても,勤勉節約は続けなくてはならない

B7:自分の将来に備えてできるだけ貯金をすべきだ

B4:競争し協力するのは,企業でも個人でもお互いに得をする

A9:仕事でベストを尽くすことは人々の義務である

All:より高い賃金を求めるのなら, ㈱まより懸斜瑚肋軸ナればならない

B3:真面目に努力して働ければ.自然と他人に認められる

AIO:働きが多ければ報酬が多いという分配の原則に従えば,収入

差があっても仕方がない
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プロマックス回転後の固有値

中国の第2因子と日本の第3因子は､ ｢儒教的価値｣と命名できる｡両国で共通に含ま

れる変数は､ ｢Bl.待遇次第での転職はよくない｣ ｢B5.むき出しの競争は避けるべきだ｣ ｢B6.

勤勉節約｣ ｢B7.自分の将来のために貯金する｣の4変数である｡そして｢B2.企業の利益の

ために一生懸命働くことは個人の自分の利益追求とは矛盾しない｣ ｢B4.競争し協力するの
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は､企業でも個人でもお互いに得をする｣の2変数は中国だけに含まれる｡

中国の第3因子と日本の第2因子は､ ｢仕事倫理｣と命名することができる｡両国で共通

に含まれる変数は, ｢A9.仕事でベストを尽くす｣ ｢All.より高い賃金を求めるのなら懸命に

働く｣ ｢AIO.分配の原則により収入格差の容認｣ ｢B3.真面目に努力して働く｣の4変数であ

る.日本ではこの因子に｢B2.企業の利益のために一生懸命働くことは個人の自分利益追求

とは矛盾しない｣の変数が加わっている｡

日本の場合､儒教的価値(勤労,帰属意識)に対応する｢B3.真面目に努力して働ければ,

自然と他人に認められる｣と｢B2.企業の利益のために一生懸命働くことは個人の自己利益

の追求とは矛盾しない｣の2変数は､市場経済の要求する仕事倫理を表す4変数とともに

同一の因子を構成している｡儒教的価値と西洋的価値は､ ｢仕事倫理｣の因子の中で統合さ

れている｡一方,中国の場合, ｢B3:真面目に努力して働ければ､自然と他人に認められる｣

の1変数しか｢仕事倫理｣因子に含まれておらず､ ｢B2.企業の利益のために一生懸命働く

ことは個人の自己利益の追求とは矛盾しない｣は｢儒教的価値｣因子となっている｡

このように､両国の大学生の市場経済観の因子構造は, ｢儒教的価値｣ ｢仕事倫理｣とい

う因子の順位に違いはあるものの大筋において一致している｡両国とも､ ｢儒教的価値｣の

因子が抽出され,大学生市場経済観の構造の中に, 1つの次元として｢市場の論理｣ ｢仕事

倫理｣の次元と共存している｡

しかし,両国の市場経済観の因子構造は一部異なっている.日本では､ ｢B4.競争し協力

するのは,企業でも個人でもお互いに得をする｣は, ｢市場の論理｣の因子となり､さらに,

｢B2.企業の利益のために一生懸命働くことは個人の自己利益の追求とは矛盾しない｣は,

｢仕事倫理｣の因子になっている｡中国では,これらはみな, ｢儒教的価値｣を構成する変

数となっている｡日本の大学生の市場経済観においては,成員間の協力的な競争観念と自

己の利益と企業の利益の両立意識は,西洋の市場経済的価値として現れている一方,中国

においては､それらはすべて儒教的価値として存在している｡

2.各因子間の関係

因子分析の結果,両国とも､市場経済観の構造の中に｢儒教的価値｣と西洋的価値に対

応する｢市場の論理｣｢仕事倫理｣という3つの因子が存在していることが明らかになった｡

日中ごとにこれら3つの因子について､相互にいかなる関係があるか｡ここでは,先のプ
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ロマックス画転の因子分析において算出された因子相関行列に基づいて,この3つの因子

の相関関係を確認する｡

表1 -3は､日中ごとの市場経済観の構造における3つの因子間の相関関係を示してい

る｡

日中両国とも, ｢市場の論理｣と｢仕事倫理｣の間に有意な正の相関が確認される｡しか

し,中国では, ｢儒教的価値｣と｢市場の論理｣との間に有意な負の相関がみられたが,日

本では,この2つの因子間に有意な相関がなかった｡

このような表1-3に現れた結果から､ひとつの重要な事実を確認することができる｡

すなわち,中国では, ｢儒教的価値｣と西洋的価値である｢市場の論理｣は,大学生の市場

経済観の中に相互的に排斥している傾向がある｡これに対して,日本では,両者は無相関

で,大学生の市場経済観の中で比較的独立性の高い次元となっている｡

表1 -3　日本と中国のごとの市場経済観の因子相関行列

中国

第1因子市場の論理

第2因子儒教的価値

第3因子仕事倫理

第1因子　市場の論理　　第2因子　儒教的価値　　第3因子　仕事倫理

1.000

-0. 281***　　　　　　　　　　　1. 000

0. 153**　　　　　　　　　　　-0. 091　　　　　　　　　　　1. 000

日本

第1因子市場の論理

第2因子仕事倫理

第3因子儒教的価値

第1因子　市場の論理　　第2因子　仕事倫理　　第3因子　儒教的価値

1.000

0. 172**　　　　　　　　　　1. 000

0. 068　　　　　　　　　　　　　0. 086　　　　　　　　　　　　1. 000

注:*p<o.o5　**p<0.01 ***p<0.001

第3節　両国における市場経済観の共通点と相違点

本節では,第1節と第2節における分析結果に基づいて,日中大学生の市場経済観の共

通点と相違点を考察する｡

1.共通点と相違点

日中両国の大学生の共通点として2つをあげることができる｡第1は､西洋の市場経済

的価値を高く評価していることである｡第2は, ｢儒教的価値｣が,西洋的価値に対応する

｢市場の論理｣ ｢仕事倫理｣の次元とともに,市場経済観を構成する1つの次元として存在
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していることである｡

相違点については,次のように2つにまとめることができる｡

第1に,両国とも,大学生は西洋の市場経済的価値を高く評価しているが､日本よりも

中国の大学生の方がそれを強く肯定する傾向があった｡しかし,儒教的価値については､

日本の大学生の方が儒教的価値に好意的であった｡

第2に,両国とも,市場経済観の構造の中に｢儒教的価値｣は1つの次元として存在し

ているが,いくつかの変数は､西洋的価値との関係において､顕著な違いがあった｡つま

り,日本では,大学生の市場経済観の中に､儒教的価値としての協力的な競争と企業-の

帰属意識が多くの西洋的価値と深く結びついていた｡しかも,他-の忠誠心,調和的な人

間関係の維持,勤勉節約,高い貯蓄という儒教的価値は,独立性の高い次元として,西洋

の市場経済的価値と協和的に共存していた｡一方,中国では､儒教的価値は西洋の市場経

済的価値と,相互に対立･排斥している傾向があった｡

2.考察

西洋では三百年以上も前から発達した資本主義市場経済の中で,自由,平等,競争,効

率,変化､開放,理性という価値観に関する基本的原則が形成され,それらは生産の発展

と社会の進歩を大いに促進した(張宇, 1994),また､資本主義市場経済の論理である合理

性と効率性は普遍性を持っており､この合理性と効率性の徹底的な追求なくしては､いか

なる社会も経済の発展に成功することは不可能である(金日坤, 1992),

日本と中国の大学生は,西洋の市場経済的価値を強く肯定することより,市場経済に対

する正確な認識を有していることが伺われる｡特に,中国では,わずか20数年の間に､計

画経済から市場経済-の転換を成し遂げ,権力本位を自由･平等に,閉鎖を開放に,停滞

を競争･効率に､保守を変化に代替し,急速な経済発展を果たしている(董志凱, 1995),

中国人大学生が日本人大学生よりも市場経済的な価値を強く肯定していたことは,この経

済改革の成果を自分自身で体験したことにより市場経済体制を強く支持していることを示

しているといえよう｡中国人大学生が,私有制に基づく市場経済的価値を積極的に評価し

ているのは,まだ公有制の社会主義の大義名分を持つ中国社会における今後の｢改革開放｣

の方向を占うものとして興味深い｡

日本と中国はともに､歴史的に,儒教文化の影響が極めて強い｡個人主義文化に基づい

て開発された西洋文明の導入に伴い,集団主義の儒教文化の下で形成された伝統的な価値
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観はどのように変化しているのだろうか｡

｢古典的モダニゼーション理論｣ (1)によれば､発展途上国が資本主義の豊かな路を進む

ためには,必ず伝統的価値観かち近代的価値観に変わらなければならない｡この理論は価

値観が｢伝統から近代-｣変遷するという,一元的､直線的な進化モデルであり､ ｢新旧交

代仮説｣あるいは｢同化論｣と呼ばれている(Inglehart&Baker, 2000)0

しかし,この理論は徐々に多くの批判を浴びることとなった｡その批判の一つが,

DiMaggio (1994)の｢伝統文化の相対的独立論｣である｡この理論は､価値観は経済発展

に対して相対的に独立性を有していると考える｡伝統的価値観は､たとえその社会に政治

経済上の変化が発生した状況においても変わらずに存在し､持続性を具えている,とこの

理論は主張している｡また,呉魯平(2001)は, ｢日中韓三カ国における青年の生活観およ

び社会意識調査｣から得られたデータに基づいて,次のような分析結果を示した｡すなわ

ち,伝統性あるいは伝統的価値観と,近代性あるいは近代的価値観は,日中韓三カ国にお

ける青年の価値構造の中で並存している.しかしその様子は多種多様である.その一つは,

同一価値体系内部に伝統性と近代性の二重構造が存在していることである｡また一つは､

異なる価値体系の間に,あるいは同一価値体系の異なる領域の間に､伝統性と近代性の二

重構造が存在していることである(呉魯平,2001, 119頁)0

本研究の分析結果においても,日中両国の大学生の市場経済観の構造の中に,伝統の儒

教的価値は,近代の市場経済的価値の次元とともに､ 1つの次元として存在している｡言

い換えれば,日本と中国とも､文化受容のプロセスにおいて,儒教的価値は,単純な近代

西洋の市場経済主義価値-の｢同化｣ではなく､大学生の市場経済観における伝統性と近

代性の二重構造が存在している｡

しかし,儒教的価値の次元と西洋的価値の次元は同時に並存しているが,両国の統合の

成熟度は異なっている｡日本人大学生は,西洋の市場纏済的価値を高く評価しながら,儒

教的価値にも好意的であった｡さらに,儒教的価値は,独立性の高い次元として,西洋の

市場経済的価値と協和的に共存している　Hofstede (1980､訳書, 1984)が指摘しているよ

うに､日本は,伝統的価値の中で不可欠と思われる要素を残しつつ､新しい生産技術が機

能できるように新たな文化的統合を最もうまく成し遂げた国である｡一方,中国では,倭

教的価値は西洋の市場経済的価値と､相互に対立･排斥している傾向があった｡中国人大

学生の市坂経済観の構造においては,儒教的価値と西洋の市場経済的価値の統合のプロセ

スの中で,両者はまだ葛藤という段階にとどまっているといえよう｡

40



<注>

(1) Inglehart & Baker (2000)は､ ｢古典的モダニゼーション理論｣は第二次世界大戦

後のアメリカ社会に現れ,その主要な論者はレーン(Lerne)とワイナ- (Weiner)で

あると指摘している｡それは｢新旧交代仮説｣あるいは｢同化論｣とも呼ばれている｡

この理論は,発展途上国の未発達の現状に関して､その原因を内部特性に求める｡す

なわち､伝統的経済,伝統的心理と文化の特質､伝統的制度などの内在的な要素であ

る｡このためにレーンとワイナ-は､発展途上国が資本主義の豊かな路を進むために

は､必ず伝統的価値観から近代的価値観に変わらなければならないと強調している｡
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第2章　大学生の市場経済観の規定要因

第1節　市場経済観に影響を与える諸要因

欧米における先行研究では,学生の市場経済観に影響を及ぼす要因は,主に性,経済的

経験､経済教育とそれによって獲得した経済学知識､家庭の社会的･経済的地位であると

指摘している(Whitehead, 1986, 0'Brien&Ingels, 1987､ Furnham, 1996),つまり,

女性よりも男性の方が,価格に対する政府の制限役割を反対し,労働者の待遇に対して不

満である｡経済的経験がある学生は,ビジネスに対する信頼感を持つ傾向がある｡また,

学生は経済学の知識の理解が正しければ正しいほど自由市場経済システムを強く支持する｡

家庭の社会的･経済的地位について,社会的･経済的地位の低い家庭に育てられた学生の

ほうが,市場経済システムに対する疎遠と無力感があり,ビジネスに対する信頼感が弱く､

分配現状に対する満足度も低い｡

さて,西洋的価値次元と儒教的価値次元の二重構造を有する日中大学生の市場経済観は,

悼,経済的経験,経済学知識,家庭の社会的･経済的地位という要因とどのような関連が

あるか｡本節では,市場経済観に関する｢市場の論理｣ ｢仕事倫理｣ ｢儒教的価値｣の3つ

の因子を構成する各質問項目に対する4段階評価の平均値に基づいて､それを検討する｡

1.性別と市場経済観

表2-1は､日中ごとに,性別と市場経済観との分散分析を行った結果を示している｡

中国と日本とも､大学生の市場経済観における｢儒教的価値｣の側面は,性による有意

な差がみられる｡男性よりも女性のほうが｢儒教的価値｣に好意的である｡しかし､ ｢市場

の論理｣ ｢仕事倫理｣の側面は,性による有意な差がみられない｡

表2-1　性別と市場経済観

中国 日本

男 女 F 値 男 女 F 値

市象 確論理 3.14 3.l l. 15 2.95 2.99 ′ 0.84

3.07 2.99 1.94 2.87 2.8 1 1.83

偏重始勺柑 直 2.47 2.59 3.41 * 2.58 2.68 3.27 *

注: *P<0.05
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2.経済的経験と市場経済観

ここでは,経済的経験を大学生のアルバイト経験でとらえることにする｡アルバイト経

験がある大学生(アルバイトをしたことがある､アルバイトをしている)とアルバイト経

験がない大学生は､市場経済観にどのような違いがあるのか｡これについての日中ごとの

分析結果を表2-2に示している｡

中国では､大学生の市場経済観は,アルバイト経験による有意な差がみられない.一方,

日本では, ｢儒教的価値｣の側面は､アルバイト経験による有意な差がみられる｡すなわち､

アルバイト経験がない大学生よりもアルバイト経験がある大学生のほうが､ ｢儒教的価値｣

に好意的である｡しかし､大学生のアルバイト経験の有無は,市場経済観における西洋的

価値を示している｢市場の論理｣ ｢仕事倫理｣の側面の影響がみられない｡

表 2 - 2 ア ル バ イ ト経験 と市 場経 済簡

中国 ■日本

ある ない F 借 ある ない F 値

市場の論理 3.12 3.1 ◆24 3.01 2.93 2.64

仕事倫理 3.05 3.01 0.78 2.85 ◆83 0.21

儒紳 輔耐直 2.57 2.49 2.31 2.69 2.57 3.53 *

注: *p<0.05

3.市場経済観と経済学知識

市場経済観と経済学知識との関連について,本研究では,大学生の市場経済観における

｢市場の論理｣ ｢仕事倫理｣ ｢儒教的価値｣の各因子を構成する各変数の4段階評価の平均

値と経済学理解力テストから得られた点数(1)との一元分散分析を行った｡その結果は､表

2-3に示している｡

両国とも,大学生の市場経済観における｢市場の論理｣, ｢仕事倫理｣の2つについては,

各変数の4段階評価の平均値は､経済学理解力の違いによって統計的に有意な差があった｡

すなわち､両国とも,大学生は経済学知識を正しく理解している者は,西洋の市場経済的

価値を高く評価する傾向にあった｡
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表2-3　市場経済観と経済学知識との分散分析

経済学瑚牢カテストの得点のカテゴリ(満点3 0)

中国 o-5　　　　-10　11-15　16-30　　　　値

市執巧論理2.843.3.193.337.21*陣

仕事倫理9/.i2.973.'3.194.21**

儒鮒耐直2.522.492.562.550.98

日本

市券の論理　　　2. 75

仕封魚理　　　　2. 71

儒軌糊酎直　　　2. 56

鉱
　
乃
　
6

2

　

2

　

2

ー
　
　
9
　
　
ー

0

　

8

　

7

3

　

2

　

2

｣
　
f
e
　
馳

3

　

2

　

2

注�"**P<0.01 ***P<0.001

4.市場経済観と家庭の社会的･経済的地位

両国大学生の市場経済観は,家庭の社会･経済的地位によってどのように異なっている

のだろうか｡ここでも,両国ごとに,大学生の市場経済観における｢市場の論理｣､ ｢仕事

倫理｣ ｢儒教的価値｣の3つの側面に対する平均値の差を検定する分散分析を行った｡その

結果は,表2-4に示している.ここで使われた家庭の社会･経済的地位という変数は,

合成された変数である｡すなわち,中国の場合1父と母の職業､父と母の学歴､家庭の暮

らし向き(5段階の自己評価)の5つの指標の数値を､日本の場合,父の職業,父の学歴,

家庭の暮らし向き(同上)の3つの指標を合成したものである(2)｡

表2-4から,次のようなことがいえよう｡

中国の場合,大学生の市場経済観における｢市場の論理｣､ ｢仕事倫理｣ ｢儒教的価値｣

の3つの側面は,異なる家庭の社会的･経済的地位によって統計的に有意な差がみられた｡

すなわち､中国人大学生は,出身家庭の社会･経済的地位が高ければ高いほど,西洋的市

場経済的価値に対応する｢市場の論理｣, ｢仕事倫理｣を積極的に評価し,逆に､社会的･

経済的地位の低い家庭出身の大学生は､.r儒教的価値｣に好意的であるo家庭の社会的･経

済的地位は,中国人大学生の市場経済観全般に影響を与えている傾向がある｡

日本の場合,市場経済観における｢市場の論理｣, ｢仕事倫理｣ ｢儒教的価値｣の3つの

側面は,異なる家庭の社会的･経済的地位によって統計的に有意な差が見られず､家庭の

社会的･経済的地位という要因は,日本人大学生の市場経済観に有意な影響を与えていな

かった｡
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表2-4　市場経済観と家庭の社会的･経済的地位の分散分析

馴会的･経済的樹立

中国　　　　　　低い　　　　　中　　　　高い　　　　　　F値

市場の論哩　　　　3. 03　　　　　3. 12　　　　3. 18

仕事倫理　　　　2. 95　　　　　3. 02　　　　3. 12

儒教糊酎直　　　2. 62　　　　2. 53　　　　2. 44

4.75　**

5.14　**

5.32　**

日本

市券の論理

仕事倫理

儒教≡伽耐直

3

　

　

糾

2

　

2

　

2

9
2
　
弘
　
E
B

2

　

2

　

2

5

　

5

　

7
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8
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2

　

2

蛇

8
7

4

2

0

0

注: **P<0.01

第2節　市場経済観の規定要因に関する圭回帰分析

前節では,単に経済学知識と家庭の社会的･経済的地位の2つの要因によって,両国大

学生の市場経済観の違いを分析した｡しかし,この分析は､ 1次元配置分散分析による有

意差検定であり,他の要因の影響を取り除いていない｡_また､経済学知識と家庭の社会的･

経済的地位の2つの要因について独自の影響も取り出されていない｡また,両国大学生の

市場経済観の形成には,他の様々な要因も影響力を持っているし､それらの要因を加味し

た場合も経済学知識と家庭の社会的･経済的地位の2つの要因が,独自の影響があるかに

ついても検討する必要性がある｡

本節では,欧米における先行研究(o'Brien&Ingels, 1987､ Furnham, 1996, etc.)に指

挿された経済学知識,家庭の社会的･経済的地位,性と経済的経験の諸要因を考慮した上

で,大学生自身の特性(学年･学部)と地域という要因を加え､それぞれの要因が両国大

学生の市場経済観の形成にどのような影響を及ぼすのかを検討する｡

分析方法としては,第1章における市場経済観に関する因子分析の結果に基づいて,日

本と中国ごとに, ｢市場の論理｣ ｢仕事倫理｣ ｢儒教的価値｣の3つの因子得点を従属変数と

し,個人属性,家庭の社会的･経済的地位,経済的経験､居住地域,経済学知識を独立変

数として,重回帰分析を行う｡重回帰分析は､従属変数に対して,複数の独立変数のうち､

どれが,どのような直接効果を持っているかを明らかにする分析手法である｡

独立変数の設定について簡単な説明をしておこう｡

(1)個人属性については,性､所属学部､学年を設定する｡

(2)家庭の社会･経済的地位は,先に述べたように､いくつかの変数を合成したもの
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である｡すなわち､中国の場合､父と母の職業,父と母の学歴,家庭の暮らし向きの5指

標を合成し､最低5点から最高13点までの数値にした｡日本の場合,父の職業､父の学歴,

家庭の暮らし向きの3指標を合成し,最低3点から最高8点までの数値にした｡

(3)経済的経験は､アルバイトをしたことがある(している) /したことがない　の

ダミー変数である｡

(4)学生の居住地域は､都市ダミーの変数である｡

(5)経済学知識は,先に述べた経済学に関する学力テストの得点である｡

従属変数と独立変数及びその数量化の手続きについては､表2- 5に一覧にしている.

表2-5　重回帰分析に用いる変数一覧

従属変数 ■市場の論理､ 仕事倫理､ 儒教的価値の因子得点

独

立

個人属性■ 蔓

I

男子ダミ■ …
≡
男= 1 女= 0

経帝学部ダミ■- Il経済学部; 1 その他= 0

^ ･ 書4 年生= 4 3 年生= 3 2 年生= 2 1 年生= 1

社会的●経済 I蔓 (中国の場合) (…地位高い(13点) … 地位低い(5点)

変

数

的地位 】
! (日本の場合)

≡蔓地位高い(8点) -‥地位低い(3点)

経済的経験 …7 )レV ト樫験ダミ●

壬iIi

…アルバイトをした●■している= 1

≡,妻全くしていない= 0

居住地域 葦都市ダミ⊥ …都市= 1 農村= 0

経済学知識 …経済学に関する学力 書経済学理解力テストの得点 (満点30)

中国と日本の重回帰分析の結果は,表2 -6に示している｡大学生の市場経済観におけ

る｢市場の論理｣ ｢仕事倫理｣ ｢儒教的価値｣の3つの側面を左から順に規定する要因を見

ていこう｡

｢市場の論理｣については,両国とも, ｢経済学に関する学力｣が有意な正の影響を与

えている｡すなわち,両国の大学生は､経済学に関する学力が高ければ高いほど,私有制

の市場経済の論理に高い評価を与える｡さらに､中国では, ｢経済学部ダミー｣､ ｢家庭の社

会的･経済的地位｣の2つの変数が有意な正の影響を与えている｡すなわち､大学で経済

学を学んでいる大学生や出身家庭の社会的･経済的地位が高い大学生は,市場経済システ

ムを強く支持している傾向が現れている｡しかし､日本では､この2つの変数は有意な影

響を与えていない｡
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表2-6　市場経済観の規定要因に関する重回帰分析

市場の論理 仕事倫理 儒教 的価値

ヰ 国 日本 中国 日本 中国 日本

男子 ダ ミー .0 34 .0 2 7 .04 9 .07 3 - . 126 * - . 107 *

経 済 学 部 ダ ミー . 115 * .0 9 1 .0 7 1 .0 54 .0 3 1 . 04 1

学 年 .0 4 1 . 0 12 .0 62 .0 35 .0 86 . 04 7

社 会 ●経 済 的地位 . 15 3 ** .06 9 . 148 ** .0 58 一. 16 3 ** . 06 8

ア ル バ イ ト経験 ダ ミー . 0 16 - .0 39 ∴ 01 0 ーー032 . 04 6 . 12 7 *

都 市 ダ ミー . 06 1 .0 18 . 07 8 - . 02 8 - 17 8 * * ∴ 04 2

経 済 学 に 関す る学力 .2 18 * ** .2 06 ** * .17 9 * * . 19 2 * * - .06 3 .0 18

調 整 済 み R 2 乗 . 129 .0 9 5 .08 6 . 07 6 . 10 8 .0 68

有 意 確 率 .0 00 .0 0 1 .0 03 .0 08 .0 0 1 . 024

人 数 ■ ′6 8 1 30 9 6 72 3 02 6 78 30 6

注:表の中の数値はβ値である　*P<0.05　**P<0.01 ***P<0.001

｢仕事倫理｣についても､両国とも, ｢経済学に関する学力｣が有意な正の影響を与え

ている｡両国の大学生は,経済学に関する学力が高ければ高いほど､市場経済システム下

での仕事倫理を積極的に肯定している｡さらに､中国の場合, ｢家庭の社会的･経済的地位｣

は､有意な正の影響力を持っている｡つまり,中国人大学生は,出身家庭の社会的･経済

的地位が高ければ高いほど,市場経済的価値を持っている仕事倫理に強く賛同している傾

向がある｡これに対して､日本の場合, ｢家庭の社会的･経済的地位｣の変数の影響力はみ

られない｡

最後に｢儒教的価値｣については,両国ともに､ ｢男子ダミー｣の変数が負の影響を与

えている｡すなわち,男性よりも女性の方が儒教的価値に好意的である｡さらに,中国で

は, ｢家庭の社会的･経済的地位｣ ｢都市ダミー｣の2つの変数が負の影響を与えている｡

しかし､日本では､それはみられない一方, ｢アルバイトの経験｣の変数が正の影響を与え

ている｡つまり,中国では､農村で育てられた大学生や,社会的･経済的地位の低い家庭

で成長した大学生は,儒教的価値を積極的に評価している傾向がある｡日本では,経済的

経験を有する大学生は,儒教的価値に好意的である｡

以上の重回帰分析結果から,中国と日本の大学生の市場経済観の規定要因に関して,吹

のようにまとめることができよう｡

｢経済学に関する学力｣の変数は,両国ともに,市場経済観における｢市場の論理｣ ｢仕
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事倫理｣という2つの側面に独自の影響を持ち､その影響力も最も大きい｡

｢家庭の社会的･経済的地位｣の変数は,中国人大学生の市場経済観に全般的に独自の

影響力を持っている.一方､日本では､それらの影響力は限られている.

他の変数については､性は両国の大学生の市場経済観における｢儒教的価値｣の側面に

影響を与えている.なお,中国では,居住地域(都市･農村)は｢儒教的価値｣の側面に

有意な影響力を持つが,日本では､経済的経験が｢儒教的価値｣の側面に独自の影響力を

持っている｡

第3節　両国における規定要因の共通点と相違点

本節では,第1節と第2節における分析結果に基づいて,両国大学生の市場経済観の形

成に影響を及ぼす要因の共通点と相違点を考察する｡

両国とも,大学生の市場経済観における｢市場の論理｣ ｢仕事倫理｣に対する経済学理解

力の規定力は最も大きい｡つまり,大学生は,経済学知識を正しく理解すれば,西洋の市

場経済的価値を高く評価する傾向にあった｡この結果は欧米における先行研究の知見

(o'Brien&Ingels, 1987､　　　1996, etc.)と一致する｡

本研究で大学生の経済学に関する学力を検定するために用いたテスト問題集は,全米経

済教育合同協議会(JCEE)が作ったものである｡その内容はすべて西洋の近代経済学知識

である｡両国の大学生は､このような経済学知識を正しく理解すれば､西洋の市場経済的

価値を強く認めることが当然であると推測できよう｡このことは,経済教育によって近代

経済学知識を獲得すること.は,市場経済観の形成に重要な役割を果たすと示唆している｡

また,両国とも､性も｢儒教的価値｣に影響を与えており,男子よりも女子の方が儒教

的価値に好意的であった｡競争よりも調和的な人間関係や勤勉節約の伝統的儒教文化は,

女子大学生の方が有しているといえよう｡

両国の違いは､主に家庭の社会的･経済的地位,都市･農村など,社会的な要因の規定

力の有無にある｡中国では, ｢家庭の社会的･経済的地位｣は,市場経済観全般に強力な影

響を及ぼす傾向がみられ, ｢都市･農村｣という地域要因も市場経済観における｢儒教的価

値｣の次元に有意な影響を与えていた｡つまり,社会･経済的地位が高い家庭出身の大学

生は,･西洋の市場経済的価値を高く評価している｡これに対して,社会経済的地位の低い

家庭出身の大学生や,農村で育てられた大学生は,儒教的価値に好意的である｡この結果
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はアメリカにおけるO'Brien&Ingels (1987)の先行研究の知見と一致する.一方､日本で

は､ ｢家庭の社会的･経済的地位｣ ｢都市･農村｣という要因は､大学生の市場経済観に有

意な影響を与えていなかった｡

急激に市場経済化が進みつつある中国では,地域の格差と社会階層が顕著に分化してい

る(李強,1992),このような社会の中の深刻な格差が,家庭の社会的･経済的地位や都市･

農村などの要因が市場経済観に強い影響力を与える深層的な原因と考えられる｡中国では,

｢改革開放｣以来の急速な経済の発展は世界的に注目されているが,経済的資源や教育的

資源の分配の不平等は益々拡大している(World Bank, 1997),近年､この不平等性を示す

指標であるGini係数は0.4以上となり,危険性の臨界に至っている(胡鞍鋼, 2000),この

ような不平等の現状は,社会階層の間の利益衝突をもたらし,かつ低い社会階層に属する

人々が社会の主流価値に対する認知の矛盾も引き起こしている(李強, 1999)｡

本研究の結果,市場経済-の改革のメリットを充分に受けた社会的･経済的地位の高い

家庭出身の大学生は市場経済的価値を積極的に評価する一方,社会的･経済的地位の低い

家庭出身の大学生は,社会平等を主張する儒教的価値に好意的であることが,明らかにな

った｡このことは,以上のような社会の中の深刻な格差を反映していると解釈できよう｡

なお,中国社会もアメリカ社会(o'Brien&Ingels, 1987)も,同じく,社会的･経済的

地位という要因が西洋の市場経済的価値に対する認知に強い影響力を持つという結果は,

経済的資源の分配の不平等程度が中国とアメリカと類似していること(胡鞍鋼, 2000)に

よるのかもしれない｡

また､中国では､農村における市場経済化は遅く､伝統文化は人々の生活方式や価値観

などにまだ強い影響を与えている(劉精明, 1996),農村で育てられた中国人大学生が儒教

的価値に好意的であるという本分析の結果には,農村社会における伝統な儒教文化の影響

の強さが反映されていると考えられる｡

一方,吉川(1998)が指摘するように､中間層に集中した｢階層社会｣である日本では,

社会的不平等が拡大することがない限りは,社会階層による社会意識の差異化機能は決定

的に強力ではありえない｡日本人大学生の市場経済観においても､家庭の社会的･経済的

地位と居住地域(都市･農村)の要因は影響力を持っていないという本分析の結果は､そ

の指摘を裏付けるものであるといえよう｡
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<注>

(1)日本の｢経済教育に関する教材研究部会｣に作られた3 0設問の経済学理解力テスト

問題集を用いて中国と日本でテストを実施した結果得られた点数であり､満点は30点

である｡

(2)合成の手順は以下のとおりである｡

中国の場合

次の5つの指標を合計することにより,家庭の社会･経済的地位を最高値13から最

低値5までの数値で表現した｡ 10以上13の数値は｢地位が高い｣､ 7以上10の範囲の数

値は｢地位が中｣, 5以上7未満の範囲の数値は｢地位が低い｣とした｡

父と母の職業:管圏哉･専F職-2,　その他の職業-1

父と母の学歴:大笥堤･大学･短大卒-3,専門学校･高校卒-2,中学校卒以下-1

暮らし向き:とても･や職ゝな方-3､普通-2,やや･とても貧しい方-1

日本の場合

母親を渦動ミ高くでも,専業主婦となっている人が多いので,糾会･経蹄的地位の要因は,

父親磯父親の学監初産の暮らし向きの3指標を用いて合成しブ㌔この3つの指標を合計する

ことにより,初産の社会･経蹄和樹勤ま,最高値8から最t封直3まで徴表甥すも6以上8ま

での絢司の萱肘掛ま｢地位力確執1J , 4以上6未満棚ま慨ミ中｣ , 3以上4未満の範囲の…肘掛ま｢地

閣洞xmass

父の職業:菅野戟･専P職-2,　その他の職業-1

父の学歴:大学院･大学･短大卒-3､専門学校･高校卒-2,中学校卒以下-1

暮らし向き:とても･やや豊かな方-3,普通-2,やや･とても貧しい方-1
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第2部　金銭観に関する日中比較
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第3章､大学生の金銭観の構造

本章では,中国で行った金銭観に関する第1回調査と第2回調査のデータに基づいて,

中国人大学生の金銭観の構造に関する因子分析を行ない､日本人大学生の分析結果と比較

検討する｡

第1節　中国における金銭観

1.第1回調査結果

欧米では､信頼性と妥当性がある金銭観を測定するスケールが数多く作成されている｡

しかし､西洋人を対象とし､西洋文化に基づいて作成したそれらのスケールは,儒教文化

圏に属する人々の金銭観の特徴を充分に反映することができないと思われる｡そこで,本

研究では,欧米における先行研究の金銭観のスケールを参考にし,特にTang (1992)の金

銭倫理尺度(MES)を基に儒教的金銭倫理の特徴を反映する項目を加えた30項目の金銭観

を測定するスケールを作成した｡

中国人大学生は,西洋的金銭倫理と儒教的金銭倫理に対して,どのような金銭観をもっ

ているのか,その構造を把握するために,調査対象の506人を対象として,金銭観尺度の

30項目について主因子法で因子分析を行った｡固有値が1を超える6因子を抽出し,バリ

マックス回転を行った｡この6因子で全分散(累積寄与率)の55.93%を占める｡各因子

を構成する項目と因子負荷量は表3- 1に示している｡

第1因子は, 13項目からなり,金銭の社会的権力･威信を示しているため, ｢権力･威

信｣と命名した｡第2因子は, 5項目からなり,金銭が醜いものであり､それを否定すべ

きであることが示されているため, ｢邪悪｣と命名した｡第3因子は, 4項目からなり,

義理･学問･昇進という倫理･社会･政治的領域の方を大切にして金銭を二次的なものと

する儒教的金銭倫理の態度が示されているため, ｢副次的｣と命名した｡第4因子は､ 2

項目からなり､お金を慎重に計画的に使う行動が表れているため､ ｢慎重･計画｣と命名

した｡第5因子には, 3項目が含まれている｡ ｢お金は,貴重なものである｣ ｢お金は､

大切なものである｣の項目の内容からみて､ ｢貴重｣と命名することができる｡第6因子

は､ 3項目からなり儒教的金銭倫理の特徴における道徳的評価基準と経済的評価基準の二

元化傾向を反映しているため, ｢両義的｣と命名した｡
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表3-1中国人大学生の金銭観の因子分析(バリマックス回転後)

項目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平噺宣　夕摘量　固有直　寄与率

Fl.権力･威信

お金は,成榔る

お金も私の人生で最も重要なもの(目標)である

お金が机£名誉を得ることができる

お金が机£社会で人々から尊敬される

社柵ミあるかどうかもお金打開軸こカ切りている

お金が机£多くの友だちができる

お金は､あなたの能力や絹Ebミあることを示してくれる

お金のある人は､お釦)ない人より幸敵こなる可能性が高い

お金も権力を意味Ln ヽる

お金も人の功績を表している

お金が机£何でも買える

お金も　どんなものにでもなれる機会を与えてくれる

お金は､自主性や自由を与えてくれる

2.46　　　　　　7.09　23.63

2.40

2.05

2.52

2.42

2.18

2.48

2.87

2.28

2.55

2.39

1.62

3.18

3.08
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F2.

お金胡脚､LV ヽものである

お金も役に立たないものである

お金を使うことはお金をなくす㈱ことと同じである

お金が関係してくると,何事も汚れたものになる

お金は.邪悪なものである

1.55　　　　　　3.17　10.58

1.44

1.35

1.50

1.65

1.84
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お金のことを気こせ禿学問i諜r姐べきである

個人噺u益を考状国象集団に尽くすべきである

お金より義理を大!孤ご㌻るべきである

2.57

2.42

2.46
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F4.慎重･計画

私は､とても慎動こお金経う

私は､充分にお金を骨値約に使う

2.73　　　　　　1.68　　5.58

2.77　　0.89

2.69　　0.73

F5.貴重

お金も貴重なものである

お金のなる木はない

お蝕も大切なものである

3.25　　　　　　1.52　　5.06

3.07　　0.65

3.17　　0.60

3.50　　0.48

F6.両鞄的　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2.58　　　　1.29　4.28

私は､お金まとても重要だと思うが,お金髭重視する人間だと一郎:れたくない　　　　　2.75　0.68

お金に対して､和もいつも重晩すると同時瀕する気持ちがある　　　　　　　　2.55　0.53

私は.お金と人間関係との間に関係があることを,どうす才心ゴよし切幼ゝらない　　　　2.45　0.48

注:以後の統計的分析にはSPSS (Statistical Package for the Social Sciences)を使用した｡

以上の因子分析の結果から,中国人大学生の金銭観には､ ｢権力･威信｣ ｢邪悪｣ ｢副

次的｣ ｢慎重･計画｣ ｢貴重｣ ｢両義的｣の6側面を想定することができる｡この中で特

に, ｢副次的｣ ｢両義的｣の2因子は､金銭よりも義理･学問･昇進という倫理･社会･
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政治的領域の方を大切にし､経済的評価基準だけでなく道徳的評価基準も重視するという

儒教的金銭倫理の二元的特徴を表している｡

なお, ｢権力･威信｣ ｢邪悪｣ ｢副次的｣ ｢慎重･計画｣ ｢貴重｣ ｢両義的｣の6側面

やミ､大学生の金銭観の中七どの程度存在しているだろうか｡再び表3- 1の中の,各因子

の平均値と各因子を構成する各項目の平均値をみておこう｡

まず, ｢権力･威信｣の因子に含まれている13項目についてである｡全体の平均値は

2.46であり, 4段階評価尺度の中点(2.5)を超えていないため､大学生は金銭の社会的の

｢権力･威信｣をあまり高く肯定していない傾向があるといえる｡各項目について平均値

をみると, ｢お金は､どんなものにでもなれる機会を与えてくれる｣ (3.18) ｢お金は,

自主性や自由を与えてくれる｣ (3.08) ｢お金は､あなたの能力や才能があることを示し

てくれる｣ (2.87)の3項目の平均値は,中点を大きく超えている｡つまり,大学生は,

金銭が人に｢出世｣ ｢自主性･自由｣ ｢能力･才能｣を与えてくれるという役割を強く賛同

している｡しかし､大学生は､ ｢お金があれば,何でも買える｣ (1.62) ｢お金は,私の

人生で最も重要な目標である｣ (2.05)というように､極端な拝金主義意識を否定してい

る｡この結果から,大学生は,金銭の社会的｢権力･威信｣における2つの側面に対して

認識が異なっているといえる｡

次に, ｢邪悪｣の因子については､ 5項目の平均値がすべて低く､大学生は,金銭は恥

ずかしいものであり､邪悪なものであるという,金銭を否定するような意識を持つ者は少

ない｡これに対して, ｢貴重｣の因子の平均値は3.25で中点を大きく超えており,大学生

は,金銭の貴重性と大切さを強く肯定している｡

第3に, ｢慎重･計画｣の因子については, 2項目の平均値は2.73であり,大学生は,

慎重･計画的な使い方を高く評価していることがわかる｡

第4に､儒教的金銭倫理の特徴を表している｢副次的｣ ｢両義的｣という2つの因子につ

いては､平均値はそれぞれ2.57､ 2.58であり､いずれも中点を超えている｡儒教的金銭倫

理は､大学生の金銭観の中にかなり存在していることがみられる｡特に,大学生は, ｢お

金より義理を大切にするべきである｣ ｢金銭的な成功より社会･政治的領域での成功を優

先させて追求するべきである｣ ｢お金はとても重要だと思うが,お金を重視する人間だと

思われたくない｣ ｢お金に対して､いつも重視すると同時に軽視する気持ちがある｣の側

面を強く認めている｡
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2.第2回調査結果

第1回調査結果では､ 30項目からなる金銭観の測定尺度を用いて､中国人大学生の金銭

観を因子分析したところ, ｢権力･威信｣ ｢邪悪｣ ｢副次的｣ ｢慎重･計画｣ ｢貴重｣ ｢両

義的｣の6因子が抽出された｡この6因子を, Tang (1992)の指摘にしたがって､認識,

情感､行動という3つのカテゴリー化をすれば,- ｢権力･威信｣ ｢副次的｣の2因子は認

識に､ ｢邪悪｣ ｢貴重｣ ｢両義的｣の3因子は情感に, ｢慎重･計画｣の因子は行動に,

それぞれカテゴリー化することができる｡

ところで､表3-2に示しているように,各因子の信頼度係数(α)をみると, ｢権力･

威信｣因子の信頼度係数は0.61とやや低い｡このことは､ ｢権力･威信｣の因子は､ 13

項目からなるが,情報量が多すぎて,重複測定する際にこの因子の安定性に問題があるこ

とを示している｡また,情感カテゴリーのうち｢邪悪｣と｢貴重｣の2因子は,理論上,

独立しているとはいえ､それぞれ金銭に対する否定一肯定の反対の情感を示している｡こ

の2因子は､どちらか一方が金銭観の測定尺劇羊存在すれば,他方の情感を充分に反映す

ることができると考えられる｡

表 3 ■ 2 第 1 回調査 の各 因子 の 信頼 度係 数

認識 情感 行動

信頼度係数 α

｢権力 ●威信｣ ｢副次的｣ ｢邪悪｣ i ｢貴重｣ ｢両義的｣ ｢慎重 ●計画｣

0.61 0.83 0.89
,葦 0.76 … 0.74 0.88

注: α係数の統計的分析にはSPSS (Statistical Package for the Social Sciences)を使用した｡

そこで,金銭観の測定尺度の信頼性を高めるため,さらに､調査研究の際の測定尺度の

便利性と実践性を考慮して, 16項目から構成された短縮版の金銭観の測定尺度を作成した｡

この短縮版の測定尺度を用いて,第2回調査を実施した｡

(1 )短縮版の因子分析結果

第2回調査対象の733人のデータをもとに,短縮版の金銭観尺度の16項目について因子

分析を行った｡因子抽出法としては主因子法であり,斜交回転(プロマックス回転)を採

用した｡その結果､ 5因子が抽出された｡表3-3は各因子の負荷量と因子の相関行列を

示している｡
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表3-3　短縮版の金銭観の因子分析

項目

FI F2　　F3　　　F4　　　F5

成功　　邪悪　慎重　副次的　両義的

お金は,成功の象徴である

お金は､人の功績を表している

お金があれば,名誉を得ることができる

ぉ金は,権方を意味している

社会的地位があるかどうかは,お金の有無にかかっている

お金は,貴重なものである

お金は,恥ずかしいものである

お金は､役に立たないものである

お金は,邪悪なものである

0;'78　　-0.02　-0.05　　-0.01　　0. 12

0.75　　0.00　-0.07　　-0.01　　0.00

0.71　-0.06　-0.02　　0.01　-0.01

9.瀞　　0.12　0.11　0.02　-0.14

QL.熊　　0.14　-0.10　　0.10　　0.09

-o. o3　　0. 26　　-0. 13　　-0. 07

0.02

-0. 02

0.ll
…　　　　　…　　●■…●◆…～:二二　　∵-●八　一　　　◆-1二二二二二三　●-■-　◆一山　◆-----■仙川●●◆←一日　　　　　　仙　　川　　　　一日　-　　←-●◆←←◆-　　　　　-∴∴: =

とても慎重にお金を使うべきだ　　　　　　　　　　　　　　　　　　-0.01

お金を十分に計画的に使うべきだ　　　　　　　　　　　　　　　　　0. 04
~　~　~　,二_二　　　二

戯軸勺な成功よりも社会･政榔鰍の成功を優先させて追求するべきである　　　0. 18

お金のことを気にせず,学問に打ち込むべきである　　　　　　　　　　-0･ 14

O.8護　-0.06　　-0.04　　0.01
､､

o. 78　　0. 03　　0. 04　　-0. 07

0.00　　0.00　　0.07

o.10　日海　　-o.o1　0.06

-o. 14　　D.　　　0. 05　　0. 01
▼　　　　　　　　¶▼

-o.10　-0.08　　a.8姓　　-0.05

(　^

o. 18　　0. 12　　0,6宗　　-0.07

ぉ金よりも義理を大切にするべきである　　　　　　　　　　　　-0.13　-0.03　0.05　　　　　0.16
I…… MM　　　　--●------　　-- ----◆●---一二ニー.H　ー　-----一冊◆　　--山-…一仙川- I --～---一　　　　　山～---　　- -----…

ぉ金はとても重要だと思うが.お金を重視する人間だと思われたくない　0.10　-0.18　0.02　0.07　楢

ぉ金に対していつも重視すると同時に軽視する気持ちがある　　　　-0.09　0.20　0.05　-0.06　附護
_､ ∴___㌔___二…_ご　　エニニ_=ユニ_二二h-ニ=ニニ_二I_I"こ_.二_._こ_　　　.･-　-1･------一山･-　---･--･-----･･一汁　　　　　----.-~~.~.I--.~廿~　　　~　　　　-

プロマックス回転後の固有値 3.03　　2. 18　1.61　1.69　　1.43

因子の相関行列
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第1因子は,金銭の社会的パワーにおける成功を意味する項目の負荷量が高いため, ｢成

功｣と命名とした. F2, F3, F4､ F5の因子には,第1回調査の因子分析結果と同じく,そ

れぞれ｢邪悪｣ ｢慎重･計画｣ ｢副次的｣ ｢両義的｣と命名できる｡

なお,表3-4に示しているように､各因子の信頼度係数をみると､ ｢成功｣ ｢邪悪｣

｢慎重･計画｣ ｢副次的｣ ｢両義的｣の5因子はすべてα係数が高く､短縮版の金銭観尺

度の信頼性は第1回調査で使用した30項目の尺度より高まっていることを示している｡

表 3 - 4 集 2 回 調 査 の 各 因 子 領 域 の 信 頼 度 係 数 -

認 識 情感 行動

信頼度係数 α

｢成功｣ ｢副次的｣ ｢邪悪｣ ｢両義的｣ ｢慎重 ●計画｣

0.79 0 . 87 0. 88 0. 84 0. 9 1

以上の結果より､この短縮版の金銭観尺度は,信頼性が高く,大学生の金銭観の構造に

おける西洋的金銭倫理と儒教的金銭倫理の特徴を充分に反映しているといえよう｡
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(2)各因子を構成する項目の平均値

表3-5は､短縮版の金銭観尺度の｢成功｣ ｢邪悪｣ ｢慎重･計画｣ ｢副次的｣ ｢両義的｣

の5因子に基づいて､第1回調査と第2回調査で共通の項目の平均値を示している｡

まず､ 2回の調査の結果はほぼ一致していることがわかる｡すなわち,中国人大学生は､

お金は｢邪悪｣なものであるという金銭を否定する意識は弱く,お金を｢慎重･計画｣的

に使うべきだという意識が強い｡また,西洋的金銭倫理(Fl▲成功)をあまり高く評価して

いない一方,儒教的金銭倫理(F4.副次的, F5.両義的)は,大学生の金銭観の中にかなり

存在している｡

だが､ 2回の調査結果が異なっている点もある｡大学生の金銭を否定する意識(F2.邪悪)

においては､第1回調査の方が平均値が高い｡またお金を｢慎重･計画｣的に使うべきだ

という意識については,第2回調査の方が平均値が高い｡

表3-5第1回調査と第2回調査における各項目の平均値
第1回調査　　第2回調査

Fl.成功

お金は､成功の象徴である

お金は,人の功績を表している

お金があれば.名誉を得ることができる

お金は,権力を意味している

社会自勺地位があるかどうかま. お金の有無にかかっている

F2. 3SS

お金は,恥ずカ､しいものである

お金は,役に立たないものである

お金は､邪悪なものである

F3.慎重

とても慎重にお金を使うべきだ

お金を十分に計画的に使うべきだ

2. 41　　　　　　2. 43

2. 40　　　　　　　2. 50

2. 39　　　　　　　2. 45

2. 52　　　　　　　2. 58

2. 55　　　　　　　2. 48

2. 18　　　　　　　2. 15

1.54　　　　　　1.44　榊

1. 44　　　　　　1. 37

1. 35　　　　　　1. 38

1. 84　　　　　　1. 56

2.73　　　　　　　3.14　榊

2. 77　　　　　　　3. 00

2. 69　　　　　　　3. 28

F4.副次的

金鈎的な成功よりも社会･政治的額域での成功を優先させて追求するべきである

お金のことを気にせヂ,学問に打ち込むべきである

お金よりも義理を大切にするべきである

2. 61　　　　　　2. 56

2. 51　　　　　　2. 47

2. 42　　　　　　　2. 38

2. 89　　　　　　　2. 83
■…　…　　…=◆…◆■◆_●◆●-●--一山　巾　…●●◆●=●●●…　　　　　　　　◆-●◆●-●◆●◆　　　←●■-　　一●--l◆◆■●一　　三　　-…二= = ∵∵-●■◆　-　--　　　　-■◆■一山.山　一　-　　　　　◆◆●●-l◆◆●→-…▼●-●-　　　-●●●-■●■-一～-●◆●◆一一　　　　----●→-■-　◆　　　　一…　-　　　-一N…H-

F5.両義的　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2.65　　　　　2.57

お金はとても重要だと思うが,お金を重即~る人間だと思われたくない　　　　　　　　　2. 75　　　　　2. 64

お金に対していつも重視すると同時に軽視する気持ちがある　　　　　　　　　　　　　2. 55　　　　　2. 51

注: *呼<0.001
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第2節　日本における金銭観

日本人大学生は,金銭観における西洋的金銭倫理と儒教的金銭倫理をどのように認

知しているか｡本節では,前節と同様に分析し,検討する｡

1.金銭観の因子構成

ここでは､短縮版の金銭観尺度を用いて,調査対象の337人のデータをもとに､因

子分析を行った｡因子抽出法としては主因子法を採用し,因子軸の回転には斜交回転

(プロマックス回転)を採用した｡表3-6は,抽出された5因子の負荷量と因子の

相関行列を示している｡

この5因子は,中国で第2回調査の因子分析結果と同様､それぞれ｢成功｣ ｢邪悪｣

｢副次的｣ ｢慎重･計画｣ ｢両義的｣と命名できる｡儒教的金銭倫理は,日本人大学

生の金銭観においても､ ｢副次的｣ ｢両義的｣という2つの次元として存在している｡

表3-6　日本人大学生の金銭観の因子分析

項目
FI F2　　　F3　　　F4　　　F5

成功　　邪悪　副次的　　慎重　両軸勺

ffi-78　-0.13　　0.20　　勺102　-0.05

o藻　　o.o5　-0.12　　0.03　　0.07
o…詔　　-0. 1　　0. 04　　-0. ll  ･勺. 21

崇,票韮　　0.08　-0.12　　瓜02　　0.14

o-冨墓　　o. o2　　勺. 14　　　0. 07　　0. 10

-o. 10　　　才　　-0. 12　　　0. 05　　-0. 12

o.10　　萱喜　-o.o3　　勺|.01　0.14

o. 13　　毎額　　0. 10　　0. 30　　0. 27

0. 18 0. 13　　　0. 31　　O. C姫

お金は,成功の象徴である

社会的地位があるかどうかほ.お金の有無にカ功りている

お金は,人の功績を表している

お金があれば､名誉を得ることができる

お金は,権力を意味している
■■●-●◆●●◆-二二二:二= ■■虻W●■一山●●---一冊二●■◆●--一日　∵　●◆-　一山←●◆●●◆■-　　　　-　　　.-←●◆---　　-←■■◆-　　ニニ=丁-ニニニ= ~■-◆　　　　=

お金は,役に立たないものである

お金は,恥ずカゝしいものである

お金は,邪悪なものである

お金は､貴重なものである
…_M…●●】◆…N…-汁-■ニ-二: - =二　■- ∴ ･　山一--　→-　　▼■-ド-二ニ　　ー←■--　　　-●●●◆-I--←←■●川　　　棚-◆山一-●---◆●--　　…

金銭的な成功よりも社会･政榔乍席城での成功を優先させて追求するべきである

お金のことを気にせず,学問に打ち込むべきである

お金よりも義理を大切にするべきである
-　　　-■-■_I---■--●-------　　　　　-----　　一山-I-----1一　　　　　山　　　-●-　　　　　　　　　-　　-　　　-~　　　…

とても慎重にお金を使うべきだ

お金を十分に計画的に使うべきだ
～._…q～-●…●●一　　　肌--H--◆-●仙川　　　　　--■仙川●●-●.--仙　　川　　山　　　　一　　　　-……　　　-●一　　日　　　~　　州

お金に対Lていつも重視すると同時に軽視する気持ちがある

お金はとても重要だと思うが,お金を重除する人間だと思われたくない
…　……　　-…●…　　　…---●●--　　一汁--…--◆-…-　　◆　--●●-●…-　仰　　山-　-1.一山-●-■-仙　　　　川---."-I--I-…●●●■巾.H…■●.

プロマックス回転後の固有値

-o. o2　　-0. 13　　0. 80　　　0. 00　　0. 18

o. o9　　0. 32　　　観　　相　　　-0. 37

相. 12　　勺. 17　　0.58　　　. 11　　0. 13
●-●一　●…◆-　■-　　　　-■　-■■-　　　　　　　　◆●◆　　　山　一-H◆◆--●●一　-●●-●-←-●●小　　　　　　一●-　　◆"1. -

-o.o1　0.02　　-0.04　　　≡海　相.16

-o.o3　　勺.02　　0.11　　溺　-o.25
◆-●◆-　　　　　　　　　　　　　-　　　　　◆←--I-●-1-　■-　-P　　--◆　　　　-1.-　　　　　◆●　Ml◆什M--一

o. o9　　0. 02　　0. 15　　-0. 30　　　顎

-o. 12　　0. 08　　　…翁　　o. o1　　鶴
-　__二=:二　ニ　ーー　■◆●-_4q　→　　　　　　　-　　　　　　　　　　　　-　H　　　　◆一　　　　　　　　　　　--　●■- 1●叫-M叶.

2. 84　　1. 96　　1. 82　　1. 71　1. 21

因子の相関行列

Fl.成功

F2.邪悪

F3.副次的

F4.慎重･計画

F5.両義的
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2.各因子を構成する諸項目の平均値

｢成功｣ ｢邪悪｣ ｢副次的｣ ｢慎重･計画｣ ｢両義的｣の5側面が,日本人大学生

の金銭観の中にどの程度存在しているか｡これについて､表3-7で,各因子の平均値

と各因子における各項目の平均値をみておこう｡

表3-7　各因子を構成する項目の平均値
平均値

2. 46

2.65

2.45

2.41

2.34

2.45
■Iヽ■' ll′一I t7ヽ　ヽ　　l FE′ヽ′　しニー　IL)ヽ　′l▼　　　　　　　　　ー　　　'`■
…{__∴二二=二　二==一丁二一　　　　-仰山-.--IM-　　　　川　　　　　柳1.-　-l-I仙川　--　---------　　　　　--N…州,…●

F2.邪悪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1.51

お金は,役に立たないものである　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1.42

お金は,恥ずかしいものである　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1.44

Fl.成功

お金は,成功の象徴である

社会的地位があるかどうかは,お金の有無にかかっている

お金は,人の功績を表している

お金があれば.名誉を得ることができる

お金は,権力を意味している

お金は,邪悪なもので

F3.副次的　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2. 71

金銭的な成功よりも社会･政治的領域での成功を優先させて追求するべきであ　　　2.82
る

お金のことを気にせず､学問に打ち込むべきである

お金よりも義理を大切にするべきである

F4.慎重

とても慎重にお金を使うべきだ

お金を十分に計画的に使うべきだ

F5.両義的

2.37

2.95

3.31

3.20

3.41

2.62

お金に対していつも重視すると同時に軽視する気持ちがある　　　　　　　　　　　2.53

お金はとても重要だと思うが, お金を重視する人間だと思われたくない 2.71

｢成功｣の因子に含まれている5項目全体の平均値は2.46で, 4段階評価尺度の中

点(2.5)を超えていない｡各項目の平均値をみると､低いのは,■ ｢社会的地位がある

かどうかは,お金の有無にかかっている｣ (2.45) , ｢お金は,人の功績を表してい

る｣ (2.41) , ｢お金があれば､名誉を得ることができる｣ (2.34) , ｢お金は,権

力を意味している｣ (2.45)の4項目である｡他方, ｢お金は,成功の象徴である｣

の項目の平均値は2.65であり､中点を超えている｡

以上の結果より,日本人大学生は,金銭的な成功は,人生の様々な成功における~

種の成功であると認めているものの, ｢地位｣ ｢功績｣ ｢名誉｣ ｢権力｣が与えられ

るという金銭的な成功のメリットをあまり高く評価していないようである｡
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｢邪悪｣の因子については, 3項目全体および各項目の平均値はすべて低く,大学

生は,金銭は役に立たないものであり､恥ずかしいものであり,邪悪なものであると

いう金銭を否定する意識をあまり持っていない｡

｢慎重･計画｣の因子については､ 2項目全体と各項目の平均値は極めて高く,大

学生は,お金の慎重･計画的な使い方を高く評価していることがわかる｡

儒教的金銭倫理の特徴を表している｢副次的｣ ｢両義的｣という2つの因子につい

ては､それぞれ,全体平均値は2.71, 2.62であり,いずれも中点を超えている｡すな

わち,儒教的金銭倫理は､日本人大学生の金銭観の中にかなり存在していることがみ

られる｡

しかし､ ｢副次的｣の因子における3項目それぞれの平均値をみると,大学生は,

｢ぉ金より義理を大切にするべきである｣ (2.95) ､ ｢金銭的な成功より社会･政治

的領域での成功を優先させて追求するべきである｣ (2.82)の側面を強く認めている

一方, ｢お金のことを気にせず,学問に打ち込むべきである｣ ＼(2.37)の側面につい

て､否定する気持ちを持っている｡

以上の結果から,日本人大学生は,金銭は邪悪なものであるという金銭を否定する

ような意識をあまり持っていないが,金銭的な成功が｢地位｣ ｢功績｣ ｢名誉｣ ｢権

力｣を与えるというメリットも強く肯定していない｡むしろ,大学生は,慎重･計画

的な使い方や儒教的金銭倫理に強く賛同している｡

第3節　両国における金銭観の共通点と相違点

1.金銭観の因子構造

西洋の金銭倫理と儒教的金銭倫理の特徴により構成された16項目の短縮版の金銭

観尺度を用いて､日中両国について因子分析を行ったところ､両国における金銭観の

構造は,ほぼ同様に｢成功｣ ｢邪悪｣ ｢慎重･計画｣ ｢副次的｣ ｢両義的｣という5

次元から構成されることが明らかになった｡儒教的金銭倫理の特徴を示す｢副次的｣

｢両義的｣という2次元も､それぞれ1つの次元として,西洋的金銭倫理を代表する

｢成功｣の次元とともに両国の大学生の金銭観の構造の中に存在している｡これは日

中大学生の金銭観に関する一つの共通点であるといえよう.
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2.各因子間の関係

日中大学生の金銭観における5次元は､どのような関係があるのだろうか｡特に､

西洋的金銭倫理と儒教的金銭倫理を代表する次元の間には,相互にどのように関連し

ているのか｡これを明らかにするために､ここでは,因子分析により抽出されたプロ

マックス回転後の5因子の得点に基づいて相関分析を行った｡その結果は,表3-8

に示している｡

両国とも, ｢邪悪｣と｢副次的｣ , ｢慎重･計画｣と｢副次的｣ ｢両義的｣の間に有意

な正の相関がみられる｡しかし,中国では, ｢成功｣と｢副次的｣との間に有意な負の相

関,及び｢副次的｣と｢両義的｣との間に有意な正の相関がみられたが,日本では､これ

らの因子間に有意な相関がなかった｡

このような結果からは､一つの事実を確認することができる｡すなわち､中国人大学生

は､金銭観の構造の中に,金銭的な｢成功｣という西洋的金銭倫理と金銭が｢副次的｣

という儒教的金銭倫理の間に,相互的な対立や排斥の傾向がある｡これに対して,日

本では,両者は相互に独立している傾向がある｡

表 3 - 8 日 中 両 国 に お け る金 銭 観 の 因 子 相 関 行 列 ■

中国

因子
F 1 ● 成 功 F 2 ● 邪 悪 F 3 ●慎 重 ●計 画 F 4 . 副 次 的 F 5 . 両 義 的

F 1 . 成 功 1. 0 0 0

F 2 ● 邪 悪 - 0 .0 3 4 1 .0 0 0

F 3 ● 慎 重 ●計 画 0 .0 1 2 - 0 .0 5 4 ▼1 .0 0 0

F 4 ● 副 次的 ー0 . 10 8 ** 0 .2 3 4 ** * 0 . 17 4 ** * 1 .0 0 0

F 5 ● 両 義的 0 .0 3 4 0 . 0 55 0 . 14 8 ** * 0 . 19 5 * ** 1. 0 00

日本

因子 F 1 . 成 功 F 2 ● 邪 悪 F 3 ● 副 次 的 F 4 ● 慎 重 ●計 画 F 5 ● 両義 的

F 1 ● 成功 1. 0 0 0

F 2 ● 邪 悪 - 0 . 10 8 * ー0 0 0

F 3 ■ 副 次的 0 . 03 7 0 . 2 16 ** * 1. 00 0

F 4 - 慎 重 .t計 画 0 . 08 7 -0 . 03 8 ○16 1 ** 1. 00 0

F 5 ● 両 義 的 - 0 . 0 07 0 . 0 49 ー0 . 0 22 0 . 26 1 * * * 1 .0 0 0

注:*P<0.05　**P<0.01 ***P<0.001
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3.各因子を構成する項目の平均値

金銭観の構造の中にある各次元の存在程度おいては,日中両国の剛羊どのような違いが

あるのか｡これを検討するために,ここでは､短縮版の金銭観尺度から得られた大学生の

金銭観の因子分析結果に基づいて,各因子で両国共通に出現する項目について､両国の間

で平均値の差の検定を行った｡その結果は､表3-9に示している｡

表3-9　各項目の平均値の日中比較
中国　　日本　有意差

2. 43　　2. 46

2.50　　　2.65　***

2.45　　　2.41

2,58　　　2.34　***

2.48　　　2.45

2.15　　　2.45　***
IL J　一｣′▼　ヽ′　　　　　▼　ヽ･･-　/　r▼　Iヽ′▼ヽ　11ー　　　　　　　　　′▼11▼　~,ー　'ー　　~　　　ー　　　　ー

●…■M一……M仙M -て=-----　-　　-●◆■-●●-■--　　　仙川--■--PM-仙　　　川仙川--I- ∵ ⊥--■I-　　　　　　----小一▲--～--…-～.

Fl.成功

お金も成如)象徴である

耶HKKfig]≡∃∃ Kara

お金が机£名誉を得ることができる

お金も権力を意味しn ､る

社知他ミあるかどうかは.お妙郁熱誠功i,,ている

F2.邪悪

お金も耳朗笥､しいものである

お金も役に立たないものである

お金も邪悪なものである
㍗ ∴㍊m:=二:=コ　　　　　　　エ=ユニニこ=:==コ==コ　　　　　コ:==コ==こ;`二:~: ==二･二; i-　Jて　　　　　　　　　　　　　　∵

F3.慎重･計画

とても慎動こお金を使うべきだ

お金を十斜守価的に使うべきだ

1.44　1.51

1. 37　　1.44

1.38　　1.42

1. 56　　1.65
M～～…●■--■●--　-■-←■--～-　　-←●----●--I---一山-◆●●-■山一-…-■-●-◆　　　　◆-　　◆-仙川--山-仙川二=∵　-二　--仰山-■●-●◆●小一-ド l= : I = ∵■

3.14　　3.31　***

3.00　　　3.20　***

F4.副次的

金鏡触感功よりも社会･柳城功を優先させて適托するべきである

お金のことを知新学問に打ち込むべきである

お金よりも義理を大切にするべきである

3.28　　　3.41　***

2.56　　2.71　***

2.47　　　2.82　***

2. 38　　　2.37

2.83　　　2.95　**
■■ヽ一_Il′-pヽ　/　l J仰rムー■′　ヽ　/　一I　-　′　　V　　　　ヽ
-.--.二:ニご==_二-ごニニ二三=:ニニニュ.ユニ_二ここ.ニ　　　　　　　　ー---------･--　　　　　　　一　山-　　-　　　　岬-N~■…-～■~M-M~-

F5.両義的　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2.57　2.62

お金まとても重要だと思うが,お金を重晩する人間だと思われたくない　　　　　　　　　　　2. 64　　2. 7 1

お金こ対しTt ､つも重酷㌻ると岡献瀬顕する気持ちがある　　　　　　　　　　　　　　2. 5 1　2. 53

注: **p<o.o1 ***?<0.001

まず, ｢成功｣の因子については,中国と日本とも,この因子を構成する5項目の合計

の平均値(中国‥2.43､日本‥2.46)は, 4段階評価尺度の中点(2.5)を超えておらず､

大学生は金銭的な｢成功｣をそれほど高く評価していない｡また日中両国の間に有意差も

みられない｡しかし､この因子を構成する各項目ごとに平均値をみると､両国における様

相は異なっている｡すなわち､ ｢お金があれば,名誉を得ることができる｣では,中国の平

均値は2.58と中点を上回っており,日本(2.34)よりも有意に高くなっている｡一方,日本

人大学生のほうは, ｢お金は､成功の象徴である｣ ｢社会的地位があるかどうかは,お金
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の有無にかかっている｣を賛同している｡中国人大学生の｢お金二名誉｣という意識は､改

革開放政策が浸透した現在､極めて高いと言えよう｡それは､ ｢まず一部の人に富がもたらさ

れる｣ ｢富は栄光だ｣という政策の影響を受けていると考えられるだろう｡

｢邪悪｣の因子については､両国とも平均値は低く,両国の間で有意な差もみられない｡

両国の大学生は､金銭は役に立たないものであり,恥ずかしいものであり,邪悪なもので

あるという金銭を否定する意識をあまり持っていない｡

｢慎重･計画｣の因子については,両国とも平均値が高く,しかも,中国よりも日本人

大学生の方が,お金を慎重に計画的に使うことを有意に高く評価している｡

｢副次的｣の因子については,両国とも,因子を構成する3項目の合計の平均値は中点

を超えており､金銭的な成功は｢副次的｣なものであると認知されている｡その程度は,

中国よりも日本の方が有意に高い｡因子を構成する項目別では､ ｢金銭的な成功よりも社

会･政治的領域での成功を優先させて追求するべきである｣と｢お金よりも義理を大切に

するべきである｣の平均値は,日本の方が有意に高い｡中国よりも日本の大学生の方が,

金銭は｢副次的｣であり,社会･政治的領域での成功､義理の方を大切にする意識が強い｡

｢両義的｣の因子については,両国とも平均値が高く,両国の間で有意な差はみられな

い｡両国の大学生は,全体として金銭を｢両義的｣に評価している｡

以上の結果から､両国における金銭観の共通点と相違点は次のようにまとめられよう｡

(1)共通点について

まず､両国とも,大学生の金銭観の構造は, ｢成功｣ ｢邪悪｣ ｢慎重･計画｣ ｢副次的｣

｢両義的｣という5因子から構成されている｡儒教的金銭倫理の特徴を示す｢副次的｣ ｢両

義的｣という2因子も,それぞれ独立した次元として日中大学生の金銭観構造の中に存在

している｡

第2に､両国の大学生は､儒教的金銭倫理を強く肯定している｡

第3に､両国の大学生は,お金は｢邪悪｣なものであるという金銭を否定する意識をあ

まり持っていないが､金銭的な｢成功｣という代表的な西洋的金銭倫理を高く評価する意

識も強くない｡

(2)相違点について

まず,西洋的金銭倫理としての金銭的な｢成功｣の次元と儒教的金銭倫理としての｢副

次的｣な次元は､中国の大学生では相互に対立･排斥の傾向にあったが､日本人の大学生
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では両者は相互に独立し,調和的に存在する傾向にあった｡

第2に､日本人大学生は中国よりもお金を｢慎重･計画｣的に使うことに賛同している｡

第3に,日中ともに大学生は金銭的な｢成功｣をあまり高く評価していないが､日本人

大学生の方が,金銭が｢副次的｣であり,社会･政治的領域での成功,義理の方を大切に

する意識が強い｡
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第4章　大学生の金銭観の規定要因

本章では,日中両国の大学生の金銭観にどのような要因が影響を及ぼしているかを平均

値の差の検定で検討したあと,重回帰分析によりそれらの独立した影響力を分析し,さら

に両国における金銭観の規定要因の共通点と相違点を考察する｡

第1節　金銭観に影響を与える諸要因

欧米における先行研究では,金銭観に影響を及ぼす要因として､主にジェンダー,年齢,

学歴､職業､収入などが指摘されている｡つまり,女性よりも男性のほうが金銭に執着し,

金銭的な成功を高く評価しているが,保守的な金銭意識があまりない｡若者は金銭の社会

的パワーを強く認めているが､金銭を慎重に使うべきという意識が欠けている｡低学歴と

低収入の人は,金銭に執着し､金銭の社会的パワーを強く認めている｡高い社会経済的地

位がある職業に従事する人々は,金銭に肯定的な意識を持つ一方,金銭は社会的容認を得

る必要な条件であることをあまり認めないのである(Wernimont&Fitzpatrick, 1972､

Furnham, 1984, Tang, 1995),

日本における先行研究では､学歴と性が儒教的金銭倫理に対する意識と関連があると指

摘されている｡すなわち､女性よりも男性のほうが,また学歴が高いほど,金銭に対する

こだわり,アンビバレントな態度がある(山札1974),また,男性のほうが拝金主義的

傾向にある(千石, 1996),

しかし,以上の先行研究に指摘された諸要因は､社会人としての人々の金銭観に影響を

与える要因である｡大学生の金銭観の影響要因を検討する際には､大学生自身の特徴を考

慮しなければならない｡大学生はまだ在学者であり､親に経済的に依存している｡つまり､

金銭観の影響要因としての本人の学歴や職業や収入という要因は,大学生に当てはまらな

いと考えられる｡だが,親に経済的に依存している大学生にたいしては,親の学歴や親の

職業や家庭の経済的状況といった家庭背景の要因は,金銭観に何らかの関連をしていると

考えられる｡

ここでは､第3章における金銭観に対する因子分析で得られた｢成功｣ ｢邪悪｣ ｢慎重･

計画｣ ｢副次的｣ ｢両義的｣の5つの因子得点と,本人の性､親の学歴,親の職業,家庭の

暮らし向きという要因がどのように関連しているのかを分析､検討する｡
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1.性別と金銭観

表4-1は､日中ごとに金銭観の｢成功｣ ｢邪悪｣ ｢慎重･計画｣ ｢副次的｣ ｢両義的｣と

いう5つの因子得点に基づいて,男女間の平均値検定を行った結果を示している｡

中国の場合, ｢成功｣の側面についてのみ,男女間の差は､ 0･1パーセント水準で有意に

なっている｡女子大学生よりも男子大学生のほうが,金銭的な成功を高く評価している｡

この結果は先行研究の知見(Tang, 1995､千石, 1996)と一致しているoしかし, ｢邪悪｣

｢慎重･計画｣ ｢副次的｣ ｢両義的｣の4つの側面については,男女の間で有意な差がみら

れない｡

日本の場合,金銭観における｢成功｣ ｢邪悪｣ ｢慎重･計画｣ ｢副次的｣ ｢両義的｣の5つ

の側面すべてについて,男女の間に有意な差がみられない｡

表4-1男女別の金銭観比較
邪悪　　慎重･計画 副次的　　　両義的

中国

男(N=385)

女(N=336)

F値

0. 209

-0. 203

8.585　***

0. 09　　　　-0. 031

-o. 085　　　　　0. 029

2. 478　　　　　. 525
･L IP
脚■●…　　　　こ∴ ------　　…--◆　　--- : :て= Tt一-日----　　-二二二= = " =丁--　　一肌-…-

日本

男　00=10　　　　　　　　0.002

女(N=148)　　　　　　-0.003

F値　　　　　　　　　　　0. 002

o. o42　　　　0. 002

-o. o4　　　　-0. 002

o. 967　　　　　0. 002

o. o46　　　-0. 055　　　-0. 028　　　　0. 031

-o. o55　　　　0. 065　　　0. 034　　　-0. 036

o. 962　　　　1. 362　　　　0. 369 0. 423

注: ***p<o.ooi

2.親の職業.学歴と金銭観

大学生の金銭観は,親の職業,学歴とどのような関連があるのだろうか｡表4-2と表

4-3は,それぞれ中国と日本の分析結果を示している｡

中国の場合(表4-2)､親の職業を管理･専門職とその他の職業(一般従業員､農林漁

莱,サービス職など)の2つに分類すれば､職業的地位が高い管理･専門職に従事してい

る親をもつ大学生のほうが,金銭的な｢成功｣を高く評価しているoしかし､ ｢邪悪｣ ｢慎

重･計画｣ ｢副次的｣ ｢両義的｣の4つの側面については,親の職業による有意な差がみら

れない｡

また,親の学歴と金銭観の関連をみると,大学卒の父母を持つ大学生の方が､金銭的な
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成功よりも倫理･政治･社会的領域の成功の方を大切するという｢副次的｣な意識が強い｡

しかし､ ｢成功｣ ｢邪悪｣ ｢慎重･計画｣ ｢両義的｣の側面については学歴による有意な差が

みられない｡

日本の場合(表4- 3)､大学生の金銭観は､父母の職業による有意な差がみられない｡

しかし､魔の学歴による有意な差が､ ｢成功｣と｢副次的｣の2側面についてみられる｡す

なわち､大学卒の母を持つ大学生は金銭的な｢成功｣を高く評価し,大学卒の父を持つ大

学生は｢副次的｣な意識が強い｡

象4-2　中国における親の職業,学歴と金銭観　　　　　　　　　　　　一
成功　　　　邪悪　慎重･計画　　副次的　　　両義的

親の職業

父

母

管理･専門職(N=253)　　　0. 093　　　　0. 041　　-0. 046　　-0. 002　　　-0. 012

その他職(N-466)　　　　-0. 112　　　-0. 022　　　0. 044　　0. 033　　　0. 027

F値　　　　　　　　　　3.992　*　　0.552　　　1.16　　0.167　　　0.219

管理･専門職(N=185)　　　0. 111　　　0. 005　　　-0. 072　　~0. 081

その他職(N=524)

F値

親の学歴

父

母

大学卒(N=157)

高校卒(N=279)

中学校卒00=182)

無学･小学校卒(N=96)

F値

大学卒(N=122)

高校卒(N=247)

中学校卒(N=214)

-o. o66　　　　　0. 013　　　　0. 042　　　0. 057

3.247　*　　　0.008　　　1.756　　　2.593
二二二　　　　　　■■■■…●◆…　　∴ ●▲●-　▼--■-二=二= =--●◆仙川--●-　-= = = -:二二　　　二二二二　■■◆●●-●●◆●●◆-　　　こ二ニ　　　　ー　　--●-●●●◆■…　　　◆~

-o. o55　　　　　-0. 085

-o. o71　　　　　0. 145

-0. 001　　　　　0. 014

0. 325　　　　　-0. 041

2. 903　　　　　1. 594

-o. 048　　　　　-0. 071

0. 094　　　　　-0. 079

-0. 060　　　　　　0. 110

無学･小学校卒(N=120)　　　0. 033　　　　　0. 140

F値　　　　　　　　　　　　0. 789　　　　　2. 350

0. 058　　　　0. 136

0. 010　　　-0. 042

-0. 088　　　-0. 133

-0. 032　　　-0. 175

0.629　　　　3.688　*

-0. 023　　　　0. 175

-0. 006　　　-0. 058

0. 037　　　-0. 126

-0. 023　　　-0. 197

0. 002

-0. 012

0. 026

-0. 048

0. 021

-0. 003

0. 089

0. 355

-0. 025

0. 037

-0. 131

0. 116

o.123　　　　4.472　**　　1.557

注:大学卒は短大と大学院も含む,高校卒は専門学校も含む(表4-3同様)｡ *P<0.05　**P<0.01
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表4-3 日本における親の職業,学歴と金銭観

成功　　　　　邪悪　慎重･計画 副次的　　　　両義的

親の職業

父

母

管理･専門職(N-126)　　0. 055　　　　-0. 027　　　0. 005　　-0. 016　　　　0. 039

その他職(N-205)　　　-0. 045　　　　0. 033　　-0. 030　　0. 001　　~0. 025

F値　　　　　　　　　0. 898　　　　0. 309　　　0. 106　　0. 025　　　　0. 347

管理･専門職(N-63)　　0. 064　　　　0. 096　　　0. 039　　-0. 015　　　-0. 026

その他職(N-252)　　　-0. 003　　　　-0. 009　　-0. 010　　-0. 002　　　　0. 006

o. 664　　　　0. 143　　　0. 010　　　　　0. 060
◆…■-　　　…●●◆…-　　　◆◆●-　　-～--I--一◆●-■●仙　　　　川　　　一山●●→一　日　　　--　-　　仙川　　　　】●…-■◆◆……

-o. o60　　　　0. 081　　0. 254　　　　　0. 038

o. o42　　　-0. 040　　-0. 010　　　　-0. 046

-o. 137　　　-0. 225　　-0. 103　　　　　0. 036

o.615　　　　2.267　　　4.844　**　　1.066

o. o29　　　　0. 102　　-0. 060　　　　　0. 029

-o. o27　　　-0. 043　　　0. 005　　　　-0. 009

o. 429　　　-0. 084　　　0. 169　　　　-0. 215

F値　　　　　　　　　　　　　0. 282

親の学歴

父

母

大学卒(N=139)　　　　　　0. 059

^^z^ (N=152)　　.　-0. 042

中学校卒(N=32)　　　　　-0. 123

F値　　　　　　　　　　　0.857

大学卒(N=96)　　　　　　　0. 172

高校卒(N=203)　　　　　-0. 101

中学校卒(N=28)　　　　　-0. 353

5.635　**　　　1.227 o. 966　　　0. 385　　　　　0. 337

注‥調査対象としての大学生の親には,無学･小学校卒の者はいない｡ **P<0.01

3.家庭の暮らし向きと金銭観

日中両国の大学生の金銭観は,家庭の経済的状況とどのように関連しているのか｡これ

を明らかにするために,ここでは,大学生の自己評価から得られた家庭の暮らし向きとい

う指標を用いた｡具体的には,回答者に対し家庭の暮らし向きについて｢とても豊かな方｣

｢やや豊かな方｣ ｢普通｣ ｢やや貧しい方｣ ｢とても貧しい方｣の5段階評価をしてもらった

が,これを｢豊かな方｣ (とても豊かな方,やや豊かな方), ｢普通｣, ｢貧しい方｣ (やや貧

しい方,とても貧しい方)の3つに再カテゴリー化し,金銭観との関連を分析した｡その

結果は､表4-4に示している｡

中国では､大学生の金銭観における｢成功｣ ｢慎重･計画｣ ｢副次的｣の3つの側面にお

いて､家庭の暮らし向きの違いにより有意な差がみられる｡すなわち,家庭の暮らし向き

が｢豊かな方｣と自己評価する大学生は､金銭的な｢成功｣を高く評価し, ｢普通｣と｢貧

しい方｣と答えた大学生は,お金の｢慎重･計画｣的な使い方に賛同し､お金を｢副次的｣

にとらえている｡

一方,日本の場合,家庭の暮らし向きの違いによる金銭観の有意な差はみられない｡
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表4-4　家庭の暮らし向きと金銭観
邪悪　　慎重･計画 副次的　　　　両義的

中国

豊かな方(N-126)　　0. 586　　　　-0. 251　　-0. 479　　　　-0. 255　　　-0. 322

普通(N-395)　　　-0. 020　　　　-0. 020　　　0. 036　　　　0. 061　　-0. 043

貧しい方(N-197)　-0. 104　　　　0. 020　　　0. 151　　　0. 130　　　　0. 085

F値　　　　　　7.818　***　　0.983　　　4.671 **　　3.019　**　　2.522
…　　叫　　　-●-----●■-　一　----　　　　　-●----■山　　川--…小一-..-　　-■-　　-I-----.I一　　　　◆●N仙　　川　　　　　-----●-.-◆　　=-　…■■

日本

豊かな方(N-86)　　　0. 088　　　　　0. 098　　　-0. 087

普通(N=194)　　　-0. 052　　　　　0. 025　　　0. 001

貧しい方(N-47)　　　0. 073　　　　　-0｡ 156　　　0. 068

1. 433　　　　　0. 487

o. o30　　　　　　-0. 035

o. o23　　　　　　0. 058

-o. 116　　　　　　-0. 127

0. 631　　　　　｡ 069F値　　　　　　　　　　0.826

注: **P<0.01 ***p<0.001

第2節　金銭観の規定要因に関する重回帰分析

第1節では,大学生の金銭観と,性別,親の職業,親の学歴,家庭の暮らし向きとの関

連を分析した｡本節では,以上の要因の他に,回答者の所属学部,学年,経済的経験,居

住地域,一人っ子という要因を加え,金銭観に対する影響要因に関する重回帰分析を行う｡

重回帰分析を行うことによって,ある要因が,それ以外の変数の影響力を統制した上で,

大学生の金銭観に対して独自に影響を与えているかを明確にすることができる｡

従属変数は,金銭観を構成する｢成功｣ ｢邪悪｣ ｢慎重･計画｣ ｢副次的｣ ｢両義的｣の5

っの因子得点である｡独立変数は,個人属性,経済的経験､居住地域,家庭背景である｡

神立変数の設定について簡単な説明をしておこう｡

(1)個人属性については.､性別,所属学部(経済学部ダミー),学年を設定する｡

(2)経済的経験は,アルバイト経験の有無に関するダミー変数である｡

(3)大学生の居住地域は,都市/農村のダミーの変数である｡

(4)家庭背景について臥一人っ子､暮らし向き,親の職業､親の学歴の4つについ

てのダミー変数である｡ ･

従属変数と独立変数及びその数量化の手続きについては､表4 - 5に示している｡
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表4-5　金銭観の規定要因に関する重回帰分析に用いる変数一覧

従属変数　　成功､邪悪､慎重･計画,副次的､ 両義的の5因子の因子得点

独立変数
-　　　　…　　　　　　　----仙　川川棚仙　　　　　川-　　　　　--●--..◆　　　--　　　-IM　　　▼■仙　川　　　-●-　-■.◆　--　-　　---.-●---和一●-仙川…---一山◆　　　　　……-　-……………

個人属性　性:男子(ダミー)　　　　　男-1　　　　女-0

所属学部:経済学部(ダミー)　経済学部- 1　　その他-0

学年　　　　　　　　　　　4年生-4　3年生-3　2年生-2 1年生-1
--●●　…●l-……N-…　……一-　　　　---P●■-●--■--●■川棚●-　　　-～--　　　　　　-　-　　　　　　◆■■--　　仙　　　川　-　　　-　　川　　　棚　　-　　　…　　　　…M.叫

経済的経験　アルバイト経験(ダミー)　　　アルバイトをした･している-1

全くしていない-0
…　　-_◆M.……■,-●-～--●-■●-　-→　-仰　　　山-～-一　　　山-●--仙　　　川　　　　-一仙　川■-I--------lNM--柳　　川　　　　　仙川　　仙川　　　---

居住地域　都市(ダミー)　　　　　　　都市-1　　農村-0
_……　　仰.州◆　　　　-●-山-.-小一　-●-●-"-川棚-　　　　　　仲　　　　川-　　州　　　側--"仰　　　　　　　山-●-　-　仙川●---.-　仙川　　--■-　　　　　　…～

家庭背景　一人っ子(ダミー)　　　　　一人っ子-1　その他-0

暮らし向きの豊かさ(ダミー)　とても豊かな方･やや豊かな方-1

普通･やや貧しい方･とても貧しい方-0

親の職業:管理･専門職ダミー　管理･専門職-1　その他職-0

親の学歴　　　　　　　　　短大以上-16　高校･専門学校-12

中学校-9　　　小学校･無学-6

中国と日本ごとに行った重回帰分析の結果は,表4-6に示している｡大学生の金銭観

における｢成功｣ ｢邪悪｣ ｢慎重･計画｣ ｢副次的｣ ｢両義的｣の5つの側面について左から

順に規定する要因を見ていこう｡

まず第1に, ｢成功｣の側面についてである｡日中両国ともに, ｢経済学部ダミー｣は有

意な正の影響を与えている｡また両国とも, ｢経済学部｣の大学生は他の学部の大学生より

も金銭的な｢成功｣を高く評価している｡

両国の違いもある｡中国では, ｢男子｣､ト人っ子｣, ｢都市｣､家庭の｢暮らし向きの豊

かさ｣の4つ変数が有意な正の影響を与えている｡すなわち,女子よりも男子大学生のほ

うが金銭的な｢成功｣を高く評価し,また､都市､一人っ子の家庭､豊かな方の家庭で育

った大学生も同様に金銭的な｢成功｣を高く評価している｡しかし,日本では,その4つ

の変数は｢成功｣に影響を与えていない｡だが､母の学歴は有意な正の影響を与えており､

大学生は､母の学歴が高ければ高いほど,金銭的な｢成功｣を高く評価している｡

ところで,第1節における1次元配置分散分析の結果によると､中国では,職業的地位

が高い管理･専門職に従事している親をもつ大学生のほうが,金銭的な｢成功｣を高く評

価していた｡しかし,ここでの重回帰分析の結果をみると､親の職業は金銭観の｢成功｣

に直接的な効果を持っていない｡

第2に､ ｢邪悪｣の側面に対しては,両国とも,ここで挙げられた諸変数は統計的に有意

な影響を与えていない｡

第3に, ｢慎重･計画｣の側面については､中国の場合,ト人っ子｣､家庭の｢暮らし
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向きの豊かさ｣の2つの変数が有意な負の影響を与えている｡つまり､一人っ子の家庭､

豊かな方の家庭で育った中国人大学生は,お金を慎重に計画的に使う意識が弱い｡日本の

場合､ ｢学年｣の変数が有意な負の影響を与えており,高学年の日本人大学生も同様な傾向

が現れている(1)｡

第4に､ ｢副次的｣の側面については,両国ともに,父の学歴が有意な正の影響を与え

ている｡大学生は,父の学歴が高ければ高いほど,金銭的な成功よりも倫理･政治･社会

的領域での成功を大切にするという｢副次的｣な意識が強い傾向にある｡中国の場合,こ

のほかに､ ｢一人っ子｣､ ｢都市｣､家庭の｢暮らし向きの豊かさ｣､ ｢母の学歴｣の4つが｢副

次的｣の側面に影響を与えている｡都市,一人っ子の家庭,豊かな家庭で育った中国人大

学生は､金銭的な成功を｢副次的｣と考え､母の学歴が高ければ高いほど｢副次的｣と考

える傾向が強い｡

第5に, ｢両義的｣の側面に対しては､両国とも,分析に採用した諸変数は統計的に有

意な影響を与えていなかった｡

表 4 - 6 金 銭 観 の 規 定 要 因 に 関 す る 重 回 帰 分 析

成 功 邪 悪 慎 重 ●計 画 副 次 的 両義 的

中 国 日本 中 国 日本 中 国 日本 中 国 日本 中 国 日本

男 子 ■ . 1 82 * * * 一. 0 0 3 . 0 9 1 . 0 8 2 - .0 3 8 - .0 4 7 . 0 16 . 0 0 2 . 0 24 . 03 1

経 済 学 部 . 1 0 2 * . 10 9 * . 0 3 0 . 0 73 - . 0 0 1 - . 0 5 7 - . 0 2 3 - . 0 5 8 . 0 3 3 . 00 5

学 年 . 0 5 2 - . 04 6 . 0 0 8 - . 0 6 2 - . 0 6 1 - . 1 5 1 * * - . 0 6 9 - . 0 8 2 - . 0 1 5 - . 0 32

一 人 つ子 . 14 7 * * . 0 7 2 . 0 2 4 . 0 3 5 - . 15 3 * * - . 0 4 3 - . 14 5 * * . 0 0 6 - . 0 6 2 . 0 0 5

ア ル バ イ ト経 験 . 0 8 3 - . 0 6 1 . 0 52 ◆0 6 3 - .0 2 9 - . 0 15 . 0 2 6 . 0 54 - . 0 4 4 . 0 3 3

都 市 . 14 6 * * .0 5 4 - . 0 8 0 -◆0 5 8 - .0 5 8 - .0 3 4 - 14 1 * * . 0 48 .0 1 7 .0 2 9

豊 か な生 活 . 1 7 5 * * * .0 56 I . 0 5 6 ▼0 15 ー. 14 5 * * . 0 0 1 - 1 34 * - . 0 1 7 - . 0 8 0 - . 00 6

管 理 ●専 門 (父 ) . 0 3 9 ー.0 3 2 . 0 7 9 - . 0 10 - . 0 5 4 . 0 1 1 . 0 7 9 - . 0 4 0 一. 0 1 9 . 02 2

管 理 ●■専 門 (母 ) . 0 0 4 ｢ . 0 0 6 ′ ｢ . 0 5 8 . 0 4 2 - . 0 4 6 . 0 6 3 - . 0 8 5 . 0 3 8 ○0 0 8 - . 0 14

学 歴 (父 ) . 0 2 9 - . 0 0 8 ー. 06 8 - . 0 15 .0 9 5 . 0 8 8 . 13 2 * . 14 9 * * - . 0 3 7 - . 0 3 2

学 歴 (母 ) . 00 8 . 1 73 * * . 1 0 3 . 0 5 3 - . 00 7 - . 0 2 6 . 15 7 * * - .0 8 1 . 02 1 .0 7 2

調 整 済み R 2 乗 . 0 6 8 . 0 37 . 0 1 3 - .0 10 . 0 22 . 0 19 . 06 1 . 0 1 8 - . 0 1 1 - .0 2 2

有 意確 率 . 0 0 0 . 0 2 3 . 19 1 . 7 3 5 . 0 1 6 . 0 1 7 . 0 0 2 . 10 3 . 8 2 1 . 9 73

人 数 6 7 4 3 14 6 8 1 3 2 3 6 7 9 3 3 1 6 7 6 3 18 6 7 1 3 09

注:表の中の数値はβ値である　*P<0.05　**P<0.01 ***P<0.001
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第3節　両国における規定要因の共通点と相違点

本節では､第1節と第2節における分析結果に基づいて､日中大学生の金銭観の形成に

影響を及ぼす要因の共通点と相違点を整理し,考察する｡

両国の共通点としては､所属学部と父の学歴の2つの要因が､それぞれ金銭観における

｢成功｣ ｢副次的｣の側面に影響を与えていたことがある｡すなわち, ｢経済学部｣の大学

生は他の学部よりも金銭的な｢成功｣を高く評価していた｡また父の学歴が高ければ高い

ほど､金銭的な成功が｢副次的｣である意識傾向が強かった｡なお､個人属性､経済的経

験,居住地域,家庭背景の諸要因は,日中大学生の金銭観における｢邪悪｣ ｢両義的｣の側

面に影響を与えていない傾向がみられる｡

しかし,日本と中国では興味深い違いがあった｡中国の場合,居住地域(都市･農村)､

家庭背景における一人っ子と暮らし向きという3つの要因は､金銭観における西洋的金銭

倫理を代表する金銭的な｢成功｣と儒教的金銭倫理を代表する｢副次的｣の側面に有意な

影響を与えていた｡しかも,居住地域(都市･農村)と一人っ子の2つの要因は,金銭観

における｢慎重･計画｣の側面にも影響を及ぼしていた｡具体的には,都市,一人っ子の

家庭と豊かな家庭で育った大学生は,金銭的な｢成功｣を高く評価し,逆に,農村,非一

人っ子の家庭と｢普通｣あるいは｢貧しい方｣の家庭で育った大学生は,金銭的な成功は

｢副次的｣であるという儒教的金銭倫理に好意的であった｡また,非一人っ子の家庭と｢普

通｣ ｢貧しい方｣の家庭で育った大学生は,お金を｢慎重･計画｣的に使う傾向が強かった｡

中国で､このような居住地域(都市･農村),家庭背景における一人っ子と暮らし向きと

いう3つの要因が､大学生の金銭観の主要な規定要因となっていることは,中国の経済･

文化発展の地域格差,富民政策,家庭教育に起因すると考えられる｡

中国では,農村よりも都市において,資本主義市場経済体制を急速に推進している｡市

場経済は等価の商品交換関係に基づくものである｡このような社会関係の中で,人と人の

関係は,物と物との関係として現われ,それを結びつける紐帯として貨幣がある(董志

臥,1995),都市における各領域の市場経済化は益々成熟しつつあり､貨幣(金銭)本位あ

るいは利益の最大化を追求する考え方は,人々の経済活動の原動力となってきている(易

傑雄･李維香, 1995),一方,農村は,基本的に自給自足的な自然経済であり,市場経済は

未発達である｡伝統文化は人々の経済活動方式や価値観などにまだ強い影響を与えている

(劉精明1996),都市出身の大学生は西洋的金銭倫理を強く肯定し､農村出身の大学生は
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儒教的金銭倫理を強く肯定するという結果は,このような都市と農村の間の市場経済･文

化発展における大きな格差から解釈される｡

また,中国では､暮らし向きの豊かな家庭で育てられた大学生は,西洋的金銭倫理とし

ての金銭的な｢成功｣を高く評価している.それは,改革開放以来､ ｢まず一部の人に富が

もたらされる｣ ｢富は栄光だ｣という政策のもとで,豊かな家庭出身の大学生は,金銭的な

｢成功｣のメリットを自分自身で体験してきたからかもしれない｡

一人っ子家庭の中国人大学生は､お金を｢慎重･計画｣的に使う傾向が弱い｡これは､

現在の中国における一人っ子に対する家庭教育の現状を透視していると解釈できよう｡

1970年代末以降の｢一人っ子政策｣の浸透による少子化は,わが子に少しでも高い社会的

地位を得させようとする親心を刺激し, ｢望子成竜｣ (子どもが竜になるのを望む)という

古い意識は,家庭の中で以前よりもさらに強くなっている(章永生, 1989)｡親たちは, ｢望

子成竜｣の望みを叶えるために,子どもの学業だけを重視し,子どもを｢小皇帝｣のよう

に溺愛し,子どもからの物質的な要求をできるだけ満足させようとしている(張華, 1997),

このような家庭教育は,一人っ子である大学生のお金の慎重的･計画的な使い方の欠如を

もたらしていると考えられる｡だが,家庭教育は具体的に大学生の金銭観にどのような影

響を及ぼしているのか｡これを明らかにするために､本研究では､第6章で実証的な分析

を行った｡

<注>

(1)日本の大学生の場合, ｢学年｣が高いとお金を慎重に計画的に使う意識が弱いという

結果になったのは､高学年の回答者の中に定職をもちかなりの所得がある社会人学生

が含まれていたためかもしれない｡
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第3部　経済教育と金銭教育に関する日中比較
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第5章､学校における経済教育

第2章では,経済学知識が日中両国の大学生の市場経済観に最も大きな影響を及ぼして

いることを明らかにした｡学校における経済教育は経済学知識を獲得する重要なルートで

あると考えられる｡従って､両国における大学生の経済的価値観の違いを明らかにするに

は,両国で経済教育がどのように実施されているかを考察することが必要であろう｡

本章では､両国の大学生を対象とした｢経済学理解力テスト｣の結果を分析した上で､

学校教育における経済教育の実施概況を考察する｡そして,それらに基づいて中国の経済

教育-の示唆を得たい｡

第1節　大学生に対する｢経済学理解力テスト｣の結果

日本の経済学教育学会｢経済教育に関する教材研究部会｣は,大学生の経済学に関する

理解力を調査するために, 30設問から構成された｢経済学理解力テスト｣の問題集を用い

て, 1992年と1994年に2回のテストを全国的な規模で実施した｡平均正答率は,第1回

が37.7%,第2回が33.7%であった(山岡,1993a, 1993b),その部会の有力メンバーであ

る山岡は,中国で日本と同じ問題集を用いて1993年と1995年に2回の｢経済学理解力テ

スト｣を行った｡平均正答率は､第1回が39.3%,第2回が37.8%であった(山岡,1995),

山岡(1995)は, ｢経済学理解力テスト｣の結果を日中比較して,次のように指摘してい

る｡平均正答率は日中両国の間に大きな差がなかったが,財政政策や金融政策といった経

済政策に関して,中国の大学生はまだ理解が低い傾向にあった｡しかし､中国での2回の

テストは,重点大学における経済学部の新入生のみを対象としていた｡

本研究では,経済学部だけでなく､様々な学部および各学年を含んでいる日本と中国の

大学生を対象とし､ ｢経済学理解力テスト｣を実施した｡なお,調査の方法と内容について

は､序章第4節に述べているので,ここでは詳細な説明は省略する｡

本節では､両国のテスト結果を2つの側面から比較する｡すなわち､一つは全体の正答

率,いまひとつは学生の属性別比較である｡
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1.正答率の日中比較

表5-1は中国と日本での設問別の正答率を示している｡それによれば､日中大学生の全

体の｢経済学理解力テスト｣の平均正答率は､中国が36.5%,日本が35.9%であった｡両

国とも,平均正答率は低かった｡また両国の間には, 0.6ポイントというわずかな差しか

なかった｡各設問の正答率をみると,両国の正答率の差は10ポイント以内にほとんどが収

まっていた｡ 10ポイント以上の差のあった設問は､設問19番の金融政策に関する問題と

設問22番のインフレに関する問題の2問だけであった｡日中両国の大学生の｢経済学理解

力テスト｣の結果は,かなりの類似性がみられたといえる｡

表5-1設問別の中国と日本の正答率く単位%)
設 問 番 号 中 国 日本 (中 空 日) 蔓 設 問 番 号 中 国 日本 (中 ≡ 日)

52 . 1 4 7 . 6 4 . 5 …
I

1 6 3 8 ▼ 3 1 . 5 7 . 4

i
6 2 . 4 5 4 . 7 7 . 7 1 7 2 9 . 0 3 0 . 4 ー0●4

i

3 9 . 7 3 9 . 5 0 . 2
1 8 6 1 . 4 5 8 . 6 2 0. o

5 3 . 1 4 8 二 4 . 6 …

!
5 7 . 2 5 2 . 4 ◆8

2 0 2 1 . 0 2 2 . 3 - 1 . 3

5 1 . 5 4 8 . 6 2 . 9 2 1 2 2 . 6 1 8 . 4 4 . 2

3 7 . 9 3 1 . 9 6 . 0 〒 22 4 8 . 7 3 8 . -! ∴±巾

､ 3 2 . 8 3 3 . 2 ー0 ●4
盲 23 1 1 . 3 1 8 . 6 - 7 . 3

2 7 . 1 3 9 . 2 ー2 ●1 24 3 1 . 2 2 6 . 0 5 . 2

1 0 5 4 . 3 4 6ー 7 . 6 2 5 3 2 . 5 3 8 . 6 - 6 ー1

1 1 ノ4 3 . 7 4 8 . 3 - 4 . 6 … 2 6 2 9 . 1 3 1 . 5 - 2 . 4

I
1 2 2 6 . 2 2 4 . 5 1 . 7 i

圭 2 7 4 8 . 6 3 9 . 8

…
13 1 2 . 4 1 7 . 4 - 5 . 0 ≡… 2 8 4 0 . 6 4 3 . 4 - 2 . 8

1 4 1 0 . 3 1 8 . 6 - 8 . 3 !I 2 9 3 5 . 4 3 8 . 9 - 3 . 5

i
1 5 2 8 . 3 2 3 . 7 4 . 6

!
3 0 3 1 . 2 2 8 . 7 2 . 5

3 0 設 問 の 平 均 正 答 率 ‥ 中 国 ‥3 6. 5 ､ 日本 ‥35 . 9 人 数 : 中 国 ‥N= 7 2 5 ､ 日本 ‥N = 3 2 8

次に､表5-2は中国と日本での経済学的項目分類別の正答率を示している｡日本と中国

のテスト結果を比較すると,両国とも､全体の平均正答率(中国:36.5%,日本　35.9%)

を上回っていた項目は,項目Aの｢基礎的経済問題｣ ､項目Dの｢市場の失敗,外部性,

政府の介入と規制｣ ,項目Fの｢マクロ経済の測定｣ ､項目Gの｢総供給,生産能力,経

済成長｣であった｡両国とも正答率が最も低い項目は､項目Jの｢金融･財政政策と経済

安定化政策の諸問題｣であった｡

また,ミクロ経済学に関する項目については, 5つの項目の得点差は, 5ポイントを越

78



えておらず,両国の平均正答率ほぼ同程度であった｡しかし､マクロ経済学に関する項目

については､両国の平均正答率は少し異なっている｡日本は中国よりも､項目Hの｢総需

要に対する所得･支出アプローチと財政政策｣と項目Jの｢金融･財政政策と経済安定化

政策の諸問題｣で得点は高かった｡それに対して,中国は日本よりも,項目Fの｢マクロ

経済の測定｣と項目Gの｢総供給､生産能力､経済成長｣で得点が高かった｡このことか

ら,中国の場合では､金融･財政政策といった経済政策の問題に弱いことがわかる｡もっ

とも,マクロ経済問題における5つに分類された経済学的項目の平均正答率を全体的にみ

ると,両国の正答率の差は10ポイント以内に収まっており､その差は大きな差ではない｡

表5-2　経済学的項目分類別の中国と日本の正答率(単位%)

2.属性別の正答率の日中比較

ここでは,｢経済学理解力テスト｣の正答率を,大学生の所属する学部の違い(経済学部

とその他の学部)と､1年から4年までの学年による違いを検討する｡

表5-3は,学部別･学年別の正答率を示している｡まず,学部別の正答率をみると,

中国の場合,経済学部の正答率が43.,その他の学部の正答率が29.であった｡経済学

部の正答率は他の学部より約13ポイントも上回った｡これに対して,日本人大学生の正答

率は,経済学部が41.,その他の学部がQfilQ｣
｡u.1/oであり,両者の差は約11ポイントであっ

た｡中国も日本も,経済学部に所属する大学生は正答率が高く,経済学の学習の成果がこ
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こに現われている｡しかし､中国では日本と比べ,経済学部と他の学部の間には､正答率

の差が大きい傾向にあった｡

各学年の正答率をみると,中国では, 2年生(38.5%), 3年生(37.3%), 4年生(39.7%)

の間には,正答率の差があまりないのに対して､ 1年生の正答率は30.5%と､上級学年と

比べて約8ポイントも低かった｡一方,日本では､ 1年生から4年生までの間で,正答率

は中国のような大きな差がみられなかった｡,

表 5 - 3 日 中全 体 ■学 部 別 ■学 年 別 の 正 答 率 (単 位 % )

国別 全廃 学部別 学年

経済学部 他 の学部 1 年生 2 年生 3 年生 4 年 生

中国 36 .5 43 .4 2 9. 6 30 .5 38 .5 37 .3 39 . 7

7 25) (2 42 (4 83 ) (192 (164 ) 1 21 (248 )

日本 35 .9 4 1. 7 ′3 0 .1 3 4. 2 3 6.9 35 . 1 3 7. 4

(3 28 ) (100 ) (22 8) (93 86 ) 8 9 (59 )

注: ()の中の数字は人数である｡

さて,中国の1年生はどのような経済学の問題を苦手としているのだろうか｡以下では,

｢経済学理解力テスト｣の問題集の経済学的項目分類に基づいて,日本の1年生と比較し

ながらそれを検討する｡

表5-4は,経済学的項目分類に関する日中大学生の1年生の正答率を示している0

経済学的項目分類に関する日中大学生の1年生の正答率(単位%)
経済学的項目分類 中国 ■ 日本 得点差

ミ 毒A●革礎的経済問題 45.4 43.2 2.2

ク 蔓…B■市場と価格機構 31.6 30.3 1.3
…
ロ …C●費用､ 収入､ 利潤極大化､ 市場構造 26.2 27.1 ー0●9
!

経 !D●市場の失敗､ 外部性､ 政府め介入と規制 36.9 40.1 -3.2

)
済 I!E●所得分配■と政府による所得再分配 33.5 28.2 5.3

…言 † F●マクロ経済の測定 41.8 4 3.6 -1.

ク I…G●総供給､ 生産能力､ 経 済成長 37.2 34.5 2.7

i
ロ
妻H●総需要に対する所得 ●支出アブ ロ▲ーチ と財政政策 ′ ……≡莞

‡経 書Ⅰ●総需要に対するマネタリー ●アプローチ と金融政策 ■▼■′■■■ヾく

演
…J●金融 ●財喫政策と経済安定化政策の諸問題 抑 I::▼=L:I

平均iE 答率 30.5 34.2 -3.7

表5-4

表5-4によれば,中国の1年生は､項目Hの｢総需要に対する所得･支出アプローチ

80



と財政政策｣ ､項目Ⅰの｢総需要に対するマネタリー･アプローチと金融政策｣,項目J

の｢金融･財政政策と経済安定化政策の諸問題｣の正答率は良くなかった｡しかも､この

3つの項目を日本の1年生と比べると､中国の1年生の正答率は大きく下回っていた｡つ

まり,中国の1年生は,近代経済学における財政政策や金融政策といった経済政策(項目

Hと項目J)に弱く,応用的な経済問題(項目Ⅰ)を苦手にしていた｡

以上, ｢経済学理解力テスト｣の正答率の日中比較の結果は､次のようにまとめられる｡

第1に,両国の大学生全体の正答率は､ほぼ同一であった｡この傾向は,山岡(1995)

の調査の結果と一致している｡

ところで,この｢経済学理解力テスト｣の30設問の内容は,中国では｢西方経済学｣

と名付けられている近代経済学に関するものである｡中国では､これまで,資本主義経済

体制と西方経済学を批判しながら形成されてきたマルクス経済学がまだ主流である伊秀

艶, 2001),このような状況の中で,山岡は,中国人大学生の近代経済学に対する理解力

が自本と同じ傾向にあったことに対して,次のように解釈している｡ ｢中国は,生産手段の

公有制を堅持しつつ,市場経済を導入する新しいタイプの経済体制である社会主義市場経

済を採用しているが,市場化の進展に伴い,市場経済を前提とする近代蜂済学の内容は,

学習しなくても,体験的に理解できる部分も出てきている｣ (山岡, 1995, 109頁)｡また,

｢大学での西方経済学の学習の比重が増加しつつあり､また他方では,現実の経済が市場

経済化されていく中で､中国の学生は,近代経済学を理解しやすい状況になってきている｣

(山岡, 1995, 109-110貢)0

第2に,日本と比べ,中国では,学部間および学年間で正答率の差が大きく､非経済学

部の学生は経済学部の学生よりも, 1年生は上級生よりも,それぞれ正答率が低かった｡

また,経済学の内容領域別には,財政政策や金融政策とい⊥,た経済政策に関して､中国の

1年生は日本よりも正答率がかなり低かった｡

これらの結果を考え合わせると,大学入学段階での経済学に関する理解度において,両

国に実質的な差異があると思われる｡つまり,日本の大学生は,高校卒業段階でかなりの

レベルの近代経済学に関する知識を獲得していると思われるのに対して､中国の大学生は,

高校卒業までは近代経済学の知識が欠如し､応用的な経済問題が苦手であると言えよう｡

このような差異が生まれる背景を考察するためには,大学入学以前の両国の学校教育に

おける経済教育の実施状況を検討する必要がある｡
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第2節　学校における経済教育の概況

日中両国では,学校における経済教育はどのように実施されているのか｡それを質的か

っ量的に充分言い尽くすのは困難である｡それゆえ,本節では,両国における経済教育に

関する課程の設置状況,目標,内容の3つを簡潔に整理し､検討することとする｡

1.経済教育に関する課程の設置状況

日本の学校では,経済教育は独立した教科や科目とはなっていなv†が,小･中･高校の

全段階で,社会科教育の中の極めて重要な部分を占めている(山根, 1988)｡現行学習指導

要領では､小学校の生活科(1年-2年) ･社会科(3年-6年)､中学校の社会科(主に

公民的分野)､高校の公民科(主に政治･経済,現代社会)の内容において,経済に関わる

ものが多くある｡例えば,小学校の生活科と社会科では｢消費生活や生産活動｣ ｢産業学習｣ ,

中学校の社会科では｢国民生活の向上と経済｣､高校では｢現代社会｣で｢国民福祉と政府

の経済活動｣ ｢国際経済の動向と国際協力｣ ･ ｢政治･経済｣で｢現代の経済と国民生活｣な

ど､といった具合である｡さらにまた,小学校では家庭科(5年-6年)､中学校では技術･

家庭科,高校では家庭科において,家庭生活や消費行動について学習している(1)

これに対して,中国では,主に高等学校の段階,それも第1学年だけで,思想政治教科

における経済常識部分においてのみ経済教育が実施されている｡

2.経済教育の目標

日本では,小･中･高校における経済教育の目標は,近年,学生の科学的な経済認識の

形成にとどまらず､現代社会における経済問題に対する合理的な意思決定能力,言い換え

れば経済思考力の育成を重点としている｡これは,新訂の小･中･高校学習指導要領(平

成10年)と旧学習指導要領(平成元年)を比較するとより明確である｡

小学校では,経済教育などを通して,旧学習指導要領では｢地域社会を大切にする態度

を育てる｣となっていたが,新学習指導要領では｢地域の∵員としての自覚をもつように

する｣となっているoまた,宮原(2000)が指摘するように,旧学習指導要領では｢--･

を調べて--･に気づくようにする｣となっていたが,新学習指導要領では｢･日日見学した

り調査したりして--考えるようにする｣となっている｡このことは,子どもたちが主役

となって,理解にとどまらずより深く考えることを目指すということを示している｡
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中学校では,新学習指導要領の｢公民的分野の目標(4)｣の｢様々な資料を適切に収集､

選択して多面的,多角的に考察｣ ｢適切に表現する能力｣の部分は､旧学習指導要領にはな

かった｡この部分は､学習の過程を大切にし､問題解決的な能力の育成を重視したり自己

発信力を高めたりすることを目指して新たに付け加えられたものである｡

高校では､新学習指導要領は,今後一層激しい変化が予想される社会において､主体的･

創造的に生きていくために,今まで以上に,自ら考え,判断し,行動できる資質や能力の

基礎としての見方や考え方を深めることが,各科目に要請された｡これにしたがって､政

治･経済的分野の目標に関して,現行学習指導要領では次のようなポイントを充実するこ

とにした｡すなわち, ｢諸課題について主体的に考察させ､公正な判断力を養う｣ (表5-

5)という部分には, ｢主体的に｣という文言が新たに加えられた｡ ｢これは､生徒が現代

社会に関心をもって意欲的に課題追求を行うことを求めた教科目標の改善を受けて｢政

治･経済｣の目標にもその趣旨を示すために加えたのである｣ (2)と解釈されている｡

表 5ー5 日本 と中国の高 校 に おける経済教 育の 目標

日本 中国

教痕 公民科における政治経済 思想政治における経済常識

目標 広い視野に立つて,民主主義の本質に マルクス主義経済学の基本的な観点に依拠 し､ 郡

関する理解を深めさせ､現代における政 小平の中国特色がある社会主義を建設する経済理論

治､ 経済､ 国際関係などについて客観的 を指導させ､ 公民の経済生活 と密接的に関連する社

に理解 させ るとともに､それらに関する 会主義市場経済の基礎知識を教え､ 社会主義経済制

諸課題について主体的に考察 させ､公正 度の基礎､ 社会主義市場経済の基本的特徴､ 国家の

な判断力を養い､良識ある公民として必 経済建設の概況などについて理解 させるとrともに､

要な能力 と態度を育てる0 経済現象を考察させ､ 経済活動に参与する能力を高

め､ 社会主義現代化建設に貢献する志向を育てる○

注:日本では､ ｢高等学校新学習指導要領｣より作成｡中国では, 1996年に改訂された｢思想政治課程標

準(高校の経済常識)｣により作成｡

一方,中国の経済教育は,どのような目的を重点としているのだろうか.表5-5に挙

げられている日中両国における高校段階の経済教育目標を照らし合わせることにより,両

国の間の違いが浮かび上がってくる｡日本では,高校段階の経済教育の目標は,先に述べ

た学習指導要領改定のポイントを考え合わせると,現代日本と国際社会政治･経済に関す

る諸課題について主体的に考察すること,公正な判断力を養うこと,というような経済思

考力の育成を重点としている｡これに対して,中国では､経済教育の目標としては, ｢経済

現象を考察させ,経済活動に参与する能力を高める｣ (表5-5)ことが掲げられているも
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のの,マルクス主義経済学の教えが基本であり,経済問題を主体的に考察させ,公正な判

断力を養うことは欠如しているように思われる｡また,経済常識科目の性質と地位に対し

ては, ｢経済常識は,高校第一学年に設置されている思想政治課程であり,高校生に対する

マルクス主義経済常識を教える公民道徳教育の必修課程であり,高校の徳育の主要なルー

トの一つである｣ (3)と書かれている｡以上のことから､中国の経済教育は,マルクス主義

経済学を教え,それを通して､社会主義市場経済に対する認識と理解を深めることが主要

な目的とされているといえよう｡

3｡経済教育の内容

日本の中学校と高校段階での経済教育の内容は,表5-6に示したとおりである｡表5

- 7は､中国の高校段階での経済教育の内容を示している｡以下では,主に両国における

経済教育の内奏体系の構成と内容特徴の2つの側面から比較する｡

(1)内容体系の構成

日本の中学校と高校の新学習指導要領では,中学校の経済教育の内容は, ｢市場と価格｣

及び｢市場の失敗｣などに対応したものであり, ｢主にミクロ経済の観点を中心に経済社会

についての認識を深める｣ (4)のに対し,高校の内容は, ′｢経済成長と景気変動｣, ｢金融･

財政政策｣などに対応した｢主にマクロ経済の観点を中心に扱う｣ (5)ものである｡また,

｢国際経済の中の高度な学習になりがちな内容については高等学校公民科に移行統合｣ (6)

された｡つまり,日本の経済教育の内容は,アメリカと同様に近代経済学の新古典派の学

問体系に依拠したものである(宮原, 2002),

一方,中国では, 1996年に改訂された思想政治課の課程標準では,高校の経済常識は,

以前のマルクス主義政治経済学の｢資本主義部分｣と｢社会主義部分｣に分かれた内容体

系を廃棄し,代わりに｢経済に関する基礎理論(市場経済一般)｣と｢社会主義市場経済常

秩(市場経済特殊)という両部分で組み立てられている｡しかし､この両部分には,近代

経済学におけるミクロ経済内容が主に増加しているが,マクロ経済内容は欠如している傾

向がみられる.また-,ミクロ経済学の内容は増加しているもののまだ不充分である.例え

ば､経済常識教科の教材の中には, ｢市場経済の構成要素(市場主体､市場客体,市場構成,

市場規則､市場のマクロ的管理など)のみを触れているが,市場経済の運行方式(市場機
/

能,市場価格の形成､市場価格の変動規律,価格の資源配分に対する役割など)は述べら

れていない｣ (7)のである｡しかも､経済常識課の課程標準では, ｢マルクス主義経済学の基
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本的な観点に依拠し､郡小平の中国特色がある社会主義を建設する経済理論を指導させ､

公民の経済生活と密接的に関連する社会主義市場経済の基礎知識を教える｣ (表5 - 5)と

規定され,マルクス主義経済学の基本的な観点とそれに基づいて開発された社会主義市場

経済の理論が主軸となり,経済常識教科の内容を貫通しているといえる｡以上のことから,

現在中国の経済教育は,市場経済に関する内容は増加されてはいるが,社会主義的方向性

を堅持しており,マルクス主義政治経済学がまだ主要な内容となっていると思われる｡

(2)内容上の特徴

日本では､新学習指導要領では､中学校も高校も,社会の変化-の対応という視点を重

視している｡中学校の公民的分野では, ｢現代日本の発展に伴う国民生活の変化や国際社会

の変容及び国際化,情報化など現代社会の特色をとらえる項目を新設した｣ (8)高校の新

学習指導要領では,表5-6に示しているように｢現代の日本経済及び世界経済の動向に

っいて関心｣を強調しており, ｢資本主義経済と社会主義経済の変容｣, 21世紀の日本や世

界における頗る大きな経済問題であり人類的な課題でもある｢環境｣ ｢人口｣ ｢食糧｣ ｢核兵

器と軍縮｣ ｢経済摩擦｣などが取り上げられている.これをみると,日本の中学校と高校に

おける経済教育の内容は,時代課題性を強く強調するという特徴がみられる｡宮原は, ｢時

代課題性とは, A･スミス(Smith,A.)もK･マルクス(Marx.K.)も環境問題など思い

もしなかったように､時代の変化によって経済学や経済教育が対象とする内容は当然変化

すべきことを意味している｣と解釈している(宮原, 2002, 138頁)0

また,日本が経済教育の内容における時代課題性を重視することは､様々な経済問題に

興味や関心を持ち､主体的かつ意欲的に取り組み解決しようとする経済思考力の育成のた

めであると考えられる｡その実現は,中学校の新学習指導要領の｢基礎的･基本的な内容

に厳選し,学び方や調べ方の学習､作業的､体験的な学習や問題解決的な学習など児童生

徒の主体的な学習を一層重視する｣ (9)こと,高校の新学習指導要領の｢各科目の指導に当

たっては､情報を主体的に活用する学習活動を重視するとともに,作業的,体験的な学習

を取り入れるよう配慮するものとする｡そのため,各種の統計,年鑑､白書､新聞,読み

物その他の資料に親しみ,活用すること,観察,見学及び調査･研究したことを発表した

り報告書にまとめたりすることなど様々な学習活動を取り入れるとともに,コンピュータ

や情報通信ネットワークなどを活用して学習の効果を高めるよう工夫するものとする｣ (10)

ことにより,可能となる｡つまり､児童生徒を主体とした学習活動を積極的に導入するこ

とは,日本における経済教育のもう一つの特徴であるといえよう｡
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一方,中国の経済教育では､社会主義市場経済の実践を行っている現状に対応して,先

に述べたように､過去のマルクス主義政治経済学の内容体系を打ち破って,公民の経済生

活と密接に関連する社会主義市場経済の基礎知識が主要な内容として扱われている｡この

意味で､時代課題性は,中国の経済教育の内容における一つの特徴として現われていると

言えよう｡しかし,表5-7に示している中国の経済教育の内容をみると,日本のような｢環

境｣ ｢人口｣ ｢食糧｣ ｢核兵器と軍縮｣など現代社会における経済問題は取り入れられておら

ず,時代課題性は充分であるとは言い難い｡

課程標準は､学生の主体的な学習活動も強調している｡現在の教科書における各課に添

付された練習部分は,過去の課本から既成答案を探すという問題類型に代わって,典型的

な経済現象に対する事例分析,討論,小論文などという問題類型になっている｡しかし､

中国の経済教育は､マルクス主義経済学の基本的観点に基づく徳育の手段であり､選択さ

れた経済現象は,主にマルクス主義経済学の観点で解釈できるようなものである｡例えば,

第2課における練習部分の中の, ｢社会主義国家は,市場経済の発展に強力なマクロコント

ロールを実行できることから､社会主義制度の優越性を証明せよ｣ (ll)という課題について

小論文を完成することは,その代表的な一例であろう｡これに対して,分配の不公平,国

営企業の改革,失業などという敏感な社会経済上の問題は避けられている｡このことから,

課程標準では学生の主体的な学習活動を強調しているものの,主体的な学習活動の真髄で

ある自ら考え,公正的に判断し,行動できる資質や能力の育成という目的を実現すること

ができるのだろうか,と問わざるをえない~｡

なお,中国の経済教育の内容については､もう一つの特徴が挙げられる｡それは,近代

経済学の内容が取り入れられていることに伴い,マルクス主義政治経済学との葛藤が起こ

ってきていることである｡分配の不公平,国営企業の改革､失業などという敏感な社会経

済問題が避けられていることは､その葛藤の結果の現れであろう｡つまり,資本主義の経

済制度の批判として生まれたマルクスの改治経済学の観点に基づいて,中国の市場経済へ

の改革の結果もたらされた様々な社会経済問題を解釈することは,すでに困難となってい

る｡マルクスの政治経済学に関する内容は､アメリカや日本でも経済教育の中に存在して

いる｡しかし,中国ほど近代経済学と葛藤しているわけではない｡その原因として､アメ

リカや日本ではマルクス経済学が一つの学問となっており,経済学は自国の経済制度を解

釈する必要がないことに対し､中国では,経済学がただ単に学問として存在しているので

はなく､経済制度を解釈する義務を負っているからである｡そのために､中国では,主流
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の政治経済学とその位置を狙う近代経済学が激しく論争している｡

■表 5■6 日本の中学校 と高校の新学習指導要領における経済教育内容と関連部分の抜粋

中 学 校 高 校

教科 社会科 (公民的分野) 公民科 ■(政治経済的分野)

内琴 (2 ) 国民生活と経済 (2 ) 現代の経済

ア●私たちの生活と経済 現代の日本経済及び世界経済の動向について関心を

身近な消費生活を中心iこ経済潜動の意 高め､ 日本経済の国際化をはじめとする経済生活の変

義を理解させるとともに､ 価格の働きに着 化､ 現代経済の機能lこつPいて理解させるとともに､ そ

目させて市場経済の基本的な考え方につ の特質を探究させ､ 経済についての基本的な見方や考

いて理解させる○また､ 現代の生産の仕組 ■え方を身に付けさせる○

みのあらましや金融の働きについて理解 ア●経済社会の変容と現代経済の仕組み

させるとともに､ 社会における企業と社会 資本主義轟済及び社会主義経済の変容､ 国民経済に

的責任について考えさせる○その際､ 社会 おける家計､ 企業､ 政府の役割､ 市場経済の機構と限

生活における職業の意義と役割及び雇用 界､ 物価の動き⊥経済成長と景気変動､ 財政の仕組み

と労働条件の改善について､ 勤労の権利と と働き及び租税の意義と役割､ 資金の循環と金融機関

義務､ 労働組合の意義及び労働基準法の精 の働きについて理解させ､ 現代経済の特質について探

神と関連付けて考えさせる0 究させるとともに､ 経済活動の在り方と福祉の向上と

イ●国民生活と福祉 の関連を考察させる0

国民生活と福祉の向上を図るために､ 国 イ●国民経済と国際経済

や地方公共団体が果たしている経済的な 貿易の意義と国際収支の現状､ 為替相場の仕組み､

役割について考えさせる0 その際､ 社会資 国際協力の必要性や国際経済機関の役割について理解

本の整備､ 公害の防止など環境保全､ 社会 させ､ 国際経済の特質について探究させるとともに,

保障の充実､ 消費者の保護､ 租税の意義と 国際経済iこおける日本の役割について考察させる0

役割及び国民の納税の義務について理解 (3 ) 現代社会の諸課題

させるとともに､ 限られた財源の配分とい ア●現代日本の政治や経済の諸課題

う観点から財政について考えさせる○ 大きな政府と小さな政府､ 少子高齢社会と社会保障､

住民生活と地方自治､ 情報化の進展と市民生活､ 労使

関係と労働市場､ 産業構造の変化と中小企業､ 消費者

問題と消費者保護､ 公害防止と環境廃全､ 農業と食料

問題などについて政治と経済とを関連させて考察させ

る○

イ●国際社会の政治や経済の諸課題 ■

地球療境問題■■核兵器と軍縛､ 国際経済格差の是正

と国際協力､ 経済摩擦と外交､ 人種 ●民族間題国際社

会における日本の立場と役割などについて､ 政冶と経

癖とを関連させて考察させる○
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表5-7　中国の思想政治課課程標準(高校の経済常識)における経済教育の内容

教科　　思想政治(経済常識的分野)

前言

第1部分(基本的理論)

第1課　商品と商品経済

第2課　社会主義初級段階の経済制度

と社会主義市場経済

第2部分(具体的知識)

第3課　企業と経営者

第4課　産業と労働者

第5課　財政･租税と納税者

第6課　銀行と貯蓄者

第7課　商品サービス市場と消費者

第8課　世界市場とわが国の対外貿易

(1)経済に関する基本的理論

ア.商品と商品経済(第1課)

マルクス主義政治経済学に基づく商品,通貨,価

値規律,労働価値論について理解させる｡

イ.社会主義初級段階の経済制度と社会主義市場

経済(第2課)

現段階の経済制度,饗本主義市場経済の機能･特

徴と限界,社会主義市場経済の特徴｡

(2)社会主義市場経済常識

ア｡生産領域(第3課,第4課)

企業､産業構造,労働者の権利と義務.労働者の

就職と社会保障体制について教える｡

イ｡配分領域(第5課､第6課)

国民収入の再分配,財政の役割及び租税の意義と

役割,金融機関,納税者と貯蓄者について理解させ

る｡

ウ.交換･消費領域(第7課)

商品サービス市場の範囲･役割と交易原則,消費

者の合法権利と消費者保護,家庭と個人の消費内容

などについて理解させる｡

エ.国際経済領域(第8課)

国際市場の類型と特徴､国際貿易機関と金融機関.

国際市場価格.為替相場,中国の対外貿易,経済摩

擦などについて理解させる｡

注: 1996年に改訂された思想政治課課程標準(高校の経済常識)より作成｡

以上の経済教育の実態に関する考察の結果から,日中両国の間の違いを次のようにまと

めることができる｡

まず､経済教育の課程設置について違いがある｡日本の経済教育は,小･中･高校の全

段階の社会科教育で実施している｡これに対して､中国では,主に高等学校の段階､思想

政治教科における経済常識部分においてのみ経済教育が実施されている｡

次に､経済教育の目標についても違いがある｡日本では,科学的な経済認識の形成にと

どまらず､経済思考力の育成も目的とされている｡それに対して,中国の経済教育は,マ

ルクス主義経済学に基づく社会主義市場経済体制に対する認識と理解が主要な目的とされ

ている｡

第3に,経済教育の内容にづいても違いがある｡日本の経済教育は,近代経済学に関す
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るミクロ経済学とマクロ経済学の知識を教えるようになっている｡それに対して､中国の

経済教育は,近代経済学に関する内容は増加しているもののまだ不充分であり,マルクス

主義政治経済学の観点がまだ主要な内容となっている｡また,経済教育の内容は､時代課

題性と学習活動の主体性が重視されているが､日本とは異なる点もある｡つまり,それら

について,中国のほうはまだ不充分である｡なお,マルクス主義政治経済学の内容と近代

経済学の内容が矛盾の中で並存していることも指摘される｡

第3節　中国の学校教育への示唆

両国の大学生｢経済学理解力テスト｣の結果と学校教育における経済教育の現況の比較

から,中国の経済教育に対して,次のような示唆が得られるであろう｡

第1に,経済教育によって培われる経済的公民の資質は,小学校段階から高等学校段階

まで累積的に育成すべきものである(宮原, 2002),両国の大学生｢経済学理解力テスト｣

の結果によると,中国人大学生よりも日本人大学生のほうは,大学入学前の段階でかなり

のレベルの近代経済学に関する知識を獲得し,応用的な経湊問題に対する理解度も高い傾

向がみられた｡これは,小･中･高校全段階での経済教育の一つの効果であると言えよう｡

しかし,現在の中国の学校教育における経済教育は,主に高等学校の段階,それも第1学

年だけで実施され,他の人文･社会科学に比べて､学校教育-の関与が薄かったことは否

めない事実である｡中国では､子どもの発達や教えるべき内容の順序性･整合性を考慮し､

そして､小･中･高校一貫して経済教育を実施する必要性を検討すべきであろう.

第2に,日本では,経済教育は､学生の科学的な経済認識の形成とともに,経済思考力

の育成を重点とすることが目的となっている｡日本における経済教育研究の第一人者であ

る山根栄次は,経済教育は｢一口で言えば,子どもたちが将来立派な消費者,立派な生産

者,立派な公共人となるように経済的社会化を援助すること｣ (山根栄次, 1990, 67頁)

であると述べているoこのことばは経済教育の目的をより鮮明に理解させてくれる.一方,

中国では,経済教育は徳育の一つの手段となっており,マルクス主義政治経済学及びそれ

に基づいて生まれた社会主義市場経済理論に対する認識と理解が主要な目的とされている｡

このような経済教育の目的は,政治観の育成を重点としている傾向に偏っていると言って

も言い過ぎではない｡これからの中国の経済教育は,政治観の育成だけでなく,科学的な
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経済認識と経済思考力を持つ経済的公民の養成を重点的な目標とすべきであろう.

第3に,中国では,計画経済体制から市場経済体制-の転換に伴い,人々は,マルクス

主義政治経済学の観点で解釈しにくい数多くの現実的な経済問題に直面している｡生徒に

科学的な経済認識の能力を形成し,現実の経済問題を合理的･実践的に解決する能力を育

成するためには,中国の経済教育に,時代課題性や学習活動の主体性を体現する内容を充

分に取り入れる必要性があり､さらに,欧米の経済学の内容を増加させる必要性もある｡

なお,社会主義の道を堅持しつつ資本主義の市場経済を展開している現実において､欧米

の経済学の内容を増やしながらマルクス主義政治経済学と調和をさせることは､現在の中

国における経済教育の重要な課題となってきている｡

<注>

(1)本論文では,日本における家庭科,技術･家庭科については十分に考察することができ

なかった｡これについては,後日を期したい｡

(2)文部省1999, 『高等学校学習指導要領解説一公民編-』,実教出版株式会社, 78貢｡

(3)小学思想品徳と中学思想政治教材編集委員会編1997, 『全日制普通高級中学思想政治

(第1学年　上冊) ｢教師教学用書｣』,人民教育出版社, 1頁｡

(4)渋滞文隆･佐伯真人･大杉昭英　2000, 『中学校新教育課程の解説　社会』,第一法規,

168頁｡

(5)渋滞文隆･佐伯真人･大杉昭英　2000, 『中学校新教育課程の解説　社会』,第一法規,

168頁｡なお,この内容については, 『高等学校学習要領』 (文部省, 1999年3月)の

｢第3節　公民,第3　政治･経済｣の｢内容の取扱い(2)のイ｣に明示されてい

る｡

(6)文部省1999, 『中学校学習指導要領解説一社会編-』,大阪書籍株式会社, lo貰o

(7)注(3)同書, 15頁｡

(8)注(4)同書, 11貢｡

(9)注(6)同書, 3頁｡

(10)注(2)同書116頁｡

(ll)小学思想品徳と中学思想政治教材編集委員会編, 1997, 『全日制普通高級中学教科書｢思

想政治｣第1学年(上冊)』,人民教育出版社, 64頁｡
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第6章　家庭における金銭教育

中国では権力本位が徐々に打ち破られ,貨幣本位とされている市場経済社会の下で､人々

の金銭を追求する意欲は益々高まっている(董志凱1995),日本でも､消費社会の時代に

なり,人々の欲望は限りなく解放されている(千石1998),このような現実における日中

両国の大学生は,どのような金銭観を持つべきなのだろうか｡

山村(1974)は,お金は人生や人間の生活にとって必要不可欠な手段であることを認め

ることが大前提であり､この前提に立った上で,お金を人間の精神的な価値や人格的な価

値に従属するべきという金銭観を提唱している｡また,浅野(1996)は､健全な金銭観と

は,金銭の価値や役割を正しく理解することであり,金銭を勤労の正当な報酬としてとら

えることであると述べ､さらに,拝金主義や排金主義はともに金銭に対する偏った見方で

あり,勤労の対価であるお金を大切にし,上手に生かして使うべきである,と指摘してい

る｡

これらに指摘されているような金銭の価値や役割を正しく理解し自己の金銭をコントロ

ールできるようにすることは,両国の大学生にとって必要であろう｡

ところが,中国人大学生は､積極的な金銭観を持っているとは言い難い｡第3章で日中

両国の大学生の金銭観を比較した結果,日本人大学生では西洋的金銭倫理と儒教的金銭倫

理は調和的に共存しているのに対し､中国の大学生では,それら心木目互に対立している傾

向があり,お金を使う際に計画性や慎重さが薄いことが明らかになった｡

第4章での分析の結果明らかになったように､中国人大学生のこのような金銭観の形成

に対して,日本では見られなかった, ｢家庭の暮らし向き｣, ｢一人っ子｣という家庭背景の

要因が大きな影響を及ぼしていた｡つまり,豊かな生活をしている家庭と一人っ子の家庭

に育てられた大学生は､お金を慎重･計画的に使う傾向が弱く､金銭的な｢成功｣を高く

評価しているのに対して,非一人っ子の家庭と｢普通｣あるいは｢貧しい方｣の家庭で育

った大学生は,お金を慎重･計画的に使う傾向が強く､金銭的な｢成功｣は｢副次的｣で

あるという儒教的金銭倫理に好意的であった｡これらの要因の中で,特に｢一人っ子｣と

いう要因の背後には,家庭の金銭教育の在り方が潜んでいるように思われる｡

そこで,本章では､金銭をめぐる親のしつけの視点から両国の家庭の金銭教育を比較す

る｡具体的には,両国の大学生が大学に入学するまでに金銭をめぐって親からどんなしつ

けを受けたかを分析し､親のしつけに影響を及ぼす諸要因を検討する｡さらに,親のしつ
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けのパターンが大学生の金銭観にどのような影響を与えたかを分析する｡それらの分析結

果を踏まえて中国の家庭における金銭教育-の示唆を得たい｡

第1節　金銭をめぐる親のしつけのパターン

清水(1983)は, ｢子どもの学業に対する関心｣と｢学業以外の生活面に対する教育的

配慮｣という2軸を分け,家庭における親のしつけを｢自主性尊重型｣ ｢干渉型｣ ｢放任型｣

｢勉強重視型｣の4つのパターンに分類している(図　1)｡

図6-1　親のしつけのパターン
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清水義弘, 1983, 『子どものしつけと学校生活』 113貢をもとに整理

金銭をめぐる親のしつけは,図6 - 1の｢学業以外の生活面に対する教育的配慮｣の軸

における｢自主性尊重型｣ ｢干渉型｣ ｢放任型｣ (勉強重視型を除く)の3つのパターンに含

まれると考えられる｡そして,本研究は､その3つのパターンに対応した金銭をめぐる親

のしつけに関する測定尺度の内容を設定し､日中両国の大学生から親のしつけを調べるこ

とにする｡

さて,大学生は,大学に入るまでに金銭を巡って,親からどんなしつけを受けたのか｡
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本節は,因子分析による金銭をめぐる親のしつけのパターンを析出し,さらに,日中間の

違いを検討した上で､それを明らかにする｡

1.金銭をめでる親のしつけのパターンの因子分析

ここでは,調査対象の両国の大学生(日本:337人,中国:733人)のデータをもとに､

金銭をめぐる親のしつけに関する13項目について日中ごとに因子分析を行った(バリマ

ックス回転)｡その結果､表6-1に示すように,中国と日本とも､ 3つの因子が抽出され

た｡ 3つの因子は,それぞれ｢放任的｣ ｢管理的｣ ｢民主的｣と命名される｡

表6-1金銭をめぐる親のしつけの因子分析(バリマックス回転)

項 目 中国 月本

F 1

放任 的

≡
F 3F 2 的 篭民 主 的 F 1

放 任 的

F 2

管 理 的

F3

民 主 的

お 勤 軍陣つていて､ 如 拙 司争 つTCV ､ないものであつた ら､ す ぐ買づて くれた 0.2 0 ■ ー0.1 5 蕪≡

撃

0

f≠fY=簸

0

鷲妻■

テ→≠±+

覇喜

5e

蔓妻

0.0 0
■ー0.0 4

流 行 の もの を あな た に よ く冥 つ て くれ た 0●
…
≡ -0. 1 2
ち

-0 .
L圭

0. 0 5

欲 しい もの をね だ つ た ら､ す ぐ買 つ て くれ た
!

-0 . 12 … 0. 0 8 - 0 . 10 0 . 0 4

轟な 吻 筆太築こ入ることできたら 欲u 僻 も買うてあプるとよく商 才lた 0.14 - 0 . 14 0 .2 0 - 0 . 2 2

あ な た に小 遣 い を よ く くれ た -0. 1 7 i
0 . 2 3

一0. 10 0⊥11

あ な た の小 遣 い の用 途 につ いて 監 督 ､ 助言 した 0.09 ! O .J 2

…

-0 .0 2 0 . 0 3 卜 毒 0 .2 2

あ な た が お 金 を 無駄 に使 つ た ら厳 し く しか つ た 一0.06 ii 0 . l l - 0 . 0 草

蕪

藁葺

0.0 9

お 金 を 節 約 して ､ 貯 金 を した らよ く褒 めて くれ た 0.0 7
I
I
i
(

0 . 2 1 0 ●2 0 . 22

使 つた 小 遣 い を し つか り記 帳 す る こ と を求 め た 0.2 7
≡
≡
Z

0. 1 6 - 0 .0 0 . 2 6

あ なた が も ら つた お 金 につ い て は ､ 自 由 に使 うこ と を許 して いた 0. 19 0 . 3 5 0●2 0 . 3 5

あ な た に何 か を 買 う とき ､ い つ もあ な た と相 談 して 買 つて くれ た 0 .0 6
I

■壬 l≡壬
0●0 0 ●

0●家 計 の 状況 を あ な た に よ く教 えて くれ た -0.0 6 ー… 0●0 -0 . 0

お 金 に 対す る どん な 考 え を持 つ べ きか を よ く教 え て くれ た -0. 1 8 0●2 ー0●0

固 有 値 2.6 4 2●2 1 . 7 8
I

2 .5 8 … 2. 5 3 1 . 52

2 0 . 2 9 17 . 3 1 3 . 6 7
l

19 .8 3 … 19 . 4 3
I

l l. 7 2寄 与 率

累積 寄 与 率 20. 2 3 7 .6 5 1. 3 2
l

1 9 .8 3… 39 . 2 6 5 0 . 9 8

第1因子には､両国とも､因子負荷量が0.4以上の5項目があり,いずれも親が子ども

の物質的な要求をすぐ満足させることを示しているので｢放任的｣と命名される｡

第2因子については､由子負荷量が0.4以上の項目は､中国では5項目,日本では6項

目ある｡このうち､日本について､ ｢お金に対するどんな考えを持つべきかをよく教えてく

れた｣という項目は､第3因子における負荷量が高く､内容的にも第3因子に帰属すべき

である｡したがって､第2因子には､両国とも同じ5項目を含めることにし,いずれも親
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が子どもの小遣いに関する監督･管理を示していることから, ｢管理的｣と命名できる｡

第3因子には､日中とも､同じの3項目(負荷量が0.4以上)が含まれており､親は子

どもに家計の状況や自分の金銭に対する考え方を教え,相談して物を買うことを示してい

るため, ｢民主的｣と命名できる｡

以上の因子分析の結果により,日中両国とも,金銭をめぐる親のしつけには, ｢放任的｣

｢管理的｣ ｢民主的｣という3つのパターンがあるといえよう｡

2.平均値比較による日中大学生の受けたしつけの違い

ここでは､両国の｢放任的｣ ｢管理的｣ ｢民主的｣という3つの因子得点の平均値と各因

子を構成する各項目の平均値を日中比較し､親のしつけのパターンはどのような違いがあ

るかを検討する｡

表6-2は,日中両国における親のしつけのパターンの因子得点を平均値検定した結果

を示している｡

｢放任的｣なパターンをみると,中国と日本とも,全体の平均値(中国:1.91,日本:

1.63)が4段階評価尺度の中点(2.5)を超えておらず,親は｢放任的｣なしつけのパター

ンが少ないことが認められる｡しかし,日中間に有意差がみられ,日本よりも中国の親の

ほうが, ｢放任的｣なしつけのパターンが多い傾向にある｡また,このパターンにおける各

項目の平均値をみると, ｢あなたに小遣いをよくくれた｣項目の平均値は,日中間に有意な

差がみられないが,その以外,有意な差がある｡特に, ｢あなたが大学に入ることできた

ら､欲しいものを何でも買ってあげるとよく言われた｣項目の平均値については,日中間

.の差が大きい.これは,現在の中国における激しい大学受験競争の下で,親たちは､物質

的な刺激が子どもの勉強を励む一つの手段となっていることが伺われるだろう｡

｢管理的｣なパターンについて､全体の平均値をみると,日本では,平均値が2.57で中

点を超えている｡しかも,その平均値が中国(2.43)より高く,有意な差もある｡つまり,

日本の親たちは中国より, ｢管理的｣なしつけのパターンが多い｡これは, ｢小遣いの用途

について監督,助言をする｣ ｢お金を無駄に使ったら厳しくしかる｣ ｢使った小遣いをし

っかり記帳することを求めた｣という側面から具体的に現われている｡しかし､ ｢お金を

節約して､貯金をしたらよく褒める｣項目の平均値について､中国のほうは日本より上に

回っている｡

｢民主的｣なパターンをみると,全体の平均値(中国:2.38,日本:2.49)は､両国と
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も､中点を超えてない｡両国の親たちは, ｢民主的｣なしつけのパターンが少ない傾向にあ

る｡しかし,日中間に平均値の有意な差がみられ,中国よりも日本のほうは､親が｢民主

的｣なしつけのパターンが多いことが認められる｡だが,このパターンに含まれている各

項目の平均値によれば､日中間には｢何かを買うとき,相談して買う｣項目の平均値の有

意な差がみられるが, ｢家計の状況を教える｣ ｢お金に対する考えを教える｣項目につい

て有意な差がみられない｡

以上で,日本は中国よりも｢放任的｣なパターンが少なく､ ｢管理的｣ ｢民主的｣なしつ

けのパターンが多い傾向にあることがまとめられる｡

表6-2　日中における親のしつけのパターンの平均値検定

親のしつけのパターン 中国　　　日本　　差

｢放任的｣

友達が持っていて,あなたが持っていないものであったら,すぐ買ってくれた

流行のものをあなたによく買ってくれた

欲しいものをねだったら,すぐ買ってくれた

あなたが大学に入ることできたら,欲しいものを何でも買ってあげるとよく言われた

あなたに小遣いをよくくれた

｢管理的｣

あなたの小遣いの用途について監督,助言した

あなたがお金を無駄に使ったら厳しくしかった

お金を節約して,貯金をしたらよく褒めてくれた

使った小遣いをしっかり記帳することを求めた

あなたがもらったお金については,自由に使うことを許していた
_____...　-　--　=-　　　　　　　　　　　　　　　--　　　　　　　　　　　　　　　　　--　　　-　　　　　　　　　　　　　　　　~~~~~~~

｢民主的｣

あなたに何かを買うとき.いつもあなたと相談して買ったくれた

家計の状況をあなたによく教えてくれた

お金に対するどんな考えを持つべきかをよく教えてくれた

1.91　1.63　***

1.71　　　1.36

1.58　　　1.41　**

1.86　　　1.70　**

2. 18　　　1.41

2.21　　　2.28

2.43　　2.57　**

2.43　　　　2.69　***

2.58　　　　2.75　***

2.86　　　　2.71　**

1.85　　　　2.13　***

2.38　　　　2.45

2.38　　2.49　**

2.46　　　　2.69　***

2. 15　　　　2. 19

2.54　　　2.58

注:両国の｢管理的｣全体の平均値(中国:2.43､日本‥2.57)は, ｢あなたがもらったお金については,

自由に使うことを許していた｣項目について､因子分析における負荷量が"-"となっているため,

その項目の平均値を除いて算出したものである　*P<0.05　**P<0.01 ***P<0.001

第2節　しつけのパターンの規定要因

日中両国の親たちは,金銭をめぐって,子どもにしつけをする際に, ｢放任的｣であろう

か, ｢管理的｣ ｢民主的｣であろうか,いずれのパターンにどのような要因が影響を与えて
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いるのか｡本節では､第1節の因子分析から得られた｢放任的｣ ｢管理的｣ ｢民主的｣の3

っの因子得点を基づいて､親の個人属性(職業､学歴)､家庭背景(一人っ子,暮らし向き),

居住地域(都市･農村)という要因を取り上げ,重回帰分析の手法を用いて,それを明ら

かにする｡

従属変数と独立変数及びその数量化の手続きについては,表6 - 3に示すとおりである｡

表 6 † 3 ■しつ けのパ タ■ ンに関す る重回帰分 析 に用 いる変数 一覧

従属変数

｢放任的｣ ｢管理的｣ ｢民主的｣ の因子得点

独立変数

親の個人属性 職業の管理 ●専門職 (ダミー) 管理 ●専門職= 1 その他職= 0

学歴 短大以上= 16 高校 ●専門学校= 12

中学校= 9 小学校 ●無学= 6■

家庭背景 一人つ子 (ダミー) 一人つ子= 1 その他= 0■

暮らし向きの豊かさ (ダミー) とでも豊かな方 ●やや豊かな方= 1

普通 ●やや貧 しい方 ●とても貧しい方主0

一居住地域 都市 (ダミー) 都市= 1 農村= 0

中国と日本ごとの重回帰分析の結果は,表6-4に示している｡親のしつけのパターン

における｢放任的｣ ｢管理的｣ ｢民主的｣の5つの側面を左から順に規定すろ要因を見てい

こう｡

｢放任的｣なパターンについて,両国ともに､家庭の暮らし向きの｢豊かな方ダミー｣

の変数は有意な正の影響を与えている｡すなわち,日中両国における豊かな生活を送って

いる親たちは､ ｢普通｣と｢貧しい方｣の家庭を持つ親より, ｢放任的｣なしつけが多い｡だ

が､中国の場合､ト一人っ子ダミー｣の変数は有意な正の影響を与え,非一人っ子家庭より

もー人っ子家庭を持っている親は｢放任的｣なしつけが多い｡一方､日本の場合, ｢母の学

歴｣は有意な負の影響を及ぼしており,母の学歴が高ければ高いほど, ｢放任的｣なしつけ

が少ない傾向にあった｡

｢管理的｣なしつけのパターンについて､中国の場合, ｢一人っ子ダミー｣ ｢豊かな方ダ

ミー｣ ｢都市ダミー｣の3つの変数は､いずれも有意な負の影響力を持っている｡つまり,

中国では,一人っ子家庭の親は非一人っ子家庭の親より､豊かな生活を送っている親は｢普

通｣と｢貧しい方｣の家庭を持つ親より､都市に住んでいる親は農村の親より, ｢管理的｣な

しつけのパターンが少ない｡それに対して,日本の場合,その3つの変数の影響力がみら
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れないが｣ ｢母の学歴｣は有意な正の影響を与えている｡つまり,日本では､母の学歴が高

ければ高いほど､ ｢管理的｣なしつけのパターンが多い｡

｢民主的｣なしつけのパターンについて,両国ともに, ｢母の学歴｣の変数は有意な正の

影響を与えている｡すなわち､両国における母たちは,学歴が高ければ高いほど, ｢民主的｣

なしつけのパターンが多い｡しかし,日本では｢母の学歴｣以外の変数は有意な影響が見

られないのに対し､中国では,まだト人っ子｣の変数は有意な負の影響があるとみられ

る.つまり､中国における一人っ子家庭を持つ親は､非一人っ子家庭の親より｢民主的｣

なしつけのパターンが少ない｡

以上のことで､次のようにまとめることができる｡日本では,母の学歴がしつけのパタ

ーンに主要な影響力を持っている｡すなわち､母の学歴が高ければ高いほど, ｢放任的｣な

しつけが少なく, ｢管理的｣ ｢民主的｣なしつけが多い｡一方､中国では､ ｢一人っ子｣ ｢豊

かな生活｣という要因が､親のしつけのパターンに主要な影響力を持っている｡つまり､

一人っ子を持つ親は｢放任的｣なしつけのパターンが多い傾向にあり､ ｢管理的｣ ｢民主的｣

なしつけのパターンが少ない傾向にあった｡豊かな生活を送っている親もほぼ同じ傾向が

あった｡

表 6 - 4 親 の し つ け の パ タ ー ン の 規 定 要 因 に 関 す る 重 回 帰 分 析

放 任 的
管 垣 由 民 主 的

中 国 日本 中 国 日本 中 国 日本

管 理 ●専 門 ダ ミ ー (父 ) ◆.05 6 - . 0 8 1 . 0 6 0 ー. 00 2 - . 0 0 2 - . 0 0 1

管 理 ●専 門 ダ ミー (母 ) - .0 4 4 . 0 4 9 ー. 04 3 - . 0 8 0 . 0 3 0 - . 0 7 6

学 歴 (父 ) - . 0 2 8 . 0 4 1 . 0 5 9 . 0 5 7 - . 0 2 3 . 0 8 1

学 歴 (母 ) .0 3 9 - . 2 6 5 * * * . 0 2 0 . 1 4 1 * * . 1 1 8 * . 1 16 *

一 人 つ 子 ダ ミ ー . 288 * * * - . 0 2 4 - . 1 2 1 * . 0 3 6 - . 1 1 1 * . 0 4 7

豊 か な 方 ダ ミー .1 14 * . 1 1 2 * ー. 12 3 * . 0 5 6 . 0 7 4 ー. 0 1 3

都 市 ダ ミー .08 8 . 0 8 2 - . 1 1 7 * - . 0 3 6 - . 0 5 7 . 0 3 4

調 整 済 み R2 乗 . 10 9 . 0 6 6 . 0 5 2 . 0 5 9 . 0 4 8 . 0 2 4

有 意 確 率 .0 00 . 0 0 0 . 0 1 1 . 0 4 4 ●0 年 . 18 4

人 数 688 3 3 5 6 9 2 3 2 8 6 8 6 3 3 3

注:表の中の数値はβ値である｡ *P<0.05　**P<0.01 ***p<0.001

第3節　大学生の金銭観と親のしつけのパターンの関連

金銭をめぐる親のしつけのパターンは大学生の金銭観とどのように関連しているのか｡

97



それを明らかにするために､ここでは,親のしつけのパターンにおける｢放任的｣ ｢管理的｣

｢民主的｣の3つの因子得点と第3章の因子分析から得られた金銭観における｢成功｣ ｢邪

悪｣ ｢慎重･計画｣ ｢副次的｣ ｢両義的｣の5つの因子得点を,日中ごとに相関分析を行った｡

その結果は,表6-5に示している｡親のしつけにおける｢放任的｣ ｢管理的｣ ｢民主的｣

の3つのパターンを上から順に金銭観の5つの側面七の相関を見ていこう.

まず､親の｢放任的｣なしつけは,日中両国ともに,大学生の金銭観の｢成功｣ ｢邪悪｣

という側面と有意な正の相関を示している一方, ｢慎重･計画｣ ｢副次的｣の側面と有意な

負の相関がある｡つまり､両国では､親による｢放任的｣なしつけは,大学生の金銭的な

｢成功｣の肯定意識や金銭の｢邪悪｣性の否定意識の形成を促進する傾向がある｡逆に､

慎重で計画性のある金銭の使い方や金銭より義理や学問を大切にする意識の形成を抑制す

ることが認められる｡

次に,親の｢管理的｣なしつけは,両国とも,金銭観の｢慎重･計画｣の側面と有意な

正の相関がみられる｡親による｢管理的｣なしつけは､日中大学生の慎重で計画性のある

金銭の使い方の形成に積極的な役割がある｡ところで､中国では,このしつけのパタ∵ン

は,まだ金銭観の｢邪悪｣の側面と有意な正の相関がみられる｡親の｢管理的｣なしつけ

による､中国人大学生はお金を否定する意識を形成しやすい傾向がわかる｡

最後に,親の｢民主的｣なしつけは,両国とも､金銭観の｢慎重･計画｣ゐ側面と有意

な正の相関がみられる｡親による｢民主的｣なしつけは､日中大学生の慎重で計画性のあ

る金銭の使い方の形成を促進することと認められる｡しかし,中国の場合､このしつけの

パターンは,まだ金銭観の｢邪悪｣の側面と有意な負の相関がみられる｡

表6-5　日中ごとに親のしつけのパターンと大学生の金銭観の相関分析

親 の しつ

けのパ タ

ーン

大学生の金銭観

I
成功 …

)

邪恵 毒

ーI

慎重 ●計画
副次的 毒

両義的

中国 日本 蔓 l‡
中国 日本 一 ヰ 国 日本

II

書 中国 日本 萱

壬
董中国 日本
!

放任的 .131 ** .108 *
i
… .129 ** .135 **
II

- 164 *** -.120 *
.ド .135 ** -.105 *

;(

-.062 -.Oil

毎理的
-.074 -.073

I-
139 ** .056

i
1 .103 * .223 ***
ii

蔓 .082 .051 ト .061 .081

民主的 .021 -.051
‡
-.125 ** -.020蔓■

.141 ** .199 ***
--

iIi… .067 .089
…I

董 .052 ー076
i…

注:*P<0.05　**P<0.01 ***P<0.001
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以上のことによる,両国とも､金銭をめぐる親のしつけのパターンは大学生の金銭観の

形成と密接な関連カ,Sあることが明らかになった.つまり,親による｢放任的｣なしつけ臥

慎重で計画性のある金銭の使い方の形成を抑制する傾向がある｡逆に, ｢管理的｣ ｢民主的｣

なしつけは,慎重さや計画性を促進することが明らかとなった｡また､ ｢放任的｣なしつけ

を受けた大学生は､金銭的な成功を高く評価する傾向にはあったが､金銭より義理や学問

を大切にする意識が形成されない傾向にあった｡

ところが,第4章の重回帰分析結果(表4-6)による､金銭観に影響力をもつ要因が

いくらかみられた｡金銭をめぐる親のしつけのパターンは,それらの要因と一緒にすれば､

独自性があるか､また影響力がどれほど持つか｡それにって,さらに検討する必要性があ

ると考えられる｡

以下では､第4章の重回帰分析(表4-6)を第1モデルをとし,そのモデルで金銭観

に影響を与える諸要因に, ｢放任的｣ ｢管理的｣ ｢民主的｣なしつけのパターンを加え,第2

モデルの重回帰分析を行う｡しかし,ここでは,中国のみで第1モデルと第2モデルの対

照することをしたい｡なぜならば,第1モデルから日本で見られなく､中国で｢家庭の暮

らし向き｣,ト人っ子｣という要因､特にト人っ子｣の要因は親のしつけのパターンと

密接な関連(表6-4)があるからである｡

表6-6は,第1モデルと第2モデルの重回帰分析結果を示している｡なお,独立変数

の｢放任的｣ ｢管理的｣ ｢民主的｣の数量化は因子得点である｡また､中国人大学生の金銭

観における｢邪悪｣ ｢両義的｣の2つの側面は,モデル1で諸要因の影響がみらなかったた

め､ここでその2つの側面を省略した｡

第1モデルにおける金銭観に影響を与える要因は､すでに第4章で述べた｡第2モデル

は第1モデルに比べ､次のようにまとめることができる｡

｢成功｣の側面には,親による｢放任的｣なしつけのパターンは,第1モデルでもみら

れた｢男子｣､ ｢経済学部｣, ｢一人っ子｣､ ｢都市･農村｣､ ｢豊かな生活｣という諸要因とと

もに､有意な正の影響を与えている｡

｢慎重･計画｣の側面には,親による｢放任的｣なしつけのパターンは,ト人っ子｣ ｢豊

かな生活｣とともに有意な負の影響がみられるが､ ｢管理的｣ ｢民主的｣なしつけのパター

ンは､有意な正の影響を及ぼしている｡

｢副次的｣の側面には,親による｢放任的｣なしつけのパターンは､有意な負の影響を

与えている｡また,第1モデルからみられたト人っ子｣, ｢都市･農村｣, ｢豊かな生活｣
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という要因が負の影響があり､ ｢親の学歴｣が高ければ,正の影響がある傾向は,第2モデ

ルでもみられる｡

以上,第2モデルは第1モデルと照らし合わせて,金銭をめぐる親のしつけのパターン

は､中国人大学生の金銭観に独自の影響力を持つ傾向を意味している｡特に､第2モデル

におけるト人っ子｣という要因は､それが第1モデルの中での様子に比べ､偏回帰係数

が小さく,有意な影響水準も1%から5%になっている｡つまり､トー人っ子｣という要因

は,親のしつけh/ベターンの要因と一緒になると,影響力が弱くなっている.この傾向は,

親のしつけのパターンと　ト人っ子｣との密接な関連があり､金銭観に｢一人っ子｣の要

因の影響力は,部分的に親のしつけのパターンという要因に回帰したからであると考えら

れる｡

表 6 - 6 中 国 人 大 学 生 の 金 銭 観 の 規 定 要 因 に 関 す る 重 回 帰 分 析

成 功 ■慎 重 ●計 画 副 次 的

モ デル 1 モ デ ル 2 モ デル 1 モ デル 2 モ デ ル 1 モ デ ル 2

男 子 0. 18 2 * * * 0 . 1 7 8 * * * - 0 . 0 3 8 0 .0 16

経 済 学 部 0 .10 2 * 0 . 1 0 2 * - 0 . 0 0 1 - 0 .0 2 3

学 年 0 .05 2 - 0 . 0 6 1 - 0 . 0 6 9

〟

アル バ イ ト経 験 0.08 3 - 0 . 0 2 9 0 . 0 2 6

都 市 0. 14 6 * * 0 . 14 2 * * ー0.0 58 - 0 . 14 1 * * - 0 . 1 4 6 * *

豊 か な生 活 0. 17 5 * * * 0 . 1 6 8 * ** - 0 . 14 5 * * 一0.12 5 * - 0 . 13 4 * - 0 . 1 3 2 *

管 理 ●専 門 (父 ) 0.0 3 9 - 0 . 0 5 4 0 . 0 7 9

管 理 ●専 門 (母 ) 0.0 04 一0.0 4 6 - 0 .0 85

学 歴 (父 ) 0. 0 2 9 0 . 0 9 5 0 . 1 32 * 0 . 12 7 *

学 歴 (母 ) 0. 0 0 8 - 0. 0 0 7 0 . 1 5 7 * * 0 . 12 6 *

放 任 的 0.14 9 * * - 0 . 18 2 * ** - 0 . 1 3 7 * *

管 理 的 ■■ -0.0 6 2 0 . 10 4 * 0 . 0 7 5

民 主 的 0.03 4 0 . 13 7 * * 0 . 0 8 6

調 整 済 み R 2 乗 0 .06 8 0 . 12 8 0 . 0 2 2 0 . 1 3 1 0 . 0 6 1 0 . 1 1 8

有 意 確 率 0.00 0 0 . 0 0 0 0 . 0 1 6 0 . 0 0 0 0. 0 0 2 0 . 0 0 0

人数 674 6 72 6 7 9 6 7 5 6 76 6 7 5

注:表の中の数値はβ値である｡ *P<0.05　**P<0.01 ***P<0.001｡
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第4節　中国の家庭における金銭教育への示唆

前節までは､両国とも,金銭をめぐる親のしつけのパターンが大学生の金銭観の形成に

重大な影響を持っていることを述べてきたのであり,また親のしつけのパターンが､種々

の要因に規定されていることをも見てきたのである｡そこで次の問題としては,それなら

ばいかなるしつけが,積極的な金銭観の形成に最も望ましいしつけであるかという最終的

な問題に,いよいよ触れなければならないと思われる｡本節では,それを検討しながら,

前節までに日中を比較した結果を考慮したことによる,中国における家庭の金銭教育-の

示唆を得ることをする｡

金銭をめぐって,親の最も望まししつけとは,積極的な金銭観を作り出すしつけのこと

である｡積極的な金銭観は多分に,それが属する社会の文化や価値観によって決定される

面がある｡前述したように,儒教文化圏における積極的な金銭観は,金銭の価値や役割を

正しく理解し自己の金銭をコントロールできるという西洋的な金銭倫理と儒教的金銭倫理

を有効に融合させるものであるといいよいだろう｡これによれば､金銭をめぐる親による

｢放任的｣ ･なしつけのパターンは,慎重で計画性のある金銭の使い方の形成を抑制する傾

向があり､また西洋的な金銭倫理意識には強く促される反面､儒教的金銭倫理意識には抑

制される傾向もある｡人々の金銭を追求する欲望や消費意欲はますます高まられている市

場経済社会または消費社会において, ｢算盤と論語｣の結合や｢義利並重｣と唱導してきた

知見(渋沢, 1985)に照らし合わせて,親の｢放任的｣なしつけのパターンは,積極的な

金銭観の形成にマイナスの影響を与えていることがいえよう｡

親のしつけは,また｢管理的｣ ｢民主的｣なパターンがある｡この2つのパターンは,と

もに両国の大学生の慎重で計画性のある金銭の使い方の形成を促進する傾向にある｡しか

し,中国の場合,親による｢管理的｣なしつけのパターンは,金銭が邪悪なものであると

いう排金的な意識を強くなる傾向にある一方､ ｢民主的｣なしつけを受けてきた大学生はそ

の金銭を極端的に否定する意識が弱い｡このような結果によれば､ ｢民主的｣なしつけのパ

ターンが望まれるが, ｢管理的｣なしつけは簡単によくないパターンであると言いがたいだ

ろう｡

さて,積極的な金銭観の形成に親の最も望ましいしつけは､一体どのようなものである

か｡以下では,先行研究の知見を参考することにより,親の最も望ましいしつけを探究し

よう｡

101



symonds (1939)は､親子の関係を力の関係と愛情の関係の2次元の関係で考察した｡彼

によると親が持つべきしつけは,この両関係において中間の位置を占めるものである｡つ

まり,力の関係では子どもを支配しすぎることもなければ服従しすぎるということもない｡

愛情の関係では盲目的に愛することもなければ,またこれを嫌悪することもない｡彼は,

それぞれが適度にバランスのとれた状態にあるしつけこそ､親の望ましいしつけであると

指摘している｡

Baldwin (1945)は,親子関係をあたたかさ(warmth),知的客観性(intellectual

objectivity)､強制(control)の3次元で考えている｡あたたかさの次元とは､子どもを

愛し承認する態度の次元で､没入的,献身的,溺愛的態度から冷静冷淡を-て敵意,嫌悪

へと連続していく態度次元である｡知的客観性とは,情緒的でない合理的な態度のことで

あり,子どもに対する処置を常に適当か不適当か,意識的､理性的に考える態度である｡

強制という次元は,子どもの自由を全く認めない態度と,子どもを全然コントロールしな

い態度とを両極端にして,その中間に,必要な時に行動の自由を許し,子どものためにな

ると判断されるときにはじめて権威が行使されるような態度の次元である｡そして,彼は､

親の望ましい態度は,充分なあたたかさを持ちながら,しかも客観的で,強制的次元では

中間に位置するような態度ということになると指摘している｡

以上の先行研究では,共通点がみられよう｡つまり,子どもの成長発達-の要求を理解

しながら,将来独立した社会人に発達していくよう,愛情と統制とを適切に加えた民主的

な親のしつけや態度と望まれている｡また,大竹(1964)は,民主的な態度の本質につい

て次のように述べている｡ ｢民主的な態度の本質は,理性によってコントロールされた愛情

深い態度であり,子どもの将来に対する発達目標-の認識洞察一独立した円満な社会人-

の認識-と,現在の子どもに対する一例えばその能力,要求,興味など-深い人間的,客

観的な理解をもった態度である｡このような態度からこそ,はじめて適切な指導助言も行

われるし,家庭の子どもに対して持つ社会化と保護の機能も十全に果たしうることになる

のである｣ (大竹, 1964, 91頁)0

よって,金銭をめぐる親のしつけにおいて,先行研究の知見と本研究の結果をあわせて

考えすれば,次のようなことを指摘することができよう｡つまり､積極的な金銭観の形成

に親の望ましいしつけは,溺愛のもとでの｢放任的｣なしつけではなく､親が子どもの成

-長発達-の理解を持ち,助言や指導などの管理を合理的に加えた｢民主的｣なしつけであ

るといえよう｡これにより､また日中両国の親のしつけの実態から,中国における家庭の
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金銭教育八次のような示唆が得られる｡

中国は日本よりも親の｢放任的｣なしつけのパターンが多く,特に一人っ子を持つ親は

それが強い｡中国では｢一人っ子政策｣により一人っ子家庭が多くなっている現状を考慮

すれば,家庭における金銭教育の改善の重要性が益々高くなっていると思われる｡さらに

また,中国は日本よりこ親は｢民主的｣なしつけのパターンが少なく､家庭の金銭教育に

対しては｢民主的｣なしつけのパターンを強化する必要があると考えられる｡

なお,望まれている親の民主的なしつけは､親自身が子ども-の理解､その心身の発達

についての知見を持つことを要請している(大竹, 1964),本研究の結果でも,日中両国と

も,母の学歴が｢民主的｣なしつけのパターンに重要な影響力を持ち､母の学歴が高けれ

ば高いほど､ ｢民主的｣なしつけが多い傾向が現われている｡このことから,中国では現在,

非識字･半非識字の人口はまだ約2億を占めており, ｢民主的｣なしつけのパターンの強化

をはじめ社会全体で教育上の努力をしなければならないと思われる｡
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終章　総括

本論文の目的は,同じ儒教文化圏に属する中国と日本の大学生の経済的価値観を比

較し,中国人大学生の経済的価値観の育成-の示唆を得ることにあった｡そのために､

経済的価値観の基本的､本質的な特徴である市場経済観と金銭観について,その構造

と規定要因を分析するとともに,両国の学校における経済教育と家庭における金銭教

育の現状を検討した｡ここでは､それらの比較分析の結果とそこから得られた示唆を

簡潔に概括する｡

第1節　両国における大学生の経済的価値観の相違点

1.市場経済観と金銭観の構造の比較分析について

大学生の市場経済観の中には､両国とも｢儒教的価値｣は一つの次元として､ ｢市

場の論理｣ ｢仕事倫理｣の西洋的価値と並存している｡金銭観においても､儒教的金

銭倫理を示す｢副次的｣ ｢両義的｣という2つの次元は,西洋的金銭倫理の次元と並

存している｡つまり,両国では西洋の個人主義文化を土台とした市場経済の推進が進

められているものの,集団主義や社会倫理を中心とする儒教的価値はまだ一つの次元

として,大学生め経済的価値観の中に存在している｡それは日中両国の主な共通点で

ある｡

しかし,両国では大学生の経済的価値観には次のような相違点もあった｡

市場経済観については,日本人大学生は,西洋的な市場経済の論理と仕事倫理を強

く支持していると同時に､儒教的価値にも好意的である｡それに対して,中国人大学

生は,日本人よりも西洋的価値を高く評価している一方,企業-の忠誠心や協力的調

和的な競争意識が弱いなど儒教的価値を評価しない傾向にあった｡

金銭観においても,日本人大学生は中国人よりも､金銭を副次的にとらえ,金銭的

な成功を追求する手段を規範化できるような儒教的金銭倫理意識が強い傾向にあった｡

西洋的価値と儒教的価値は,日本人大学生においては,市場経済観と金銭観の中に

調和的に共存している傾向にあったが,中国人大学生では,両者が相互に対立してい

る傾向にあった｡

経済的価値観における西洋的価値と儒教的価値に対する認知におけるこのような両
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国の違いは､経済的価値観における文化的統合の形成段階の位置が異なっているから

ではないかと思われる｡つまり,日本では,明治維新後から西洋の経済思想を積極的

に導入し始め､資本主義市場経済を確立する過程において,市場経済文明･文化と伝

統文化に対しては､ ｢非此即彼｣ (こちらでなければあちらである)という一次元的

な価値判断標準で扱われてない｡逆に人類文化には別々に存在する価値を認めるとと

もに,矛盾が存在するにも関わらず共存させて自分自身に役立てるような多元的価値

観が追求されてきた｡このような態度は､日本における有名な人物である福沢諭吉や

渋沢栄一の経済経営思想にもみられる｡福沢は,西洋経済学を積極的に紹介しながら

も,国家の自立(即ち集団主義思想)と個人の自尊(即ち個人主義思想)を水と油の

関係とは見ず,両者共存の道を探求した｡また渋沢は,日本の伝統的倫理規範である

儒教と実業の実践とを結びつけ, ｢論語プラス算盤｣ , ｢義利両全｣の理念を打ち出

し,公益と私利の統一を強調したo ｢渋沢は明治､大正,昭和の三代にわたって日本

財界のトップリーダーの地位にあり,その経済経営思想は人々の心の中に深く刻み込

まれた｣ (凌星光1995,. 217頁) ｡日本人大学生の市場経済観と金銭観において西

洋的考え方と儒教的考え方が調和的に共存しているのは,日本において,西洋的価値

と儒教的価値に対する認知が文化的に統合されているからであると言えよう｡

これに対して,中国では,市場経済観と金銭観に関して,西洋的価値と儒教的価値

に対する認知がまだ葛藤という段階にとどまっているといえよう｡中国の西洋文化を

学ぶ過程の中で儒教文化は､ 1919年代の｢新文化運動｣ , ｢文化大革命｣ , ｢改革開

放｣の初期, ｢全面的な西洋化論｣に対する激しい批判が浴びせられた｡近年,儒教

文化-の反省の動きがみられるものの,西洋文化との調整はまだうまくできてない状

態である(張帝, 2000)　中国人大学生の経済的価値観において､西洋的価値と儒教

的価値に対する認知が葛藤の段階にとどまっているのは,そのためであろう｡

2.市場経済観と金銭観の形成に影響を及ぼす要因について

両国とも市場経済観の｢市場の論理｣と｢仕事倫理｣の側面に対して, ｢経済学理

解力テスト｣ではかられた経済知識の規定力は最も強かった｡つまり,経済知識を正

しく身につけている大学生は,西洋的な市場経済の論理と仕事倫理を高く評価する傾

向にあった｡この結果はアメリカにおける先行研究の知見(0'Brien&Ingels,1987)

と一致している｡
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しかし,､両国で市場経済観に対する規定要因には違いもあった｡中国では､ ｢家庭

の社会･経済的地位｣が､全般に大きな影響を及ぼしていた｡ ｢都市･農村｣という

地域要因も｢儒教的価値｣の側面に大きな影響を与えていた｡つまり,社会･経済的

地位が高い家庭出身の大学生は,西洋的価値を高く評価する反面,社会経済的地位の

低い家庭出身の大学生や,農村で育てられた大学生は､儒教的価値に好意的である｡

一方,日本では､本調査の結果を見る限り､ ｢家庭の社会･経済的地位｣ ｢都市･農

村｣という要因は､大学生の市場経済観に対して影響を与えていなかった｡

金銭観においても,中国の場合, ｢都市･農村｣ 〟(暮らし向き｣という地域､家庭

の経済的地位の要因が,大きな影響を及ぼしていた｡つまり,中国では､都市で育て

られた大学生は､西洋的な金銭的な｢成功｣を肯定している一方,儒教的金銭倫理意

識は弱い傾向にあった｡しかし,日本の場合,それらの要因はあまり影響力を持って

いなかった｡また､中国では､日本と異なり, ｢一人っ子｣という要因が,金銭観に

ほぼ全般的に強い影響を及ぼす傾向がみられた｡中国では,一人っ子の家庭で育った

大学生は,金銭的な｢成功｣を高く評価している一方､お金を慎重･計画的に使う意

識が弱く,社会･改治領域での成功を大切にする意識が弱い｡

3.学校における経済教育と家庭の金銭教育について

両国とも大学生の経済知識は市場経済観に及ぼす大きな影響要因であったが,学年

により経済知識に差があるなど違いもあった｡また中国の大学生は応用的な経済問題

が苦手であった｡学校における経済教育は経済学知識を獲得する重要なルートである

から,両国で経済教育がどのように実施されているのかが考察すべき問題として浮か

び上がってくる｡日本の大学生は,高校卒業段階で近代経済学に関するかなりのレベ

ルの知識を獲得しているのに対して､中国の大学生は,高校卒業までは近代経済学に

関する授業を受けていない｡これらの結果を考え合わせると,大学入学以前の両国に

おける学校の経済教育の実施状況を考察する必要性がある｡

また､金銭観の形成には家庭の金銭教育が重要な役割を占めていると考えられる｡

金銭観の形成の規定要因を日中比較分析したところ､両国の主な違いが｢暮らし向き｣

｢一人っ子｣という要因の規定力の有無にあった｡中国では,それらの要因は金銭観

に大きな影響を与えているのに対して,日本ではそのような傾向はみられなかった｡

中国においては,特に｢一人っ子｣をはじめとする家庭の要因と金銭教育の関係につ
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いて分析する必要がある｡

そのような観点から､本論文では､両国における学校の経済教育の課程設置,目標､

内容を考察し､さらに,金銭をめぐる親のしつけの視点から家庭の金銭教育を日中比

較し,経済的価値観に影響を与える諸要因を考察した｡その結果は,次のようにまと

められよう

学校における経済教育は､日本では,小･中･高校の全段階の社会科(及び公民科)

で近代経済学に関するミクロ経済学とマクロ経済学の知識を中心として実施されてい

る｡日本の経済教育は,現代社会における経済問題に対する思考力の育成を重要な目

的としており,時代課題性と学習活動の主体性を考慮したものになっている｡

一方､中国では､主に高校の段階で､思想政治教科における経済常識部分において

のみ経済教育が実施されている｡近代経済学に関する内容は増加しているもののまだ

不充分であり､マルクス主義政治経済学の観点が主要な教育内容となっている｡また,

経済教育の内容は,時代課題性と学習活動の主体性が重視されているが､充分である

と言い難い｡マルクス主義政治経済学の内容と近代経済学の内容は矛盾の中で並存し

ている傾向もある｡

金銭をめぐる親のしつけには,両国ともに｢放任的｣ ｢管理的｣ ｢民主的｣の3つ

のパターンがある｡親がどのようにして大学生に金銭教育をしてきたか､その影響要

因には､日中両国の間で違いがあった｡日本では,母の学歴がしつけのパターンに主

要な影響力を持っていた｡すなわち,母は学歴が高ければ高いほど､ ｢放任的｣なし

つけをせず,逆に｢管理的｣ ｢民主的｣なしつけをする者が多い｡これに対して,中

国では, ｢一人っ子｣ ｢暮らし向き｣という要因が,親のしつけのパターンに大きな

影響に及ぼしていた｡つまり､一人っ子を持つ親は｢放任的｣なしつけが多く, ｢管

理的｣ ｢民主的｣なしつけが少ない傾向にあった｡豊かな生活を送っている親もほぼ

同じ傾向があった｡一方,日本では､それらの傾向がみられなかった｡

また､積極的な金銭観の形成には､助言指導を加えた｢民主的｣なしつけはプラス

の影響を与え､逆に｢放任的｣なしつけはマイナスの影響を及ぼしていることが明ら

かとなった｡しかし､日中両国に違いもーあった｡中国の親は日本よりも｢管理的｣ ｢民

主的｣なしつけは少ない一方, ｢放任的｣なしつけのパターンが多い｡特に,一人っ

子を持つ親に｢放任的｣なパターンが多い傾向があった｡とはいえ,全体としては,

両国とも, ｢放任的｣なしつけは少ないが, ｢民主的｣なしつけよりも｢管理的｣な
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しつけが多い傾向にあった｡これは,東洋(1994)が日米におけるしつけと教育を比

較した結果得た知見と同じく､儒教文化の権威主義の影響を受けてきたしつけや教育

は,アメリカよりも民主性が欠如している,と解釈できよう｡

第2節　中国における経済的価値観の育成への示唆

以上,本論文では､日中両国における大学生の経済的価値観とその規定要因,及び

学校の経済教育と家庭の金銭教育を比較分析した｡その分析結果を踏まえると,中国

における経済的価値観の育成のために,次のような示唆が得られよう｡

第1に,市場経済の文明と文化は,生産の発展と社会の進歩を大いに推進したが,

｢市場の失敗｣もたびたび起こしてきている｡儒教文化は市場経済秩序の維持に重要

な役割を果たしているが,自由･民主などを抑制する封建的な農本主義的な要素も多

く存在している(金日坤, 1992)　市場経済に応じた経済的価値観を育てるために,

両者の消化と選別のプロセスが必要であり,その価値のある部分を取り入れ､そして

融合させなければならないo老の面で,日本はこの文化の統合を首尾よく成し遂げた｡

それは,本研究における日本人大学生の経済的価値観において,西洋的価値と儒教的

価値との統合傾向がみられることに現れている｡しかし,中国人大学生は西洋的価値

を強く肯定する一方,儒教的価値にあまり好意を示さず,しかも両者は葛藤状態で経

済的価値観の中に現われている｡中国の社会･学校･家庭教育にとって,西洋文化と

儒教文化の価値を取捨選択できるような判断力の養成が重要な課題である,といえよ

う｡

第2に､急激に市場経済化が進みつつある中国では地域格差と社会階層が顕著に分

化している(李強,1992) ｡このような社会の中の深刻な格差が,都市･農村という地

域要因,また家庭の社会･経済的地位という要因が経済的価値観に強い影響力を与え

ている深層的な原因と考えられる｡市場経済に対応できる新しい経済的価値観を育成

するためには,社会や学校教育においてこの問題を十分に考慮すべきである｡

第3に,近代経済学の知識を正しく身につけた大学生は,市場経済の論理と仕事倫

理を積極的に評価している｡近代経済学の知識の獲得には学校の経済教育が不可欠で

ある｡中国の高校における経済教育には改善すべき点がある｡すなわち､現代社会の
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現実的な経済問題を合理的実践的に解決する能力を育成することを重点的な目標とす

べきである｡そのためには,近代経済学の内容を増加させ,マルクス主義政治経済学

との調和をはかることが必要である｡

第4に,中国の親たち,特に一人っ子を持つ親は､金銭をめぐって｢放任的｣なし

つけをするパターンが多かった.中国では｢一人っ子政策｣により一人っ子家庭が多

くなっている現状の中で,一人っ子家庭の金銭教育を改善する必要性がある｡

第3節　本研究の限界と今後の課題

本研究では,儒教文化圏における経済の発展は市場経済の文明･文化と儒教文化が

結合した結果であるという理論的観点に基づいて,日中両国の大学生の経済的価値観

に関する実証的な比較分析を行った｡この研究は,これまでの先行研究に何を付与す

ることができたのだろうか｡欧米における経済的価値観に関する先行研究は,研究の

視角と尺度が西洋人の考え方しか反映されていなかった｡日中両国において,経済的

価値観に関する先行研究は極めて少なく､散発的な研究はあっても,伝統文化と現代

文化を両極化した｢伝統から現代-｣の直線的あるいは一次元的な枠組みが用いられ

てきた｡本研究の独自性は,価値多元性の視点から､経済的価値観に関する西洋的価

値と儒教的価値に対する認知の構造に焦点をあて,両者の関係やその形成要因を明ら

かにしようとしたところにある｡

日本と中国の比較分析により､大学生の経済的価値とその規定要因の共通点と相違

点が明らかになった｡これらの相違は,両国社会における政治･経済･文化面での構

造や発展過程の違い,文化的統合の程度が異なる結果であると考えられる｡そして､

大学生の経済的価値の形成に対して家庭や学校における教育が大きく影響しているこ

とも明らかになった｡

日本との比較分析を通じて中国の学校教育や家庭教育の在り方を考察した｡それら

は,計画経済から市場経済-の転換が急速に進行している中国において､新たな経済

的価値観の育成に有益な示唆を与えるのではないかと思われる｡

本研究では,大学生を対象と-して日中両国の経済的価値観を比較分析した.知識を

持ち､社会変革を敏感に受けとめる大学生から得られた分析結果は,日中両国の社会

における現時点での経済的価値観の主要な特徴を示していると考えられる｡しかし,
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経済的価値観をより全面的に把握するためには､今後,日本と中国の各年齢層を調査

対象とし､経済的価値観の世代間における特徴を考察することが必要であろう｡

また,日中両国の経済的価値観に関する理解を一層深めるため,他の儒教文化圏諸

国･地域や欧米諸国との比較研究を行うことが必要である｡特に,中国大陸と同じ民

族である香港､台湾との比較を行うことにより､経済的価値観に対する認識や中国の

経済体制の改革の方向性に関する認識がより鮮明に捉えられるとともに,中国の教育

に対する示唆も多く得られると思われる｡
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中国用第一回調査票

美干大学生的金銭魂的鯛査

迭十渦査案是カ了了解大学生的金銭硯而没汁的○恋回答何題吋,在符

合恋的意見的表示数字上刺 0○本同巻不ie 名i所以清恋放心及五率地回

答○多謝恋的合作○

A.芙干恋本人及家庭的状況

(1)寺此　　　1.理工科　2.文科　3･其他(　　　)

(2)学年　　　　　　第(　)学年

(3)性別　　　　　1.男

(4)戸口　　　　　1.城市

(5)有元兄弟姐妹　1.育

(6)出身省･宜韓市･自治区

Z.女

Z.衣村

2.元

Ql.清回答悠父裏的歌曲

1.衣民･牧民･逸民

z.党政軍事此机美干部(合巳寓退休)

3.政府机美普通公各員

4.各神所有制的工商企金融此管理取

5.普通工人･服各員等

6.教師

Q2.清回答悠母乗的現地

1.衣民･牧民･逸民

z.党政軍事此机美干部(合巳寓退休)

3.政府机美普通公各員

4.各秤所有制的工商企金融此管理取

5.普通工人･服各員等

6.教師

)省･五轄市･自治区

7.科室人員

8.号此人員(例:工程肺,作家,医師,律師等)

9.十体粂菅者(例:南牧,小乗店粂膏等)

10.元駅北(合巳退休,下尚等)

ll.其他(　　).

7.科主人員

8.音曲人員(例:工程姉,作家,医師,律師等)

9.十体粂菅者(例:商板,小嚢店粂膏等)

10.先取此(合巳退休,下尚等)

ll.其他(　　)
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Q3.清回答悠父来的最終学序

1.元学妨

Z.小学準此

5.初中学地

4.高中学此

Q4.清回答慈母乗的最終学原

1.元学房

Z.小学挙止

3.初中学此

4.高中学此

5.中寺準地

Ms^l凹

7.大学本科挙止

8.研究生(碩士,博士)学此

5.中寺挙止

6.大音挙止

7.大学本科牢此

8.研究生(硬士,博士)草地

Q5.悠的家庭生活水平如何!

1.非常富裕　　Z.敦富裕　　3.中等水平　　4.校貧困　　5.非常貧困

Q6.恋父母的全部牧人(含工資,莫金等)的温和,-十月平均大約是多少!

1. 500元以下　　　2. 500-1000元　　3. 1000-1500元　　4. 1500-2000元

5. 2000-2500元　6-　2500-3000元　　7. 3000-3500元　　8. 3500-4000元

9. 4000-4500元　10. 4500-5000元　11. 5000以上

Q7.清回答悠的勤=位学情況

1.以前倣辻,但現在没倣

2. JA来没倣辻

3,現在正在倣

静HR屠5E者併瀞Z@学ノ好局学,麿ガ芽俊�"A ,.主要好R者EJ T豚些一方5.7

1.学費　　　　　　　　6.噂好晶費(例:集郎･香梱･体育用品等)

Z.快食費　　　　　　　　7.服装･化枚晶費

3.交陳費　　　　　　　8.金賞費(普束,美未,屯影等)

4.族辞費　　　　　　　9.備蓄

5.学司用品･弔籍費　10.其他(
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B.有美対金銭的i^洪

Q8.以下各項(在3-4市中,共53項),在多大程度上符合恋的視点!

非常符

A
ロ

較符

A
ー=コ

不太

符合

完全不

符合

1●金銭是非常重要的京西 4 ■ ち Z 1

2. 金銭屋示一十人的成就 4 J■ 3 Z 1

5■金銭是不易嫌到的 4 3 Z 1

4■金銭能実到】切 4 3 2 1

5●花銭就等干浪費伐 4 3 2 1

6●金銭意味着枚力 4 3 Z 1

7●金銭是充用的京西 4 ■ 3 ～ 1

8●金銭是非常宝貴地京西 4 5 2 1

9. 我鼻然 t̂ カ金銭非常重要,但不想被人看成是重視金銭的人 4 3 2 1

10■ー金銭是成功的象征 4 5 Z 1

ll. 金銭是邪悪的京西 4 3 Z 1

12●有銭 ,在社会上就会受到人甘]的尊重 4 3 2 1

13●有銭是光乗的 4 3 Z 1

14●金銭有助千体屋示体的能力和オ能 4 3 2 1

15■追求金銭方面的成功 ,不知伏先追求社会 ●政治領域的成功 4 3 Z 1

16■不在意金銭,専心学同オ是虚該的 4 3 2 ■1

17●我t^ カ庇該十分有叶判地花伐 4 3 2 1

18■金銭能帝鎗体 自由馬自主性 4 3 Z 1

19●金銭能提供体成オ的机会 4 3 Z 1

Z0●金銭是可祉的京西 4 3 Z 1

21●有伐人比投銭人更容易荻得幸福 4 3 2 1

22- 任何事只要勾金伐染上英系就会変得坑艦 4 3 Z 1

Z3●金銭的有元 ,是有元社会地位的掠志 4 3 Z 1

24. 痘核重文理而軽金銭 4 3 Z 1

25. 我 t̂ カ花践庇核非常慎重 4 3 2 1

26. 不考慮十人的整折利益,而庇尽力カ国家 ,集体倣責献 4 3 2 1

27. 有銭会使体湘有更多的朋友 4 3 2 1

28●我喜次金銭,但脱出来又伯人 î カ庸俗 4 3 Z ■1

Z9●金銭是我人生最重要的目棒 4 3 之 1

30. 対金銭 ,我息是既重視又蔑視 4 3 2 1
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C.有美在金銭方面父母対恋的志度及表現

′Q9.以下各項,在多大程度上符合恋互到人大学前,父母在金銭方面対悠的教育!

非常 符令 較 符合 不太 符合 完全 不符 合

1. 父 母整 常 姶侮 辱 花伐 4 3 Z 1

2- 父 母 対体 的零 花 銭的 用途常 逆 行監 督及 指専 4 3 Z ●1

3. 体 要■是 溢花銭 ,父母 就対 称戸 房 責各 4 3 Z 1

4●伽 要 是苛 省着 花 銭,井存 撰 起来 , 父 母就 対恋 表揚 4 3■ Z 1

5 . 父母 把伸 L,l 対金 銭的 看法 , 息 是辻 体 充分 的了 解 4 3 Z 1

6 . 伽只 重 税有 暮秋 的京 西想 冥,父 母就 与上 冥姶 伽 4 3 Z 1

7 . 父母 常 塊,只 要能 考上 大学 ,体 喜款 喰 就異 境 4 ■ 3 Z 1

8● 父 母允 許体 自由使 用得 到的 銭 4 3 ■2 1

9● 別 人有 的 京西,而 体 如果 没有,父 母会 与上 冥 来 4 3 Z 1

10● 流 行的 京西 ,父母 粂常 冥姶 伽 ■4 3 Z 1

1 1● 父 母常 要求 ■体 把花 禅的 琴花 伐 清楚地 記帳 ′､ 4 3 ■ Z■ 1

12. 家 庭的 収支 状 況,父 母息是 辻体 充 分的 了解 ′ 4 う 2 ′1

13● 父 母鎗 体実 什 J21京 西村 ,息是 馬体 南淡 后再 実 4 3 2 1

回答完迭十同巻,悠如果有什色感想,清在下面自由地弔写｡

謝謝悠的協助
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中国用第二回調査票(調査票Aと調査票B)

■■向巻 A: 美干大学生的粂折仇値親的調査

本同巻是カ了了解大学生的粂折仇値現而没汁的○恋回答同題吋,在符合恋的状況及意見的表示

数字上剣圏○此外,在有横銭的上辺按要求具体墳写○本同巻不況名,所以清恋放心及宜率地回答○

多謝恋的合作○

Ql.清回答恋本人及家庭的状況

(1)所在大学: 大学

(2)音曲内容抱囲‥　1.財粂商貿金融　2･人文序史　3･数理化　4･衣林　5･地虞折此

6.政法　　　　7.教育　　　8･清吉　　9･其宅音曲性虞(　)

(3)学年　　　　1. 1年生　　2. 2年生　　1 3年生　　　4･ 4年生

(4)性別:　　　1.男　　　　　　2･女

(5)年齢:

(6)有兎兄弟姐妹　1.育 2.充

(7)家庭所在地　　1.城市　　　　　2･具旗　　　　3･衣村

(8)戸口‥　　　　1.衣此　　　　　Z･非衣此

(9)籍貫: 1.北京　2.天津　3.上海　4･重庚　5･河北　6･迂苧　7･江罫　8斬江　9･福建

10.山京　11.｢京　12.｢西13.海南　14･湖南　15･山西16･江西　17･安徴

18.黒尤江19.河南　20.内蒙古　21.湖北　Z2･書林　23･四川　24･貴州　25･云南

26　西戎　27.挟西　28.甘粛　29.青海　38　苧夏　31･新彊

Q2.靖国答愈父乗的取此

1.党政軍事此机美千部(含巳寓退休)

3.私菅･三資=q-企商金融此管理取

5.科室里一般み事人員

7.生戸･返輪･建没地等=人

9.十体戸(例:商板, /J､棄店軽菅等)

Q3.清回答恋母裏的現地

1.党政軍事此机芙千部(含巳寓退休)

3.私菅･三資=析企商金融地管理取

2.国菅･集体所有制的工q'企商金融此管理取(合己寓退休)

4.音曲技禾人員(俄医生記者,律師,教師,書取演員等)

6.衣林牧逸民

8.南北･服各地工作人員(例‥賃貸員,酒店服各員等)

10.先取此

2.国菅･集体所有制的工折企商金融地管理取(含巳寓退休)

4　音曲技米人員(例:医生,近著,律殉教肺,寺取演員等)
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5.科室里｣投Jj}事人員 6　衣林牧逸民

7.生戸･迄輪･建没此等工人　　　　　8.商此･服各曲工作人員(例:賃貸員,酒店服各員等)

9.十体戸(例:南牧,小乗店軽膏等　　　　10-　元取地

Q4.清回答慈父乗的最終学序

1.元学店　2.小学　3.初中　4.高中　5.中寺　6･大音　7･大学本科　8･研究生(碩士,博士)

Q5.清回答悠母来的最終学盾

1.先学店　2.小学　3.初中　4.高中　5.中寺　6.大音　7.大学本科　8.研究生(硬士,博士)

Q6　恋i^カ恕家的生活水平在当地和在全国分別属千切十居次!

1.非常富裕　　Z.校富裕　　3.中等水平　4較貧困　　5･非常貧困

Q7.現在的大学防段悠学司辻有美粂折学的知洪喝?

1.学司辻　　　　　Z.学司中　　　　　　3.未学司辻

Q8.清回答悠的勤工位学情況

1.現在正在倣　　　　Z.以前倣辻,但現在没倣

Q9.以下各項,在多大程度上符合忽的視点?

3.以来没倣辻

非常符

合

較符合 不太符

A口

完全不

符 合

1●金銭屋示一十人的成就 4 3 2 1

Z●金銭意味看板力 4 3 2 ■ 1

3●金銭是充用的京西 4 3 Z 1

4●金銭是非常貴重的京西 4 3 Z 1

5●金銭卓然非禽重要 ,但不想被人看成是重視金銭的人 4 う 2 1

6●金銭是成功的象征 4 5 Z 1

7●金銭是邪悪的京西 4 3 2 1

8●有伐是光菜的 4 3 2 1

9● 追求金銭方面的成功 ,不知伏先追求社会 ●政治領域的成功 4 3 Z 1

10 - 不在意金観 音心学同オ是虚顔的 4 3 2 1

ll. 虚該十分有汁判地花伐 4 3 Z 1

1Z●金銭是可祉的宗西 4 3 2 1

13●金銭的有元,是有充社会地位的杯志 4 3 2 1

14●庇核重文理而軽金銭 4 3 ■ Z 1

15●花伐良法非常慎重 4 3 2 1

16. 対金銭 ,忌是耽重硬又蔑視 4 3 Z I
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Q18以下各項,在多大程度上符合恋宜到人大学前,父母在金銭方面対鮫的志度及行勅

P非常符合 較符合 不太符合 完全不符合■

1◆父母粂常姶体零花伐 4 3 Z 1

2l 父母対称的零花浅的用途常逆行監督及指専 4 3 Z 1

3. 体要是溢花筑 父母就対称r m 責各 4 3 Z 1

4 体要是苛省着花筑 井存撰起親 父母就対恋表掻 4 5 2 1

5. 父母把他∬]対金銭的看法, 息是辻体充分的了解 4 3 2 1

6. 体只要悦有害淡的宗西想異 父母就与上冥姶体 4 3 2 1

7- 父母常悦 只要能考上大学,体喜吹鳴就異境 4 3 2 1
,

8●父母允許体自由使用得到的伐 4 ■3 2 1

9■別人有的宗西,而体如果没有,父母会弓上実来 4 5 Z 1

10.▲流行的京西,父母整常冥鎗体 4 3 Z 1

11ー父母常要求体把花挿的琴花銭清楚地も己帳 4 5 Z 1

1Z●家庭的収支状汎 父母息是辻体充分的了解 4 , 3 Z ■1

13. 父母姶体冥什J4A 京酉吋,息是馬体南淡后再実 4 3 2 ト

oil-　以下各項,在多大程度上符合悠的看法

非常

符合

較符

A
口

不太

符合

完全不

符全

1●整折資源的分配 分校及市場式約分配伏 ､分配 ■ 4 3 Z 1

,
2一人与人之同的衰争不慮咳倣得太露骨

4 3 ■Z 1

5●利益的追求轟我国粂折繁栄的必 要条件 4 3 Z 1

4● 商此対我∬1的社会的貢献非常之大 4 5 2 1

5 . 工作 t̂ 真努九 自然会得垂,j人 Ln 的 î 可 4 3 Z 1

6●企地産核持有最大限度的 自主枚 4 3 Z 1

7●カ了企此的利益而努力地工作, 与追求十人的利益井不安生矛盾 ■ 4 3 Z 1

8●尭争能抑制私人枚力的乱用 4 3 2 1

9. 商此 rPl 的尭争能使物仇降到最低程度 4 3 2 1

10●公升 公平 公正的尭争オ能促進軽折的友展 4 5 Z 1

, ,
11●カ了将来 自己在生活上有所保障, 虚核尽量備蓄 4 5 Z 1

12●我 1tl 的餐折笈展需要更多的人去備蓄 4 i 2 1

13●対工作尽取尽力是毎十芳劫 者的又各 4 う , Z 1

14●按 多芳多得的分配原札 牧人格差的存在是虚核的 4 3 Z 1

15■芳初老要想提高工資待遇,就必須更努力地 工作,更多地戸出 4 5 Z 1

16一即使富裕了也要勤倹弔灼 4 3 Z 1

17■対我来悦 能 自由地迭拝 自己壷淡的駅北是非骨董要的 4 3 Z 1
,

18 . 因カ企 此的待遇而頻繁地跳槽井不是好行 カ 4 3 Z 1

19. 元治是企此之向述是十人之 同, ■跡作性的尭争才能互相荻利 4 3 Z 1
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012-　恋造拝現地吋,対以下各項重視的程度如何?

非常重視 姦重視 不太重視 完全不重視

1●牧人高 4 3 Z 1

2■地境及成就能荻得社会的充分承t̂ ■､ 4 3 2 1

3. 社会声望高,受人尊敬 4 3 Z 1

4 有安定性 4 3 Z 1

5■不単是カ了工作而工作,要能使自己的事此有友展 4 3 2 1

6. 述修的机会多 4 3 Z 1

7●能充分得到与家人在一起生活的吋回 4 3 ■2 1

8●工作内容具有交付性 4 3 Z 1

9l 仏事的工作使人能友拝創造性,独創性 ■ 4 3 2 ト

10●有安逸的工作条件 4 3 2 1

ll. 対社会的表献大 4 3 2 1

1Z●晋升机会大 4 ■ 3 二Z 1

13■仏事的工作有充分的自主性 4 3 Z 1

14 休仮的机会多 4 3 Z 1

15. 故事的耳作能不断地敵笈求知的欲望 4 ち 2 1

16●有良好的工作杯境 4 3■ 2 1

17●対他人帝助大 4 3 2 1

18●工作地点寓家逸 通勤便利 4 3 Z 1

19●能笈拝音曲特息 ■在故事的領域里有所造就 4 3 2 1

向巻B :粂折学理解能力測鞄

不管恋是不是粂折学寺此的大学生姓干粂折改革大潮中的恋.堆道不想測武一下自己究寛掌撞了

多少粂折学知洪喝?此測数的目的在千把撞全体大学生的粂折学理解能九
此測独由3 0十何題組成｡毎十問題的下面有4十迭捧答案(収有-十正魂) ,清悠遠捧其中

一十恋i^カ是正碗的答案｡在進出的答案前面的表示数字上剣臥清恋耐心地回答完毎道題｡非常

感謝恋的合作｡

Ql.カ什A把粂折資源称力稀有資藤?

1.迭是因力蛭折資源的量不能増加｡

2.迭是因力無済資源対満足社会的需求非常重要｡

3.迭是因力短折資源不能椀保有充足的量来満足社会全員的欲求｡

4.迭是因カ蛭折資源不能生戸充分的量来満足社会全員的有数需求｡

Qa仮没有一大城市,由干汽辛排出的虚実引起生気汚染｡対此向嵐辻核市没量的100台空気浄化器英

除上是不可能的｡迭些装畳収是吸人度弓排出清活的生気到市中心而己.此装畳一台一年的逼韓所需的

費用.佑汁在100万元左右｡如果辻民間金地違菅迭杵的装畳対核城市的毎十居民主接収取服各費.逮
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或許也是行不通的｡其理由是下面的堺一十?

1.此装量的迄韓所需的費用太大｡

2.カ除去梱雰的空気而付銭的人是没有的｡

3.政府返菅此装置比民rp1企此要便宜些

4.只向付銭的人供給清活的空気而不向拒絶付伐的人供給,迭梓的事恐伯不可能｡

Q3.作カ国民牧人分析而使用的用漬｢投資｣ ,粂折学者把官看成是以下邸項?

1.公司債券的鈎人　　　Z.巳建成的住宅的鈎人　　　5.新工｢的建没　　　　4往銀行存款

o4-有一戸地的年生戸飯増加4%.如果=人年工資也随之提高4%.那J4A増加其他生戸要素的投資就没

有余富了｣｡対此悦最好的坪扮是下面的耶十?

1.此悦在木原上正弘

z.因力混清了所得烏戸出.所以此脱不正柄｡

3.因力工資不能占全生戸要素的100%.所以此悦不正碗｡

4.因カニ資的上升就全便其他生戸要素的投資随之減少所以此悦不正魂｡
Q5-　鐘紡中貨而存在量越多人m的支出也過多｡人G]過大量地支払国民牧人越高由此可推池袋市

的供給過多.人G]的生活也越富裕. ｣此鋭正碗述是培漠?其理由是什｣? °

1.正碗｡因力支出的増加会帝来英屈折得的増多｡

2.措漢｡因力実虞所得是受餐折的生戸能力制約的｡

3.正碗｡因力人1n生活的富裕是受軽折中存在的貨而的量所決定的｡

4.培温因矧叩使軽折中存在的貨而量大　通常也不会専致支出的士勤口｡

Q6対干供求巣張的虜地戸市%,為保証虜戸扮格造当.対虜租栃准屡次実施了規制政策｡迭十政策対虜

主和粗食人双方的利益及扮格的渦苛功能帝来窓枠的影鴫?

1.居能防止房主税害租寛人的利益,不辻破杯了仇格的渦弔功能｡

2.耽能防止房主損害取寅人的利益,也不破杯扮格的鯛苛功能｡

3.寅能防止阻喪人損害虜主的利益,不辻破杯了仇格的鯛弔功能｡

4.既能防止取壊人板書房主的利益,也不破杯伊格的渦苛功能｡

129



Q7.如果人爪把手共根多的現金突然都存到敏行　那｣貨而需求将如何変化?

1.貨而需求増加｡

Z.貨而需求減少｡

3 ･寅然貨而需求有変化不辻.是増加述是減少英除上不知道｡

4.貨而需求不変化不辻　貨而現有額的杓成成扮有変化｡

Q8.姓干尭争状森的金地的短期供給曲銭.和下面的邸⊥項等同?

1.企此的限度乗用曲城中.超辻平均固定費用的部分

2.企此的限度費用曲域*.超辻限度費用的最小値的部分

3.企此的平均可変費用曲城中　超辻其最小値的部分

4.企此的限度費用曲城中.超辻平均可変費用的最小値的部分

Q9.荏-河川的利用上一重在此河捕亀的逸民和在此河候再度奔物的大規模化学戸晶的生戸者同友生了

糾紛｡因カ傾汚的大量度奔物森死了根多的色｡仮没此河既不戸生其他的致益(響如自然杯境的保折),

同吋也没其他什ゑ現先那Å如果政府放資源的有数利用的立場出炭下面邸十政策最連合?

1.禁止化学戸晶的生戸者往此河地弄度奔物｡

2.功逸民到別姓捕亀的問杜ネト億他1n的牧人損失｡

3.逮))^自由的原則対此河的利用.辻市場軽折里｢看不見手｣来決定｡

4.一方面准件化学戸晶生戸者可以往此河紬奔度奔物第一方面作力捕色場航其扮値的減少部分比企此賠億｡
Qla　如果某金地　鈎実原料用100万元　支付工資50万元　付地租10万元　付利息10万元｡如果以200

万元棄了生戸晶.那J21核企此対国民生戸忌値的貢献額是下面的邸-項!

1-　70万元　　　　2- 100万元　　　　3- 170万元　　　　　4. 2∞万元

Oil-　在粂折不景気吋執　政府召升了粂軒対策研村会｡鐘紡学者A氏i^匁痘核減税｡粂折学者B氏i^カ虚

保持税金現状増加政府支出オ対｡最能悦明二人立場的是下面的堺一項?

1.如何根据息需求的水平来決定GN-P規模的方面　A氏和B氏没有按相同的理稔来陶述｡

2.如果政府釆納A氏的建蚊.那ゑ対庖佃影帆　与采納B氏的建改正好相反.

3.耶辺的対策都会使鹿傭増大,不辻　A氏的建蚊使消費支出増太　B氏的建設却不能使之如此

4. A氏和B氏的最大的差昇　是増加民IB]支出述是増加政府支出堺一辺更好的同題｡

130



o12. ｢A国力迅速増大国防支出,没有釆取控制民回忌需求軒大的政策｡預料到物仇会因此而上就｡因此

A国政府正南村是釆取(1)提高十人所得税率.述是(2)専人金融紫蘇的政策｣ ｡那久A国在考慮軽制

通貨膨肱政策札　力使此政策対生折笈展的魚影哨滅小到最低程度,虚核如何倣?

1.カ了相対手技資消費支出更有数地受到控制　虚核釆用金融紫蘇政策｡

2.カ了相対干投資消費支出更有数地受到控制　良法提高十人所得税｡

3.因力士曽税　相対千消費支出投変更能受到抑制　所以虚核采用金融紫蘇政嵐

4.因力金融巣鯖政策也好提高十人所得税也好都同梓能抑制投資,所以釆用堺十政策都可以｡

Q13-仮定其他的条件相同,要改善由千商品辻｡辻多而引起的国際収支的赤字,那ゑ最有数的政策是下面

的邸一項?

1.提高虹率和放媛国内的粂折笈展　　　　2.提高忙率不砲口快国内的粂済友展

3.降低･7E率和放緩国内的粂折笈展　　　　4.降低･7E率和加快国内的餐折笈展

Q14-在対没施及服各的投資方面,表示政府投資的自律増加与民同投資的自律増加的芙系的･是下面的堺

一項?

1.不治邸一方対息需求都帯来同梓的影職　　　　2.不治邸一方対息供給都常来同樺的影桐

3.民間投資馬借者政府支出弓税収必須相等｡　4.民同投資有倍数散見　而政府支出没有｡

Q15- ｢市当局決定対公国増加2倍的支出｡此決定同吋也是捉高教育服各度量的決定｡ ｣正碗表明迭十友

吉的是下面的邸一項?

1.表明軽折資源的稀有性是有数力的｡　　　　2.只符合干小学生対公園的利用｡

3.表明教育和公国.容易受到同梓的相美制札　4.表明｢看不兄的手｣的原理不収収是対私対公也起作用｡

Q16 ｢量過多成本越低速是全戸此通暁的第一法則｡ ｣下面邸一項是対此文最好地坪仇?

1.正碗地陶述了粂折渚法則中一十｡

2.畠不是科学性的法則,不辻表明了迭祥一十巳碗立的概念:就是官能造用千大部分的生戸品可是井不能造用

千全部的生戸品｡

3.員対有限称美的生戸品是薬用的,但不能悦対全部都是実用的｡

4.鼻然実際上対全部的生戸晶在一定程度是実用的,不辻烏軽折学上巳碗立的真理是相矛盾軌
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017.瓜粂軒数率的視点出炭　没有規制的民rB1市場系統.有着下面窓枠的傾向?

1.弓私人財富相弄的公共財富的辻利生戸｡　　　　2.包含大量的外部費用的財富的辻利生戸｡

3 ･包含大量外部利益的財書的辻剰生戸｡　　　　4 ･没有政府介人的没施及服各的造量生戸｡

Qia　下面表示的是　A国和B国.投人同量的資源(即芳詠　資本,天然資源)而可能生戸的煤友和鋼鉄

的量｡

煤炭　　鋼鉄

A国　10噂　　10唖

B国　　8喝　　　4噸

如果仮定只有迭爾十国家和迭両神資源.井且生戸費用没有変化.那･2i対B国来悦有利的造捧

是下面的邸一項?

1.煤米和銅鉄都迭口｡　　　　2.煤炭和銅鉄都出口｡

3.述｡煤茨而出口鋼鉄｡　　　4.出口煤茨而迭口鋼鉄｡

Q19.粂折非常接近完全庖佃的状姦吋.如果笈生了急劇的通貨眺　那Å妥当且有渦豊性的政府政策,是

下面的噺一項?

1.赤字財政　在交易市場中妻韓債教　法定貼現率的提高

Z.赤字財政　在交易市場中鈎人債券.法定貼現率的提高

3.黒字財政　在交易市場中鈎人債教　法定貼現率的降低

4.黒字財政　在交易市場中糞挿債券.法定貼現率的提高

Q20-　如果力貧労的老人没立免費医庁的国家制度.井且法要通達所得税的提高来実現的活　那J21迭些政策

可能帝来的結果,会是下面的邸｢項?

1 ･促辻平等,不達損害自由｡　2.促進笈展,不達損害稔定.

3･提高致率,不達板書平等｡　4.提高致率,不辻板書安全｡

021.某大塩市針対小商店的仇格政東園明了｢遵奴薄利多鞘伏干厚利少鞘的理泡　尽可能以低仇格来鞘

賃商品｣的立壕｡迭里被描写的大超市　是姓干下面窓枠条件下的企也?

1.在不完全尭争下　以需求曲銭的弾性部分来生菅的企此

2.在完全尭争下　以需求曲銭的弾性部分来軽菅的企地
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3.在不完全尭争下　以需求曲銭的非弾性部分来軽菅的企地

4.在完全尭争下　以需求曲銭的非弾性部分来軽膏的企此

Q22.在没有預料到的通貨膨服友生期間.最可能荻得利益軌是下面堺一項中的人爪? (仮定他n的資戸

和負債的拘成不変) ｡

1.持有葬老保陰金　存款　抵押収(抵押物奴)的資F.且没有負債的人Lt1

2.持有房屋和汽辛的資F,対負債能取得抵押楓　背負汽辛貸款的人爪

3｡持有公司債簸　存款　房屋的資F.対唯一的負債能取得抵押枚的人111

4.持有存款　国債.保陰証券(分期付款巳支付完学)的資F.且没有負債的人1n

Q23-　中行提高了向各行折借的法定貼現率｡反対此作法,主張堆持市場低利息率的人i^匁取代官的庄核

是各行捉高法定的存款倍各率｡正碗地坪詑此意見的.是下面的邸一項?

1.那是自我矛盾的｡　　　　　　　Z.那是基干正碗的粂折分析｡

3.那是混同了利息率和法定貼現率｡　　4.那是混同了金融政策和財政政策｡

Q24-　号此体育比春的T1票伊格非常高的理由.是因カ臥伍的所有者不能事担逸事高飯年薪･所以把負担

韓嫁姶大森｡ ｣此悦正碗述是培漠?理由是什｣?

1.正碗｡高額的年薪寅使臥伍的所有者不得巳棄高票仇但因う釧1票的需求是弾性的所以能韓嫁姶消費者｡

2.培温因力体育迭手的年薪包括対特殊技能的根酬及偶金所以如果大森不想以高仇実票,年薪就不会那J21高｡

3.正弘因力高級的年薪包括対特殊技能的扱酬及佃金所以寅使臥伍的所有者不得己棄高票仇但因瑚臥伍的所有

者是杢断者　因此能韓嫁姶消費者｡

4.簡島臥伍的所有者不提高n票仇格就不能支付高飯的年薪｡所有者提高扮格　収是想増加高干費用的牧^･

Q25-　政府削減什0容易笈生息需求的軒大?

1.税率　　　　2.韓移支出　　　　3.財政赤字　　　　4･没施及服各的鈎人

Q26-　近凡年如畔伊格上升的結果使茶叶的需求増大迭姶現在的茶叶生戸者帯来了粂折利敵｣如果茶

叶戸此是赴干完全寛争的状森井能取得因需求増大而花費的個室吋同.那ゑ茶叶戸此会笈生窓枠的情

況?

1.生戸量増加　扮格下降　整済利桐去失｡
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2･生戸量増加.扮格下降.軽折利繭増加｡

3･生声量減少　扮格提高　軽折利渦増加｡

4･生戸量減少　扮格提高　餐済利渦減4>.

Q27-　不漁何吋.表示盤軒息生戸能力限度的,是下面邸十因素?

1.流通的貨而量　　　　　　　　Z.政府的規制和支出

3.金地対没施及服各的需求　　　4　生戸資源的量和虞

028-　中行提高法定貼現率吋戸生的最深刻的影鳴之｢　就是虜地戸袋款的利息提高　因而更加使島地戸

建没的息費用上知因此　如果中行降低征牧各行在房地戸袋款方面的存款借各率　提高征牧其地袋款的

借各率,会使各行対此連行比例渦藍　釈敵地実行在房地声建没方面更多的融資.因此迭梓倣是有一定意

叉的｡ ｣迭十引用文中最后的部分　是基干対各行的枚限与功能的正税理解喝?而且理由是什A?

1･正碗｡国力対顔地声貸款方面的存款借各率的変更　是中行力了変更貸款利息而使用的方法之-.

2･不正魂｡因海　中行裸牧法定借各存款的対象是銀行存款　而不是貸款,

3･正鶴｡因匁　各行根据各秤貸款而没量的存款借各　対各科各祥的借方都保持者信用｡

4･不正碗｡因匁　中行元絶対堺秤貸款　都裸牧相等的法定傍各金｡

Q29-　市境粂軒中.決定生戸要素核如何分配的是下面的邸十項?

1.社会的司俗　　　　Z.所得被使用的方式 3.貨市的交換扮値 4.整菅者折居的欲求

Q38　某屯祝制造｢打算把彩色屯祝扮格降低1 0%,但黒白屯祝的扮格不変｡如異人爪把彩屯和黒白屯祝的

相互取代看作是可行胞　那･21此降併給此｢的急坂人帝来的可預料到的影晩是下面的邸一項?

1 1来白黒白屯祝的牧人減少,不辻　来自彩屯的牧人或群増加戎許減払

2 ･来白黒白屯祝的牧人士勤口,不辻　来自彩屯的牧人戎許士勧｡或許滅払

3 ･来自彩屯的牧人減4>,不辻　来白黒白屯祝的牧人戎拝増加或拝減4>｡

4 ･来自彩屯的収入増加,不辻.来白黒白屯祝的牧人戎辞増加戎許減少♭
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日本用調査票(調査票Aと調査票B)
調査票A 大学生の経済的価値意識に関する調査

この調査は､ 大学生e)経済的価値意識を把握するために実施するもので丸 回答は､ 原則として､

該当する番号を○で囲むようになつていま+ 0結果をますべて統計的に処理され､あなたがどのような
回答をしたか､ あとで他の人に知られるようなことはありません0 どうカ率直な意見をお寄せ下さい

ますよう､ お願いいたしますム

Ql.あなた自身について伺います

(1)所属大学 大学

(2)所属学部系統　1.文学部　2.教育学部　3.法学部　4･経済･経営学部　5･理学部

6.工学部　7.農学部　8.医学部　9.芸術系10.総合系

(3)専門

(4)学年

(5)性別

(6)年齢

OL

1.男

歳

2.女

(7)兄弟の有無　　　　1.有り 2.無い

(8)出身地　　　　　1.都市部　　　　2.農村部

(9)出身地の都道府県 都･道･府･県

Q2.あなたのお父さんのご職業l封可ですか｡

1.管理的職業　2.専門的職業　3.家庭自営業　4.事務的職業　5･商業･サービス的職業

6.生産･運輸･建設的職業　7.農林漁的職業　8･無職

Q3.あなたのお母さんのご職業l封可ですか｡

1.管理的職業　2.専門的職業　3.家庭自営業　4.事務的職業　5･商業･サービス的職業

6.生産･運輸･建設的職業　7.農林漁的職業　8.無職

o4.あなたのお父さんの最終学歴について伺います｡

1.無学歴　　2.小学校　　3.中学校　　4.高校　　5･専門学校　　6･短大

7.大学　　　8.大学院
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Q 5.あなたのお母さんの最終学歴について伺います｡

1.無学歴　　2.小学校　　3.中学校　　　4.高校　　5.専門学校　　6･短大

7.大学　　　8.大学院

Q6.あなたの家庭の暮らし向きは.次の三つに分けるとすればどれにあたりますか｡

1.とても豊かな方　2.やや豊かな方　3.普通　4.やや貧しい方　5･とても貧しい方

Q 7.現在の大学在学中経済学の授業を履修しましたか｡

1｡履修しました　　2.履修している　　　　3.履修していません

Q8.ア)レiイトをしていますか

1.現在､ア/レ〈イトをしている

2.ア/レ〈イトをした経験があるが､項在にはしていない

3.アルバイトをしたことが全くない

Q9.次の金銭観に関する各項目は.あなたの考えに対して.どの程度当てはまりますか｡

よ く

当 て

■は ま

る

や や

当 て

■は ま
る

あ ま り

当 て は

ま ら な

い

全 く 当

て は ､′ま

らない

1 ●お金 は､ 人の功績を表 している 4 3 2 1

2 ●お金 は､ 権力 を意味 してい卑 4 3 2 1

3 ●お金 は､ 役に立たなV■､ものである 4 3 2 1

4 ●お金 は､ 貴重な,ものである 4 3 2 1

5 ●お金 は とて も重要だ と思 うが､ お金 を重視す る人間だと思わ 4 3 2 1

れた くない

6 ●お金は､ 硬功 の象徴 である 4 3 2 1

7 ●お金 は､ 邪恵 なものである 4 ■ 3 2 1

8 . 串傘 があれば､ 名 誉を得 ることができる 4 3 2 1

9 ●金銭 的な成功よ り社会 ●政治的領域での成功 を優先 させて追 4 3 2 1

求す るべきである

10.お金 のことを気 にせず ､ 学問に打 ち込むべ きセある 4 3 2 1

11●充分 にお金 を計画的に使 うべきだ 4 3 ■ 2 1

12●お金 は､ 恥か しいものである 4 3 2 1

13●社会 的地位 があるか■ど うかは､ お金? 有無 にかかつて■いる 4 3 2 1

14●お金 よりも義理を大切にす るべ きである 4 3 2 1

15●とて も慎重にお金 を使 うべきだ 4 3 2 1

16●お金 に対 していつ も重視する と同時 に軽視す る気持 ちがある 4 3 2 1
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QIO.大学入学以前のお金に関する親のしつけは.次の各項目にどの程度当てはまりますか｡

よく当て

はまる

やや 当て

はまる

あま り当

てはまら

ない

全 く当ては

まらない

1 ●あなたに′J､遣 いをよくくれた

2 ●あなたの小遣いの用途について監 臥 助言をした

3 ■あなたがお金を無駄に使つたら厳 しく■しかつた

4 ●お金を節約して■､ 貯金をしたらよく褒めてくれた

5 ●お金に対す るどんな考えを持つべきかをよく教え七<.れた

6 ●欲 しいものをねだつたら､ すぐ買つてくれた

4 3 2 1

4 3 2 1

4 3 2 1

4 3 2 1■

4 3 2 1

4 3 2 1 ■

7 ●あなたが大学に入ることできたら､欲 しし働 を何でも買つてあげるとよ 4 3 2 1

く言われた
8 ■あなたがもらつたお金については､ 自由に使うことを許 していた ､ 4 3 2 1

9 ■友達が持つていて､ あなたが持つていないものであつた ら､ すぐ買つて 4 3 2 1

くれた

10●流行のものをあなたによく買つてくれた 4 3 ■ 2 1

11●使つた小遣いをしつかり記帳することを求めた 4 3■ 2■ 1

12■家計の状況をあなたによく教えてくれた ■4 3 2 1

13●あなたに何かを買 うとき､ いつもあなたと相談して買つてくれた 4 3 2 1

oll.次の市場経済観に関する各項目は.あなたの考えに対して､どの程度当てはまりますか｡

よ■く

当 て

は ま

る

や や

当 て

は ま

る

あ ま り■

当 て は

ま ら な

V､

全 く 当

て は ま

らない

1 ●経済資源 の集権的配分 よlり､ 分権的､ 市場的配分 の方が よい 4 3 2 1

2 , 個人 と個人 の間では､ 競争心があつても､ それ をむ き出 し事こす
4 3 2 1

ることは避けるべ きだ

3 ●■利益の追求は経済の繁栄 に必要な条件で ある 4 3 2 1

4 ●社会は ビジネスの貢献に負 うところが大きい 4 3 2 1

5 ●真面 目に努力 して働 ければ､ 自然 と他人に認め られ る 4 3 2 ■ 1

6 ■●企業 は最大限の 自主権 を持つべ きだ 4 3 2 1

7 ●企業の利益のた めに一生懸命働 くこ とは個人の 声己利益 の追求
4 3 2 1

とは矛盾 しない

8 ●競争は個人の権力乱用を抑 えることができる 4 3 2 1

9 ●企業間の競争の結果､ 物価 は安 くなる 4 3 2 1

10●公 開 ●公平 ●公正な競争 しか経済の発展 を促進す ることができな ■4
3 2 1

V ､
11● 自分 の将来に備 えてできるだけ貯金をすべきだ 4 3 2 1

12●我々の経済は将来のた めに貯蓄 をしよ うとする人 々を必要 として
4 3 2 1

いる

13●仕事でベス トを尽 くす ことは人々の義務である 4 3 2 1

14■働 きが多ければ報酬が多い とい う分配原則に従 えば､ 収入格差が
4 3 2 1

あつて も仕方がない
15●より高い賃金 を求めるのな ら､ 労働者はよ り懸命 に働 かなければ

4 3 2 1
な らない

16●豊か になつても､ 勤勉節約 は続けなくてはな らない 4 3 2 1

17●私 に とつて､ 自ら好きな職業を自由に選ぶことこそ重要である 4 3 2 1

18■企業 の待遇次第で転職す るとい う行為は よくない 4 3 2 1

19■競争 し協力す るのは､ 企業で も個人でもお互いに得をす る 4 3 2 1

137



Q1 6.将来.､職業を選択する時.次の項目をどの程度重視しますか

とても重

祝す る

やや重視

す る

あま り重視

,しない

全 く重視 し

ない

1 ●収入が高い こと 4 3 2 1

2 ●仕事で認 め られ るよ うになる こと 4 3 , 2 1

3 ●社 会的地 位が高 く⊥他人か ら尊敬 され るこ と 4 3 2 1

4 ●安 定性があるこ と 4 3 2 1

5 ●単に働 くとい うので はな く､ キ ャ リアや 業績 をJ,む こ と ′4 3 2 1

6 . 研 修機 会があるこ と ■4 3 2 1

7 ●家族 と⊥緒に過 ごせる時間が多 くとれ るこ と 4 ■ 3 2 1

8 ●仕事の内容に変化 があるこ と 4 3 2 ,1

9 ●ー創 資 性 ●■独創性が必要 とされ る仕 事で あるこ と 4 3 2 1

1 0●労働条 件が よい こと 4 3 2 1

11●仕事 を通 して社会へ貢献でき ること 4= 3 2 1

12●昇 進が可能 であること ■ 4 3 2 1

13●自分で仕事の計 画をたてた りして､ そ の 日に何をす るかが決 4 3 2 1

め られ ること

14●休 暇が よくとれる こと ■4 / 3 2 1

15●知的 な帝憎 が あ ること 4 3 2 1

16●職場 の雰囲気が よい こと 4 3 2 1 ■

1 7●他人 に役 に立つ こ と 4 3 2 1

18●通 勤が楽 であるこ と 4 ■3 2 1

19 . その仕 事で第一人者 と言われ るよ うにな ること 4 3 2 1

調査 票 B 経済学理解力テえ ト

このテス トは､ 30項 目の質問がありますム各質問については､ 4 つの答えをあげていますムそのうち

ただ 1つの答えは正解ですムあなたは正しいと思つている答えを選んで､該当する番号を○で囲んで

下さVl0

Ql.経済財糊紗財と呼ばれるが､それはなぜか,

1.量を多くはふやすことができないから｡

2.社会の必要を満たすことがもっとも重要であるから｡

3.それらの財に対する社会全体の欲求を満たすほどに,十分な量を確保できないから｡

4.それらの財に対する社会全体の有効需要を満たすほどに,十分な量を生産することができないから｡

Q2.ある大都市では,主に自動車の排気ガスによってスモッグが引き起こされる｡このスモッグ問題は,

当市に約100台の空気桝ヒ装置を設置すれば事実上なくなるだろう｡単にこれらの装置は,スモッグが充

満した空気を吸い込み､スモッグを除去した上で,清浄な空気を市中心部に送り返すだけである｡この
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装置を1台運転するのにかかる費用は,年に1000万円と見積もられている｡しかし,民間企業がこうした

装置を設置･運転し,そのサービスを大都市の個々の住民に直接売り込むことは,とてもあり得ないだ

ろう｡その理由は次のどれか｡

1.その装置の運転に要する費用が大き過ぎる｡

2.スモッグを除去した空気に進んで金を支払おうという個人はいなし'.

3.民間企業よりも政府がその装置を設置･運転した方が費用が安くす払

4.スモッグを除去した空気に進んで金を支払う人にはそれを供給し,支払いを拒む人にはそれを供給

しないということは,おそらく不可能である｡

Q3.国民所得分析に使われる用語の｢投資｣として経済学者がみなすものは,次のうちどれか,

1.社債の購入　2.既設住宅の賂入　　3･新工場の建設　　　4･銀行-の預金

Q4. ｢ある産業における産出額が年4%増加し,労働者が年4%の賃金上昇を獲得したら,他の生産要素の

所得を増加させる余裕は残っていないo ｣この文をもっともよく評しているのは,次のどれれ

1.これは本質的に正しし㌔

2.これ糊所得と産出を混同しているので正しくなvl.

3.賃金が全生産要素の100%を占めることはできないので､これは正しくなし㌔

4.賃金の上昇は実際には他のすべての生産要素の実質所得を減少させるので,これは正しくないo

Q5. ｢より多くの通貨が経済に存在するほど､人々の支出も多くなる｡人々がより多く支出するほど､国

民所得は高くなる｡それゆえ,通貨の供給が多いほど,人々の暮らしは豊かになる｡ ｣この文は正しい

か,それとも間違いれまた,その理由は何カ㌔

1.正しい｡なぜなら,支出の増加は実質所得の増大をもたらすから｡

2.間違い｡なぜなら､実質所得は経済の生産能力に制約されるから｡

3.正しV㌔なぜなら､経済に存をする通貨量によって人々の暮らしの豊かさが決まるから｡

4.間違い｡なぜなら､経済に存在する通貨量が多くても､それは支出の増加につながらないのが通例

だから｡

Q6.需給が逼迫した住宅市場では,家賃の統制が､住宅価格を適正な水準に保つためにしばしば立脚ヒさ

れる.この政策は,家主と賃借人の相対的な利益､および価格の持瑚扮機能にどのような影響を与え
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るだろう力も

1.家主が賃借人の犠牲の上に立って利益を得ることを防ぐが､価格の配分機能はそこなわれる｡

2.家主が賃借人の犠牲の上に立って利益を得ることを防ぎ､価格の配分機能はそこなわれなし㌔

3.賃借人が家主の犠牲の上に立って利益を得ることを防ぐが､価格の配分機能はそこなわれる｡

4.賃借人が家主の犠牲の上に立って利益を得ることを防ぎ,価格の配分機能はそこなわれなし㌔

Q7.もし人々が手持ちの現金の多くを,自分のポケットや自宅に置くのではなく､突然,当嘩金口座に

移したとすれば,通貨需要はどうなると推論できるか,

1.増加する｡

2.減少する｡

3.変化するが､増加するか減少するかは実際にはわからない｡

4.変化しないが､通貨残高の構成は変化する｡

08.競争状態にある企業の短期の供給曲線は,次のどれと同じものか,

1.その企業の限界費用曲線において,平均固定費用を上回る部分

2.その企業の限界費用曲線において,限界費用の最｣値を上回る部分

3.その企業の平均可変費用曲線において,その最小値を上回る部分

4.その企業の限界費用曲線において,平均可変費用の最小値を上回る部分

Q9.ある川の利用に関して､伝統的に川で大量の鮭をとってきた漁民と,廃棄物を川に投け潜てることで

処理し始めた化学製品の大規供生産者との間で,紛争が起こった｡投げ捨てられる大量の廃乗物が多数

の魚を殺しているからである｡他に何の利益(たとえば自然環境の保金も､また何の損失(たとえば

水%)もこの川からは生じない.ぞこで､もし政府が資源を効率的に利用するという立場に立つならば,

次のどの政策が最適だろうか,

1.化学製品の生産者に対して川-の廃棄物の投棄を禁止する｡

2.他所での漁を漁民に勧めるとともに,彼らの所得の損失に対して補償をする｡

3.自由放任の原則に従い,自由市場の｢見えざる手｣に川の利用の決定を任せる｡

4.化学製品の生産者が川に廃棄物を投棄することを許可する｢方で､漁場としての川の価値の減少に

対して企業に賠陳させる｡
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o10.もしある企業が､原料を100億円購入し,賃金･給与に50億円,地代に10億円､利子･配当に10億円

を支払い,その生産物を200億円で売ったとすれば,この企業の国民総生産(付加価値への貢献額はど

れだけか,

1. 70億円　　　2. 100億円　　　3. 170億円　　　　4. 200億円

o1 1.経済が景気後退期にあるとき,議会の委員会のひとつが講ずべき対策を検計するために公聴会を開

いている｡証人のひとりである経済学者のA氏は減税をすべきだと言い,もうひとりの証人であるB氏は,

税金は現状のままにして政府支出の増加を認めるべきだと述べた｡このふたりの立場をもっともよく説

明しているのは､次のどれカ㌔

1. A氏とB氏が､ GNPの規模が総需要の水準によってどのように決まるかについて,同じ理論に剖印し

ていないのは明らかである｡

2.もし議会がA氏の提言に従えば,雇用-の影響は､B氏の提言に従った場合とは正反対になるだろう｡

3.どちらの対策も雇用を増大させるが､ A氏の提言では消費支出が増大するのに対し, B氏の提言では

そうはならないだろう｡

4. A氏とB氏の最大の違いは,民間支出と改称支出のどちらがより望ましVやについてのものである｡

Q1 2. FA国では国防支出の急速な増大のために､民間総需要の拡大を制限するための方策が採られない限

り,物価の上昇が起こると予想されている｡特にA国政柵ま, (1)個人所得税率の引き上げか, (2)金融

引き締め政策の導入､を検討している｡ ｣そこでもしA国が,反インフレ政策の経済成長に及ぼすマイナ

ス効果を最小限にとどめたいと考えるならはA国樹可をなすべきだろうか｡

1.投資よりも消費支出を抑えるために,金融引き締め政策を採用すべきである｡

2.投資よりも消費支出を抑えるために,個人所得税率を引き上げるべきである｡

3.増税は消費支出よりも投資を抑えるから､金融引き締め政策を採用すべきであるo

4.金融引き締め政策も個人所得税率の引き上げも同じように投資を抑制するから.そのどちらを採用

してもよし1.

o13.他の条件が同じだと仮定すれば､商品輸入の超過による国際収支の赤字を改著するうえで､もっと

も効果的な政策は次のどれか,

1.為替レートの切り上げと国内の景気後退

2.為替レートの切り上げと国内の景気拡大
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3.為替レートの切り下げと国内の景気後退

4.為替レートの切り下げと国内の景気拡大

o14.財･サービスへの政府支出の自律的増加と,民間投資支出の自律的増加との関係を表わすのは,吹

のどれか)

1.どちらも総需要に対して同じ影響を及古紙

2.どちらも総供給に対して同じ影響を及ぼす

3.民間投資は貯蓄に等しく,政府支出は税収に等しくなければならなし㌔

4.民間投資は乗数効果を持ち､政府支出は持たなしIo

o15. ｢公共の公園-の支出額を2倍にするという市当局の決定は,同時に,市が供給する教育サービスの

質の変化に関する決定でもある｡ ]この発言を正しく説明しているのは､次のどれカ㌔

1.稀胸ミ効力を有している事実を描いている｡

2.学童が公共の公園を利用している程度に応じて,あてはまるだけである｡

3.教育と公園は,同じ技術的制約を受けやすいことを示唆している｡

4. ｢見えざる手｣の原理が､私的部門だけでなく公的部門でも働いていることを示している｡

o16. ｢量が多いほどコストは低い｡これが全産業に通じる第一の法則である｡ ｣この文をもっともよく

評しているのは,次のどれれ

1.経済の諸法則のひとつを正しく述べている｡

2.科学的な法則ではないが､大部分の生産物に適用できる確立した概念を表わしている｡しかし,す

べての生産物に適用できるわけではなv ～.

3.限られた種類の生産物に関しては真実であるが,一般的な真実とは言えない｡

4.事実上すべての生産物に関してある程度は真実であるが､経済学上の確立した真理とは矛盾してい

る｡

017.経済効率の視点からすると,規制のない民間の市場システムは次のどのような傾向を持っているカ㌔

1.私的財とは異なる公共財を過剰に生産する｡

2.外部費用を相当にともなった財を過剰に生産する｡

3.外部便益を相当にともなった財を過剰に生産する｡

4.政府の介入なしに適量の財･サービスを生産する｡

142



Q18.次の表は, A国とB国において､同量の資源(すなわち労働,資本,天然資源)を投入することで生

産可能な石炭と鉄鋼を示している｡

石　炭　　　　鉄　鋼

A国　10トン　　　　10トン

B国　8トン　　　　　4トン

もしこの2国と2財しかなく､生産費に変化がないと仮定すれば, B国にとって有利な選択は次のどれカ㌔

1.石炭と鉄鋼も輸入する｡

2.石炭も鉄鋼も輸出する｡

3.石炭を輸入し鉄鋼を輸出する｡

4.石炭を輸出し鉄鋼を輸入する｡

Q19.経済がかなり完全雇用に近い状況にあるとき､もし急激なインフレーションが起こったとすれば,

妥当かつ整合性のある政府の政策の組み合わせは,次のどれれ

1.赤字財政,公開市場における債券の売却､公定歩合の引き上げ

2.赤字財政,公開市場における債券の購入,公定歩合の引き上げ

3.黒字財政,公開市場における債券の購入,公定歩合の引き下げ

4.黒字財政,公開市場における債券の売却,公定歩合の引き上げ

o20.もし貧しい老人のために無料で医療を施す国家制度が設けられ,それが所得税の引き上げによって

まかなわれるとしたら,これらの政策は経済目標のひとつの達成を促すが,別の目標には逆に作用するo

とりわけ､これらの政策がもたらすと思われる結果は,次のどれれ

1.平等を促すが自由をそこなう｡

2.成長を促すが安定をそこなう｡

3.効率を高めるが平等をそこなう｡

4.効率を高めるが安全をそこなう｡

Q21.小売店に対して価格政策を説明する際に､ある大規模ストソ叫ま｢少ない利益で数多く売ること(#

利多売)は,高し､利益で数少なく売ることよりもすぐれているという理論に従って､自分たちはできる

だけ低価格で商品を売る｣と述べた｡ここに措かれている大規模スーパーは,次のどのような条件ドに

ある企業と言えるカ㌔
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1.不完全競争下で,その需要曲線の弾力的な部分で操業している企業

2.完全競争下で､その需要曲線の弾力的な部分で操業している企業

3.不完全競争下で､その需要曲線の非弾力的な部分で換業している企業

4.完全競争下で,その需要曲線の非弾力的な部分で操業している企業

022.予期せぬインフレーションの期間に,もっとも利益を得そうなのは次のどのグ/レ-プに属する人々

カ㌔ただし,彼らの資産と負債の構成は不変のままと仮定する｡

1.資産に年金,預金,抵当権(担齢桝勧を持ち,負債のない人々

2.資産に家屋と自動車を持ち,負債に抵当権をとられ,自動車ローンを持つ人々

3.資産に社仁,預金,家屋を持ち,唯一の負債に抵当権をとられた人々

4.資産に預金､国債,掛け金を払い終えた備験証券を持ち,負債のない人々

023.日本銀行が市中銀行-の貸し出しに設定した公定歩合を引き上げた｡市場利子率は低く維持される

べきだと信じる批判者は,市中銀行に対する法定の預金準備率を代わりに引き上げるべきだと述べた｡

この意見に対して,次の論評のうちどれが正しいか,

1.それは自己矛盾である｡

2.それは正しい経済分析に基づいている｡

3.それさこ締り子率と公定歩合を混同している.

4.それさま金融政策と財政政策を混同しているo

024. ｢プロスポーツ試合のチケット価格がとても高い理由を誰も言うには及びません｡チームのオーナ

ーは選手の高額な年俸を損失としてかぶることはできないので､そのツケを我々のような大衆に回して

くるだけですム｣この発言は正しいれそれとも誤りと考えられるカ㌔また､その理由は何か,

1.正しし,.高額の年俸はオーナーに対して高いチケット価格を余儀なくさせるが,チケットの需要は

弾力的だから,それは消費者に転嫁することができる｡

2.誤り｡スポーツ選手の年俸には｢経済地代｣ (特殊技能に対する報酬;レント)が含まれているの

で,もし大衆が高い価格でチケットを買いたくなければ,年俸はそれほど高くはならないだろう｡

3.正しし'.高額の年俸には｢経済地代｣が含まれており,それがオーナーに対して高いチケット価格

を余儀なくさせるが､オーナーというのは独占看であるので､それを消費者に転嫁することができ

る｡
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4.誤り.オーナーはチケット価格を引き上げることなしに高額の年俸を支払うことはできなし㌔オーナ

ーがその価格を引き上げるのは､単に限界費用を上回る限界収入を増大させたいからである｡

Q25.総需要の拡大は､政府が何を削嫁することから発生しがちであるか⊃

1.税率　　　2.移転支出　　3.財政赤字　　　4.財･サービスの購入

Q26. ｢近年のコーヒー価格の上昇の桔果､紅茶に対する需要の増大は,紅茶生産者に今では経済的利潤

をもたらしている｡ ｣もし紅茶産業が完全に競争的であれば､そしで,もし需要の増大に対応するため

の調整に十分な期間をとることができれば,紅茶産業には何が起こると予想できるカ㌔

1.生産量は増加し,価格は下がり,経済的利潤はなくなる｡

2.生産量は増加し,価格は下がり､経済的利潤はふえる｡

3.生産量は減少し,価格は上がり､経済的利潤はふえる｡

4.生産量は減少し,価格は上がり,経済的利潤は減る｡

027.どの時点においても,経済の総生産能力の限界を示すのは,次のどの要因か⊃

1.流通している通貨の量

2.政府の規制と支出

3.財･サービスに対する企業の需要

4.生産資源の量と質

o28. ｢日本銀行が公定歩合を引き上げたときに生ずるもっとも深刻な影響のひとつは,住宅ローンの金

利が上がり､それがさらに住宅建設の総費用を上昇させることである｡そこで､日本銀行が市中銀行に

課す預金準備率を､住宅ローン向けには引き下げ,他のローンに対しては引き上げるようにすれば,市

中銀行がそれに比例して､より多くの融資を住宅建設に対して行なうことに意欲をみせるので,それは

意味のあることだろう｡ ｣この引用中の最後の文は,日本銀行の権限と機能に関する正しい理解に基づ

いているか)そして,その理由は何か,

1.正ししloなぜなら､住宅ローン向けの預金準備率の変更は､日本銀行がローン金利を変更するため

に使うひとつの方法だから｡

2.正しくない｡なぜなら,日本銀行が法定準備預金を課すのは銀行預金に対してであり､ローンが対

象ではないから｡
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3.正しし＼なぜなら,市中銀行は,ローンの種類ごとに設けられた預金準備率に従って､さまざまな

借り手に対して信用を供与しているから｡

4.正しくない｡なぜなら､日本銀行はどんな種類のローンに対しても､等しい法定準備預金を課して

いるから｡

029.市場経済において,生産要素をどのように配分すべきかを決定するのは,次のどれカ㌔

1.社会的際習　　2.所得の使われ方　　　3.通貨の交換価値　　　4｡経営者階級の欲求

030.機メーカーのA社はカラーテレビの10%値下げを検討しているが,白黒テレビの価格は据え置くつ

もりである｡もし大抵の人々がカラーテレビと白黒テレビを互いに適当な代替品とみなすならば,この

値下げがA社の総収入に及ぼすと予想される影響は,次のどれカ㌔

1.白黒テレビからの収入は減少するが､カラーテレビからの収入は増力ロないし減少のどちらかである｡

2.白黒テレビからの収入は増加するが､カラーテレビからの収入は増加ないし減少のどちらかである｡

3.カラーテレビからの収入噛椀少するが､白黒テレビからの収入は増力ロないし減少のどちらかである｡

4.カラーテレビからの収入は増力ロするが,白黒テレビからの収入は増加ないし滅少のどちらかである｡

ご協力ありがとうございます
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